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羽生公共下水道事業は、昭和51年 2月に当初事業認可を取得し、昭和61年 4月 1日に一部区域の

供用を開始した。その後、13回の計画変更を経て現在の事業計画区域面積は汚水649.8ha、雨水644.5ha

となっている。これまで鋭意事業の進捗を図り、令和4年度末時点には約472haの汚水施設整備が完

了している。 

今回の計画変更は、羽生公共下水道の上位計画である「中川流域別下水道整備総合計画」(以下、

「中川流総計画」という。)が令和5年 9月に改定されたことを踏まえて、計画汚水量等の計画諸元を

見直す。 

また、今回の計画変更では、羽生市水質浄化センターの未利用地を削除する。 

以下に主要な変更内容を示す。 

 

＜主要な変更内容＞ 

(1)全体計画の見直し 

①計画フレーム・計画諸元の見直し 

全体計画目標年度を令和 6 年度から令和 31 年度に変更する。また、「中川流総計画」の改定内

容を踏まえ、計画諸元(計画人口、計画汚水量等)を変更する。 

 

②全体計画区域(汚水)の見直し 

令和元年度に策定した「生排構想」の方針を踏まえ、羽生第 3 処理分区及び羽生第 5 処理分区

の一部区域を汚水全体計画区域から削除する。 

 

・既計画区域面積   686.7ha 

・羽生第3処理分区の削除 - 18.0ha 

・羽生第5処理分区の削除 - 18.9ha 

 合計(変更後面積)   649.8ha 

 

③幹線管渠の見直し 

全体計画区域から羽生第 3 処理分区の一部区域が削除されたことに伴い、下水排除区域が 20ha

以下になるため、羽生第3幹線を削除する。 

 

④処理施設(羽生市水質浄化センター)の見直し 

計画諸元の変更に合わせて、羽生市水質浄化センターの処理能力を変更する。また、羽生市水質

浄化センターの敷地のうち、処理場用地として利用の見込みがない 2.28ha を全体計画から削除す

る。 

表1 処理施設の変更概要(全体計画) 

 変更前 変更後 備考 

処理能力 15,500m3/日(日最大) 11,380m3/日(日最大) 4,120m3/日減少 

敷地面積 6.99ha 4.71ha 2.28ha削除 

 

⑤ポンプ施設(羽生中継ポンプ場)の見直し 

計画諸元の変更に合わせて、羽生中継ポンプ場の揚水量を変更する。 

 

表 2 ポンプ施設の変更概要(全体計画) 

 変更前 変更後 備考 

排水量 8.15m3/分 5.52m3/分 2.63m3/分減少 

 

 

 



(2)主要な管渠(汚水)の変更 

全体計画区域から羽生第 3 処理分区の一部区域の削除されたことに伴い、下水排除区域が 20ha

以下になるため、羽生第3幹線を削除する。 

 

(3)処理施設(羽生市水質浄化センター)の変更 

全体計画における処理方法に向けて段階的に高度処理化を図る計画とし、事業計画の処理能力を

変更する。また、羽生市水質浄化センターの敷地のうち、処理場用地として利用の見込みがない

2.28haを事業計画から削除する。 

 

表3 処理施設の変更概要(事業計画) 

 変更前 変更後 備考 

処理能力 14,600m3/日(日最大) 13,170m3/日(日最大) 1,430m3/日減少 

敷地面積 6.99ha 4.71ha 2.28ha削除 

 

(4)ポンプ施設の変更 

計画諸元の変更に合わせて、事業計画における羽生中継ポンプ場の揚水量を変更する。 

 

表4 ポンプ施設の変更概要(事業計画) 

 変更前 変更後 備考 

排水量 7.74m3/分 6.09m3/分 1.65m3/分減少 

 

(5)工事完成予定年月日の変更 

事業の進捗に合わせて、工事完成の予定年月日を令和7年 3月 31日から令和12年 3月 31日に

変更する。 
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め
、

軽
微

な
変

更
に

は
該

当
し

な
い

。

事 業 計 画 の 要 件

下
水

道
法

第
６

条

・
当

変
更

は
、

下
水

道
法

第
4
条

第
１

項
の

要
件

を
満

た
し

て
い

る
た

め
、

支
障

な
し

。

１
号

■
下

記
項

目
を

考
慮

し
て

適
切

に
定

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

　
①

降
水

量
　

②
人

口
　

③
下

水
の

量
　

④
水

質
　

⑤
地

形
　

⑥
土

地
の

用
途

　
⑦

下
水

の
放

流
先

の
状

況

・
計

画
説

明
書

に
示

す
通

り
、

左
記

事
項

を
考

慮
し

て
事

業
計

画
を

定
め

て
い

る
。



 

３
号

４
号

５
号

６
号

事 業 計 画 の 要 件

２
号

■
公

共
下

水
道

の
構

造
が

法
第

７
条

の
技

術
上

の
基

準
に

適
合

し
て

い
る

か
。

適
合

し
て

い
る

。

下
水

道
法

第
７

条
　

構
造

の
基

準

■
政

令
で

定
め

る
技

術
上

の
基

準
に

適
合

し
て

い
る

か
ど

う
か

。
適

合
し

て
い

る
。

下
水

道
法

施
行

令
第

５
条

の
３

　
公

共
下

水
道

の
構

造
の

技
術

上
の

基
準

■
公

共
下

水
道

の
構

造
の

技
術

上
の

基
準

が
、

第
５

条
の

４
か

ら
第

５
条

の
５

に
適

合
し

て
い

る
か

。
適

合
し

て
い

る
。

下
水

道
法

施
行

令
第

５
条

の
４

　
雨

水
吐

の
構

造
の

技
術

上
の

基
準

□
合

流
式

下
水

道
に

お
い

て
、

下
記

の
技

術
上

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

か
。

　
第

１
号

　
雨

水
の

影
響

が
大

き
く
な

い
時

に
お

い
て

は
当

該
雨

水
吐

か
ら

河
川

そ
の

他
の

公
共

の
水

域
に

下
水

を
放

流
し

な
い

よ
う

に
、

及
び

雨
水

の
影

響
が

大
き

い
時

に
お

い
て

は
放

流
水

の
水

質
の

技
術

上
の

　
　

　
　

　
　

基
準

に
適

合
さ

せ
る

た
め

当
該

雨
水

吐
か

ら
河

川
そ

の
他

の
公

共
の

水
域

に
放

流
す

る
下

水
の

量
を

減
ず

る
よ

う
に

、
適

切
な

高
さ

の
堰

の
設

置
そ

の
他

の
措

置
が

講
ぜ

ら
れ

て
い

る
か

。
　

第
２

号
　

雨
水

吐
か

ら
の

き
よ

う
雑

物
の

流
出

を
最

少
限

度
の

も
の

と
す

る
よ

う
に

、
ス

ク
リ

ー
ン

の
設

置
そ

の
他

の
措

置
が

講
ぜ

ら
れ

て
い

る
か

。
分

流
式

下
水

道
を

採
用

し
て

お
り

、
該

当
な

し
。

下
水

道
法

施
行

令
第

５
条

の
５

　
処

理
施

設
の

構
造

の
技

術
上

の
基

準

■
第

１
項

：
第

１
号

　
水

処
理

施
設

は
、

第
６

条
第

１
項

第
１

号
か

ら
第

３
号

ま
で

に
掲

げ
る

放
流

水
の

水
質

の
技

術
上

の
基

準
に

適
合

す
る

よ
う

下
水

を
処

理
す

る
性

能
を

有
す

る
構

造
と

す
る

。
　

　
　

　
　

　
第

２
号

　
水

処
理

施
設

は
計

画
放

流
水

質
の

区
分

に
応

じ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
に

掲
げ

る
方

法
に

よ
り

下
水

を
処

理
す

る
構

造
と

す
る

。

■
第

２
項

：
計

画
放

流
水

質
と

は
、

放
流

水
が

適
合

す
べ

き
生

物
化

学
的

酸
素

要
求

量
、

窒
素

含
有

量
又

は
燐

含
有

量
に

係
る

水
質

で
あ

っ
て

、
下

水
の

放
流

先
の

河
川

そ
の

他
の

公
共

の
水

域
又

は
海

域
の

　
　

　
　

　
　

状
況

等
を

考
慮

し
て

、
公

共
下

水
道

管
理

者
が

定
め

る
も

の

適
合

し
て

い
る

。

■
下

記
の

技
術

基
準

を
満

た
し

て
い

る
か

ど
う

か
。

　
第

１
号

　
排

水
管

の
内

径
及

び
排

水
渠

の
断

面
積

は
、

国
土

交
通

大
臣

が
定

め
る

数
値

を
下

回
ら

な
い

も
の

と
し

、
か

つ
、

計
画

下
水

量
に

応
じ

、
排

除
す

べ
き

下
水

を
支

障
な

く
流

下
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

　
第

２
号

　
流

下
す

る
下

水
の

水
勢

に
よ

り
損

傷
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
部

分
に

あ
っ

て
は

、
減

勢
工

の
設

置
そ

の
他

水
勢

を
緩

和
す

る
措

置
が

講
ぜ

ら
れ

て
い

る
　

第
３

号
　

暗
渠

そ
の

他
の

地
下

に
設

け
る

構
造

の
部

分
で

流
下

す
る

下
水

に
よ

り
気

圧
が

急
激

に
変

動
す

る
箇

所
に

あ
っ

て
は

、
排

気
口

の
設

置
そ

の
他

気
圧

の
急

激
な

変
動

を
緩

和
す

る
措

置
が

講
ぜ

ら
れ

て
い

　
　

　
　

　
　

る
　

第
４

号
　

暗
渠

で
あ

る
構

造
の

部
分

の
下

水
の

流
路

の
方

向
又

は
勾

配
が

著
し

く
変

化
す

る
箇

所
そ

の
他

管
渠

の
清

掃
上

必
要

な
箇

所
に

あ
っ

て
は

、
マ

ン
ホ

ー
ル

を
設

け
る

　
第

５
号

　
ま

す
又

は
マ

ン
ホ

ー
ル

に
は

蓋
を

設
け

る
　

第
６

号
　

雨
水

流
域

下
水

道
の

雨
水

流
量

を
調

節
す

る
た

め
の

施
設

は
、

当
該

雨
水

流
域

下
水

道
に

接
続

す
る

公
共

下
水

道
の

排
水

区
域

に
お

け
る

降
水

量
、

当
該

雨
水

の
放

流
先

の
河

川
そ

の
他

の
公

共
の

水
　

　
　

　
　

　
域

又
は

海
域

の
水

位
又

は
潮

位
そ

の
他

の
状

況
に

応
じ

、
排

除
す

る
雨

水
の

流
量

を
適

切
に

調
節

す
る

こ
と

が
で

き
る

構
造

と
す

る

下
記

の
と

お
り

技
術

基
準

を
満

た
し

て
お

り
適

合
し

て
い

る
。

第
1
号

　
適

合
し

て
い

る
。

第
2
号

　
適

合
し

て
い

る
。

第
3
号

　
適

合
し

て
い

る
。

第
4
号

　
適

合
し

て
い

る
。

第
5
号

　
適

合
し

て
い

る
。

第
6
号

　
該

当
な

し
。

下
水

道
法

施
行

令
第

５
条

の
７

　
公

共
下

水
道

の
構

造
の

基
準

■
公

共
下

水
道

の
構

造
の

基
準

が
、

第
５

条
の

８
か

ら
第

５
条

の
１

０
に

適
合

し
て

い
る

か
。

下
記

の
と

お
り

適
合

し
て

い
る

。

下
水

道
法

施
行

令
第

５
条

の
８

　
排

水
施

設
及

び
処

理
施

設
に

共
通

す
る

構
造

の
基

準

■
都

市
計

画
法

第
２

章
の

規
定

に
よ

り
都

市
計

画
が

定
め

ら
れ

て
い

る
場

合
は

、
公

共
下

水
道

の
配

置
及

び
工

事
の

時
期

が
そ

の
都

市
計

画
又

は
都

市
計

画
事

業
に

適
合

し
て

い
る

適
合

し
て

い
る

。

下
水

道
法

施
行

令
第

５
条

の
１

０
　

処
理

施
設

の
構

造
の

基
準

■
下

記
の

技
術

基
準

を
満

た
し

て
い

る
か

ど
う

か
。

　
第

１
号

　
脱

臭
施

設
の

設
置

そ
の

他
臭

気
の

発
散

を
防

止
す

る
措

置
が

講
ぜ

ら
れ

て
い

る
　

第
２

号
　

汚
泥

処
理

施
設

は
、

汚
泥

の
処

理
に

伴
う

排
気

、
排

液
又

は
残

さ
い

物
に

よ
り

生
活

環
境

の
保

全
又

は
人

の
健

康
の

保
護

に
支

障
が

生
じ

な
い

よ
う

国
土

交
通

大
臣

が
定

め
る

措
置

が
講

ぜ
ら

れ
て

い
る

下
記

の
と

お
り

技
術

基
準

を
満

た
し

て
お

り
適

合
し

て
い

る
。

第
1
号

　
適

合
し

て
い

る
。

第
2
号

　
適

合
し

て
い

る
。

■
予

定
処

理
区

域
が

排
水

施
設

及
び

終
末

処
理

場
の

配
置

及
び

能
力

に
相

応
し

て
い

る
こ

と
予

定
処

理
区

域
が

排
水

施
設

及
び

終
末

処
理

場
の

配
置

及
び

能
力

に
相

応
し

て
い

る
。

項
目

各
項

目
に

対
す

る
整

合
確

認
事

項
確

認
事

項
（
変

更
内

容
）

□
流

域
下

水
道

に
接

続
す

る
公

共
下

水
道

に
係

る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
流

域
下

水
道

の
事

業
計

画
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

単
独

公
共

下
水

道
で

あ
る

た
め

、
該

当
な

し
。

■
当

該
地

域
に

関
し

流
域

別
下

水
道

整
備

総
合

計
画

が
定

め
ら

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
こ

れ
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

中
川

流
域

別
下

水
道

整
備

総
合

計
画

に
適

合
し

て
い

る
。

■
下

記
の

技
術

基
準

を
満

た
し

て
い

る
か

ど
う

か
。

　
第

１
号

　
堅

固
で

耐
久

性
を

有
し

て
い

る
　

第
２

号
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

そ
の

他
の

耐
水

性
の

材
料

で
造

り
、

か
つ

、
漏

水
及

び
地

下
水

の
侵

入
を

最
小

限
度

の
も

の
と

す
る

措
置

が
講

ぜ
ら

れ
て

い
る

　
第

３
号

　
屋

外
に

あ
る

も
の

に
あ

っ
て

は
、

覆
い

又
は

さ
く
の

設
置

そ
の

他
下

水
の

飛
散

を
防

止
し

、
及

び
人

の
立

ち
入

り
を

制
限

す
る

措
置

が
講

じ
わ

れ
て

い
る

　
第

４
号

　
下

水
の

貯
留

等
に

よ
り

腐
食

す
る

お
そ

れ
の

あ
る

部
分

に
あ

っ
て

は
、

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

そ
の

他
の

腐
食

し
に

く
い

材
料

で
造

り
、

又
は

腐
食

を
防

止
す

る
措

置
が

講
ぜ

ら
れ

て
い

る
　

第
５

号
　

地
震

に
よ

っ
て

下
水

の
排

除
及

び
処

理
に

支
障

が
生

じ
な

い
よ

う
地

盤
の

改
良

、
可

撓
継

手
の

設
置

そ
の

他
の

国
土

交
通

大
臣

が
定

め
る

措
置

が
講

ぜ
ら

れ
て

い
る

下
記

の
と

お
り

技
術

基
準

を
満

た
し

て
お

り
適

合
し

て
い

る
。

第
1
号

　
適

合
し

て
い

る
。

第
2
号

　
適

合
し

て
い

る
。

第
3
号

　
適

合
し

て
い

る
。

第
4
号

　
適

合
し

て
い

る
。

第
5
号

　
適

合
し

て
い

る
。

下
水

道
法

施
行

令
第

５
条

の
９

　
排

水
施

設
の

構
造

の
基

準



 

 

【R6-04 版】         下水道法事業計画チェックリスト                    （１／３） 

 

項     目 主な実施（変更）内容を記載 

◆公共下水道の配置、能力、構造  

 

 

 

 

・主要な吐口及び管渠 全体計画区域の見直しに伴い、主要な管渠(汚水)の変更を行う。 

・水処理施設及び汚泥処理施設 段階的に高度処理化を図る計画とし、事業計画の処理能力を変更する。 

・ポンプ施設 計画諸元の変更に伴い、羽生中継ポンプ場(汚水)の揚水量等を変更する。 

・その他 羽生市水質浄化センターの未利用地を削除する。 

◆予定処理区域  

 

 

 

 

 

・計画面積及び計画人口 上位計画との整合を図り設定している。 

・汚水量（原単位・負荷量） 上位計画との整合を図り設定している。 

・雨水計画（流出係数や確率年） 変更なし 

・放流先の状況（基準など） 流総計画あり 

・その他  

 

確   認   内   容 確認 備 考 

◆事業計画協議図書（申請書鑑 市町村→県知事宛） ○  

◆事業計画書（公共・特環とも同じ様式） 

○ 

 

 

 
 

 

表紙 ○ 第 1表の 1 ○ 第 1表の 2 ○ 第 2表の 1 ○ 第 2表の 2 ○ 

第 3表の 1 ○ 第 3表の 2 ○ 第 4表 ○ 第 5表 ○ 第 6表 － 

◆事業計画説明書 ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆事業計画の概要 ○  

 

 

 

◇全体計画の概要及び理由（汚水） ○  

◇事業計画の概要及び理由（汚水） 

・流総、都決、全体計画、事業計画の比較 
○ 

 

 

◆予定処理区域及びその周辺の地域の地形及び土地の用途 ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

◇予定処理区域及びその決定の理由（汚水） 

・エリアマップとの整合、他の整備手法との比較 

・社会的・経済的な理由、事業優先度の比較 

・処理区拡大の場合、面整備率 70％以上であるか 

・財政、執行能力等の点で５～７年で整備可能か 

・雨水整備の必要性、過去の浸水被害の状況、貯留・浸透の検討 

○ 

 

 

 

 

 

 

◇管渠、処理施設及びポンプ場の位置の決定の理由 

・地形条件、効率的配置、土地の用途、周辺環境への影響 
○ 

 

 

◆計画下水量及びその算出の根拠 ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇人口及び人口密度並びにこれらの推定の根拠 

・過去の人口推移、計画人口の推定、その他将来計画等 
○ 

 

 

◇１人１日当たりの汚水の量及びその推定の根拠及び家庭下水、工場排水、地下水等の量及び

これらの推定の根拠 

・過去の上水道実績、汚水処理実績（有収、流入）、その他将来計画 

○ 

 

 

 

◇降雨量（降雨強度式を含む）及びその決定の理由 

・過去の実績、適切な安全度、関連する河川整備計画など 
○ 

 

 

◇流出係数及びその決定の理由 

・工種別流出係数等の算出根拠 

・雨水流出抑制対策の検討（貯留・浸透施設による下水管渠への流入抑制を見込んでいる場合

は、流出係数の決定根拠） 

○ 

 

 

 

 

◇主要な管渠の流量計算及びポンプ場の容量計算 

・主要な管渠の流量計算、余裕率等断面決定根拠、ポンプ容量 
○ 

 

 

  



 

 

【R06-04 版】         下水道法事業計画チェックリスト                （２／３） 

確   認   内   容 確認 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆公共下水道からの放流水及び処理施設において処理すべき、又は流域関連公共から流域下水道に

流入する下水の予定水質並びにその推定の根拠 
○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇一般家庭下水の予定水質、汚濁負荷量及びその推定の根拠 

・汚濁負荷量原単位とその水質の実績（推定） 
○ 

 

 

◇工場排水の取扱方針及び受入れ工場排水の予定水質及び汚濁負荷量並びにその推定の根拠 

・汚濁負荷量及びその水質の実績（推定） 
○ 

 

 

◇除害施設設置基準及びその決定の理由 ○  

◇処理の対象外とする工場及び対象外とする理由 

・工場排水を下水道に受け入れない場合の措置 
○ 

 

 

◇計画放流水質及びその算定根拠（化学的な方法を用いて算出） 

・計画放流水質に対応した処理方法の選定 

・処理施設の評価の根拠及び過去の放流水質実績 

○ 

 

 

 

◇処理方法並びに各処理施設における計画汚濁負荷量及びその決定の理由 

・湖沼水質保全計画等、法定計画との調整・整合 
○ 

 

 

◇処理施設の容量計算（処理場・ポンプ場の容量計算書） ○  

◆下水の放流先の状況（※は、流総計画がある場合不要） －  

 

 

 

◇下水の放流先近傍における水利用の現況及びその見通し 

・取水の位置、目的（上水、工業、農業）、取水量、拡張の可能性、新たな取水計画、その他の

水利用状況 

－ 

流総計画 

あり 

 

◆毎会計年度の工事費の予定額及びその予定財源 ○  

 

 

◇下水道事業に関する財政計画書（様式３） 

・財政、執行能力等の点で概ね５～７年で整備可能 
○ 

 

 

◆その他   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇施設の設置に関する方針（様式１） 

・生活排水処理施設整備構想・アクションプラン、雨水管理総合計画との関連・整合 
○ 

 

◇施設の機能の維持に関する方針（様式２） 

・ストックマネジメント方針・計画との関連・整合 
○ 

 

◇汚泥の最終処分計画及び処分地 

・汚泥の減量化、有効利用及び共同化と適正処理 
－ 

 

 

◇施設の耐震診断の実施状況 

・管渠、処理場の耐震診断実施状況を説明する資料 

・耐震診断結果を説明する資料 

・耐震診断を受けた、今後の耐震対策の方針を説明する資料 

○ 

 

 

 

 

◇地震災害等に対する検討、計画 －  

◇上位計画との比較表 ○  

◇下水道の資源エネルギー等の有効利用検討、計画 －  

◇生活排水処理施設整備構想エリアマップとの整合 ○  

◇流域別下水道総合計画との整合 ○  

◇流域下水道計画との整合（流域関連公共下水道の場合） －  

◇都市計画決定、その他都市計画事業との整合 ○  

◇構造についてのガイドラインとの整合 －  

◇環境省協議の有無及び資料 －  

◇関係他部局等との協議、その結果 －  

 ※確認欄には、○・×・― を記載する。なお、簡単な説明があれば備考へ記載する。  



 

 

【R06-04 版】        下水道法事業計画チェックリスト              （３／３） 

確   認   内   容 確認 

◆添付図面等 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆下水道法施行令第３条に基づく公示に関する書類 ○ 

◆下水道計画一般図（縮尺５万分の１以上の地形図） ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇市町村名及びその境界線   ◇方位、縮尺及び凡例 ○ 

◇予定処理区域の境界線並びに処理区、処理分区又は排水区域の境界線及び名称 ○ 

◇雨水の流入する区域の境界線 ○ 

◇主要な管渠のうち骨格となる管渠の位置及び名称、吐口の位置並びに下水放流先の名称 ○ 

◇処理施設（流関にあっては流域下水道との接続点）及びポンプ施設の位置及び名称 ○ 

◇流関公共下水道は、接続点及びポンプ施設並びに処理施設の位置並びに名称 ○ 

◇市街化地域（未設定の場合は既成市街地及び市街化が予想される区域。）の境界線 ○ 

◇水質環境基準の類型、類型指定区間の範囲並びに水質基準点の位置及び名称 － 

◇当該水域の利水の状況（利水地点等） － 

◇既に設置された公共下水道により下水の排除が可能である区域の境界線 ○ 

◆主要な管渠の平面図（縮尺５千分の１以上の地形図） ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇市町村名及びその境界線   ◇方位、縮尺及び凡例   ◇等高線 ○ 

◇雨水の流入する区域の境界線 ○ 

◇予定処理区域の境界線並びに処理区、処理分区又は排水区の境界線及び名称 ○ 

◇主要な管渠の位置、形状、内のり寸法、勾配、縦断面図との対照番号及び区間距離並びに下水の流れの

方向 
○ 

◇主要な管渠を補完する貯留施設の位置、形状、能力、当該貯留施設への下水の流れの方向及び貯施設か

らの下水の流れの方向 
○ 

◇主要な管渠の排水区画割 ○ 

◇吐口の位置及び名称並びに下水の放流先の名称 ○ 

◇処理施設及びポンプ施設の敷地境界線及び名称 ○ 

◇予定処理区域内の主な道路、河川、鉄道等の位置及び名称 ○ 

◇流関公共下水道は、接続点の位置、形状、内のり寸法及び区間距離、下水の流れの方向 ○ 

◇当該管渠に係るポンプ施設並びに処理施設 ○ 

◇既設の管渠の位置及び既設の管渠により下水の排除が可能である区域の境界線 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆主要な管渠の縦断面図（縮尺縦２百分の１以上、横５千分の１以上の縦断面図） ○ 

 

 

 

 

 

 

 

◇管渠の位置、形状、内のり寸法、勾配、平面図との対照番号、区間距離、逓加距離、管渠底高及び土被り 

◇縮尺、凡例及び基準地盤高 
○ 

◇地盤面の位置及び地盤高      ◇マンホールの位置 ○ 

◇流入管渠の位置、形状、内のり寸法、管渠底高及び番号 ○ 

◇下水の放流先の名称、高水位、低水位及び平水位 － 

◇河川、地下鉄、地下道等管渠を横断する主要な施設の位置及び名称 － 

◇流関公共下水道は、接続点及びポンプ施設並びに処理施設の位置、形状並びに名称 － 

◆処理施設及びポンプ施設の平面図、水位関係図及び構造図 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇平面図（縮尺２千分の１以上の平面図） ○ 

 

 

 

・処理施設及びポンプ施設の名称及び敷地の境界線  ・方位、縮尺及び凡例 ○ 

・処理施設及びポンプ施設の敷地内の主要な施設の位置、形状、寸法、及び名称 ○ 

・既設の処理施設又はポンプ施設の位置 ○ 

◇水位関係図（縮尺縦２百分の１以上、横２千分の１以上の断面図） － 

 

 

 

 

・処理施設及びポンプ施設の敷地内の主要な施設の位置、形状、天端、底高及び名称 － 

・下水の最高、最低及び平均の水位  ・ポンプ室の床高 － 

・地盤面の位置及び地盤高  ・縮尺及び基準地盤面 － 

・下水の放流先の名称、計画高水位（無い場合は既往最高水位）、低水位及び平水位 － 

◇構造図（縮尺縦５百分の１以上の平面図、断面図、その他の図面） － 

 ・処理施設及びポンプ施設の敷地内の主要な施設の形状、寸法、配置及び名称、縮尺 － 

◆下水の放流先の状況を明らかにする図面（下水道計画一般図により表す） － 

 ※確認欄には、○・×・― を記載する。なお、簡単な説明があれば備考へ記載する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

羽生公共下水道事業 

変更計画書 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       公共下水道管理者 羽  生  市  長 
 

       工事着手の年月日 昭和51年 2月 3日 
 

       令和  7年 3月 31日 

      工事完成の予定年月日 令和 12年 3月 31日 
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(第 1表の1）           赤：変更前 

            黒：変更後 

予 定 処 理 区 域 調 書 (汚 水) 

予定処理区域 

の 面 積 
約650ヘクタール 

予定処理区域 

内 の 地 名 

埼玉県 羽生市 

区域は下水道計画一般図表示のとおり 

処 理 区 の 名 称 
面     積 

(単位：ヘクタール) 
摘     要 

羽生処理区 

281 羽生第1処理分区 

122 羽生第2処理分区 

19 羽生第3処理分区 

71 羽生第4処理分区 

67 羽生第5処理分区 

12 羽生第6処理分区 

43 羽生第7処理分区 

35 羽生第8処理分区 

 

 

(第 1表の2）           赤：変更前 

            黒：変更後 

予 定 排 水 区 域 調 書 (雨 水) 

予定排水区域 

の 面 積 
約645ヘクタール 

予定排水区域 

内 の 地 名 

埼玉県 羽生市 

区域は下水道計画一般図表示のとおり 

排 水 区 の 名 称 
面     積 

(単位：ヘクタール) 
摘     要 

城沼排水区 204  

宮田排水区 156  

藤井排水区 12  

大沼排水区 34  

岩瀬排水区 220  

瀬山排水区 4  

東谷排水区 15  
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(第 2表の1)           赤：変更前 

            黒：変更後 

吐 口 調 書 (汚 水) 

処理区の名称 
主要な吐口 

の 種 類 

主要な吐口の 

番号又は名称 

主要な吐口の 

位置 

計画放流量 

（m3/秒） 

放流先の 

名  称 
摘 要 

羽生処理区 処理施設 No.1 
羽生市 

大沼二丁目 

0.169 

0.152 

操舟落 

排水路 

放流先の低水位 

TP +10.930m 

 

 

(第 2表の2)           赤：変更前 

            黒：変更後 

吐 口 調 書 (雨 水) 

排水区の名称 
主要な吐口 

の 種 類 

主要な吐口の 

番号又は名称 

主要な吐口の 

位置 

計画放流量 

（m3/秒） 

放流先の 

名  称 
摘 要 

城沼排水区 雨水管渠 No.1 
羽生市 

東八丁目 
23.472 中川  

宮田排水区 〃 No.2 
羽生市 

東七丁目 
15.071 中川  

藤井排水区 〃 No.3 
羽生市 

東七丁目 
9.091 中川  

大沼排水区 〃 No.4 
羽生市 

大沼ニ丁目 
10.595 中川  

岩瀬排水区 〃 No.5 
羽生市 

大字中手子林 
18.529 中川  

瀬山排水区 〃 No.6 
羽生市 

大字本川俣 
2.066 葛西用水路  

 

 

(第 3表の1)           赤：変更前 

            黒：変更後 

管   渠   調   書 (汚 水) 

処理区の名称 

主要な管渠の 

内のり寸法 

（単位：ﾐﾘﾒｰﾄﾙ） 

延   長 

（単位：ﾒｰﾄﾙ） 

点検 

箇所の数 
摘   要 

羽生処理区 ○200～○1500 
12,230 

11,320 
1箇所 

方法：マンホールからの管内目視、また

は管口テレビカメラを用いる方法 

頻度：5年に1回以上 

合      計 
12,230 

11,320 
1箇所  
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(第 3表の2)(1)           赤：変更前 

            黒：変更後 

 

管 渠 調 書 (雨 水) 

排水区の名称 
主要な管渠の 
内のり寸法 

（単位：ﾐﾘﾒｰﾄﾙ） 

延   長 
（単位：メートル） 

点検 

箇所の数 
摘   要 

城沼排水区 

開3000×1400 130 ―  

開3500×2000 230 ―  

開5000×2000 10 ―  

開5000×2200 90 ―  

開5000×2500 700 ―  

開(7100+5600)×2500 970 ―  

□2500×1500 130 ―  

 □2800×1500 330 ―  

□2800×2500 30 ―  

□3200×1500 30 ―  

□3300×1500 20 ―  

□3300×1600 30 ―  

□3500×1500 430 ―  

□3800×1500 570 ―  

□5000×2500 20 ―  

□5600×2250 30 ―  

小    計 3,750 ―  

宮田排水区 

開3000×1500 740 ―  

開3500×1500 460 ―  

開3700×1600 410 ―  

開4000×1500 100 ―  

開4200×2100 490 ―  

□1750×2000 150 ―  

□2100×2100 30 ―  

□ 2500×2000 100 ―  

□ 4000×1500 290 ―  

小    計 2,770 ―  

大沼排水区 
開4000×2000 470 ―  

小    計 470 ―  

3



(第 3表の2)(2)           赤：変更前 

            黒：変更後 

 

管 渠 調 書 (雨 水) 

排水区の名称 
主要な管渠の 
内のり寸法 

（単位：ﾐﾘﾒｰﾄﾙ） 

延   長 
（単位：メートル） 

点検 

箇所の数 
摘   要 

岩瀬排水区 

□1800×1500 180 ―  

□2000×1600 80 ―  

□2100×2000 30 ―  

□2150×2150 30 ―  

□4800×2000 30 ―  

□5500×2000 40 ―  

開(7280+4500)×2000 890 ―  

開(7800+5000)×2000 2,280 ―  

開(9200+5000)×2900 1,090 ―  

開1800×1500 340 ―  

開1800×1600 110 ―  

開1900×1500 160 ―  

 開2000×1500 180 ―  

 開2000×1600 170 ―  

 開2000×1700 160 ―  

 開2000×1800 240 ―  

 開2000×1900 540 ―  

 開2000×2000 50 ―  

 開2100×2000 510 ―  

 開3500×2000 90 ―  

 開4200×2000 160 ―  

 開4500×2000 480 ―  

 開4800×2000 310 ―  

○2200 190 ―  

○2600 120 ―  

小    計 8,460 ―  

瀬山排水区 
開1300×1300 220 ―  

小    計 220 ―  

合      計 15,670 ―  
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(第 4表)            赤：変更前 

            黒：変更後 

処 理 施 設 調 書 

終末処理場 

等の名称 
位 置 

敷地面積 

(単位:ha) 

計画放流

水質 

(mg/L) 

処理方法 

処理能力 
計画 

処理人口 

(人) 

摘   要 晴天日 

最大 

(単位:m3) 

雨天日 

最大 

(単位:m3) 

羽生市 

水質浄化 

センター 

羽生市 

大沼二丁目 

63番地 

6.99 

4.71 

BOD 15 

T-N 20 

ステップ

流入式多

段硝化脱

窒法 

14,600 

13,200 
― 

21,800 

20,200 

全体計画汚水量(日最大) 

15,454 m3/日 

11,380 m3/日 

事業計画汚水量(日最大) 

14,599 m3/日 

13,170 m3/日 

全体計画処理能力 

(日最大) 

15,500 m3/日 

11,380 m3/日 

流入水質 

267 mg/L 

BOD 280 mg/L 

217 mg/L 

S S 219 mg/L 

51 mg/L 

T-N  67 mg/L 

放流水質 

BOD  15 mg/L 

T-N  20 mg/L 

 

脱水汚泥の処理を 

埼玉県に事務委託 
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(第 4表)            赤：変更前 

            黒：変更後 

終末処理場等の敷地内の主要な施設 

終末処理場

等の名称 

主要な施設の 

名    称 
個数 構     造 能   力 摘 要 

羽生市 

水質浄化 

センター 

沈砂池 1池 鉄筋コンクリート造 水面積負荷 1,800m3/m2/日 1/1 

主ポンプ 

2台 φ200mm 揚水量 5.6m3/分/台 2/2 

1台 φ250mm 揚水量 6.3m3/分/台 1/1 

1台 φ400mm 揚水量 19.6m3/分/台(予備) 1(1)/1(1) 

最初沈殿池 4池 鉄筋コンクリート造 水面積負荷 50m3/m2･日 4/5 

反応槽 6池 鉄筋コンクリート造 
日最大14,600m3/日 

日最大13,170m3/日 
6/6 

最終沈殿池 6池 鉄筋コンクリート造 水面積負荷 20m3/m2/日 6/6 

塩素混和池 1式 鉄筋コンクリート造 接触時間 15分以上 1/1 

送風機設備 
2台 

3台 
曝気ブロワ 

風量 59m3/分/台 
2(1)/2(1) 

1/0 

－ 

風量 31m3/分/台 

－ 

2/3(1) 

汚泥貯留槽 1槽 鉄筋コンクリート造  1/1 

汚泥濃縮槽 2槽 鉄筋コンクリート造 固形物負荷 60kg/m3/日 2/2 

機械濃縮設備 2台 機械濃縮機 

処理能力 10m3/hr/台 
1/1 

2/2 

処理能力 20m3/hr/台 

－ 

1/1 

－ 

汚泥脱水設備 2台 脱水機 

処理能力 540kg/hr/台 
1/2 

1/1 

処理能力 360kg/hr/台 
1/0 

1/1 

電気設備 1式  
受変電設備･自家用発電設備 

監視制御設備･計装設備 
1/1 

管理棟 1棟 鉄筋コンクリート造 
ブロワ配管室等、電気室、ブロワ

室、水質試験室、事務室等 
1/1 

沈砂池･ポンプ棟 1棟 鉄筋コンクリート造 
沈砂池、ポンプ室、モーター室、

沈砂池機械等、ファンルーム等 
1/1 

水処理施設機械棟 1棟 鉄筋コンクリート造 次亜タンク室、電気室 1/1 

汚泥貯留槽棟 1棟 鉄筋コンクリート造 汚泥分配槽等 1/1 

機械濃縮棟 1棟 鉄筋コンクリート造 分離汚泥貯留槽等 1/1 

汚泥処理棟 1棟 鉄筋コンクリート造 

汚泥貯留槽等、 

脱臭機室、薬品庫等 

電気室、脱水機室等 

1/1 

※摘要欄：事業計画/全体計画、( )内は予備 
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(第 5表)            赤：変更前 

            黒：変更後 

ポ ン プ 施 設 調 書(汚 水) 

ポンプ施設 

の名称 処理区の名称 ポンプ施設の位置 
敷地面積 

(単位:ha) 

１分間の揚水量(単位:m3) 
摘 要 

晴天時最大 雨天時最大 

羽生中継 

ポンプ場 
羽生処理区 

羽生市 

大字中岩瀬21-3 
0.1 

7.74 

6.09 
―  

ポンプ施設の敷地内の主要な施設(汚水) 

ポンプ施設 

の名称 

主要な施設 

の名称 
数 構     造 能     力 摘 要 

羽生中継 

ポンプ場 

揚水ポンプ 3台 水中汚水ポンプ 

φ200×4.0m3/分/台 2(1)/2(1) 

φ200×3.2m3/分/台 

φ200×3.1m3/分/台 
1(0)/1(0) 

脱臭設備 1式  活性炭及び土壌脱臭  

電気設備 1式  
受変電 

運転操作計装1式 
 

自家発電設備 1基 ディーゼル発電機 発電容量 約75kVA  

建設上屋 1棟 鉄筋コンクリート造   

※摘要欄：事業計画/全体計画、( )内は予備 
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第1章 下水道計画の概要 

 

1-1.全体計画の概要 

羽生市では、昭和 50 年度に下水道計画区域 849ha とする全体計画を策定し、鋭意事業の進捗を図

ってきた。その後、上位計画である「中川流域別下水道整備総合計画」(以下「中川流総計画」という。)

や「羽生市生活排水基本構想」(以下「生排構想」という。)の変更を受け、平成8、16、22、26年度

及び令和2年度に全体計画の見直しを行っている。 

今回の見直し計画では、羽生公共下水道の上位計画である「中川流総計画」が令和5年 9月に改定

されたことを踏まえて、計画汚水量等の計画諸元を見直す。 

また、今回の計画変更では、羽生市水質浄化センターの未利用地を削除する。 

以下に全体計画見直し概要を示す。 

 

(1)計画フレーム・計画諸元の見直し 

全体計画目標年度を令和6年度から令和31年度に変更する。また、「中川流総計画」の改定内容を

踏まえ、計画諸元(計画人口、計画汚水量等)を変更する。 

 

(2)全体計画区域(汚水)の見直し 

令和元年度に策定した「生排構想」の方針を踏まえ、羽生第3処理分区及び羽生第5処理分区の一

部区域を汚水全体計画区域から削除する。 

 

・既計画区域面積   686.7ha 

・羽生第3処理分区の削除 - 18.0ha 

・羽生第5処理分区の削除 - 18.9ha 

 合計(変更後面積)   649.8ha 

 

(3)幹線管渠の見直し 

全体計画区域から羽生第3処理分区の一部区域が削除されたことに伴い、下水排除区域が20ha以

下になるため、羽生第3幹線を削除する。 

 

(4)処理施設(羽生市水質浄化センター)の見直し 

計画諸元の変更に合わせて、羽生市水質浄化センターの処理能力を変更する。また、羽生市水質浄

化センターの敷地のうち、処理場用地として利用の見込みがない2.28haを全体計画から削除する。 

 

表 1-1 処理施設の変更概要(全体計画) 

 変更前 変更後 備考 

処理能力 15,500m3/日(日最大) 11,380m3/日(日最大) 4,120m3/日減少 

敷地面積 6.99ha 4.71ha 2.28ha削除 

 

(5)ポンプ施設(羽生中継ポンプ場)の見直し 

計画諸元の変更に合わせて、羽生中継ポンプ場の揚水量を変更する。 

 

表 1-2 ポンプ施設の変更概要(全体計画) 

 変更前 変更後 備考 

排水量 8.15m3/分 5.52m3/分 2.63m3/分減少 

 

1-1



1-2.事業計画の概要 

羽生公共下水道事業は、昭和51年 2月に当初事業認可を取得し、昭和61年 4月 1日に一部区域の

供用を開始した。その後、13回の計画変更を経て現在の事業計画区域面積は汚水649.8ha、雨水644.5ha

となっている。これまで鋭意事業の進捗を図り、令和4年度末時点には約472haの汚水施設整備が完

了している。 

今回の計画変更は、羽生公共下水道の上位計画である「中川流総計画」が令和5年 9月に改定され

たことを踏まえて、計画汚水量等の計画諸元を見直す。 

また、今回の計画変更では、羽生市水質浄化センターの未利用地を削除する。 

以下に主要な変更内容を示す。 

 

(1)計画諸元の変更 

全体計画の見直しに合わせて、事業計画の計画諸元を変更する。 

 

(2)主要な管渠の変更 

全体計画区域から羽生第3処理分区の一部区域が削除されたことに伴い、下水排除区域が20ha以

下になるため、羽生第3幹線を削除する。 

 

(3)処理施設(羽生市水質浄化センター)の変更 

全体計画における処理方法に向けて段階的に高度処理化を図る計画とし、事業計画の処理能力を変

更する。また、羽生市水質浄化センターの敷地のうち、処理場用地として利用の見込みがない2.28ha

を事業計画から削除する。 

 

表1-3 処理施設の変更概要(事業計画) 

 変更前 変更後 備考 

処理能力 14,600m3/日(日最大) 13,170m3/日(日最大) 1,430m3/日減少 

敷地面積 6.99ha 4.71ha 2.28ha削除 

 

(4)ポンプ施設(羽生中継ポンプ場)の変更 

計画諸元の変更に合わせて、事業計画における羽生中継ポンプ場の揚水量を変更する。 

 

表1-4 ポンプ施設の変更概要(事業計画) 

 変更前 変更後 備考 

排水量 7.74m3/分 6.09m3/分 1.65m3/分減少 

 

(5)工事完成予定年月日の変更 

事業の進捗に合わせて、工事完成の予定年月日を令和7年 3月 31日から令和12年 3月 31日に変

更する。 
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表1-5 羽生公共下水道全体計画の変更概要 

 
※1：施設流入水質は、流入水質に汚泥処理施設からの返流水を考慮した値とする。 

※2：処理水質は、施設流入水質に(100-総合除去率)を乗じた値とする。 

※3：計画処理水質は、年間を通しての放流水質の平均値(年間平均値)が満たすべき数値であり、中川流総計画で定められた値を示す。 
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表1-6 羽生公共下水道事業計画の変更概要 

 
※1：施設流入水質は、流入水質に汚泥処理施設からの返流水を考慮した値とする。 

※2：処理水質は、施設流入水質に(100-総合除去率)を乗じた値とする。 

※3：計画処理水質は、年間を通しての放流水質の平均値(年間平均値)が満たすべき数値であり、中川流総計画で定められた値を示す。 
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表1-7 羽生公共下水道の経緯(1/2) 

全体計画 都市計画決定 下水道法事業計画 都市計画法事業認可 

＜昭和50年度＞ 

・目標年次：昭和70年 

・計画区域：848.9ha 

・行政人口：61,900人 

・計画人口：50,000人 

・計画汚水量：44,300m3/日 

・処理能力：44,300m3/日 

・処理系列：8系列 16池 

・処理方法：標準活性汚泥法 

 

＜昭和50年 7月 29日(告示日)＞ 

・羽生市告示第35号 

・県承認日：S57.6.24 

・排水区域：501ha(雨水501ha) 

・ポンプ場：2箇所 

・元町ポンプ場：671m2 

・新郷ポンプ場：529m2 

・羽生終末処理場：70,000m2 

＜昭和51年 2月 3日＞ 

・建設省玉都下公発第21号 

・事業期間：S51.2.3～S57.3.31 

・事業認可区域：163ha(雨水163ha) 

・計画処理人口：16,000人 

・計画処理水量：10,400m3/日 

・処理能力：11,000m3/日 

・処理系列：1系列 4池 

・処理方法：標準活性汚泥法 

＜昭和50年 12月 23日＞ 

・埼玉県告示第1757号 

・事業期間：S50.12.23～S57.3.31 

・事業認可区域：163ha(雨水163ha) 

・ポンプ場：2箇所 

・元町ポンプ場：671m2 

・羽生終末処理場：70,000m2 

＜昭和57年 3月 2日＞ 

・指令下建第984号 

・事業期間：S50.12.23～S59.3.31 

・管渠延長、処理場名称の変更 

＜昭和57年 3月 23日＞ 

・埼玉県告示第509号 

・事業期間：S50.12.23～S59.3.31 

(変更内容) 

・期間延伸、管渠延長、処理場名称変

更 

・羽生終末処理場 

⇒羽生市水質浄化センター 

＜昭和57年 7月 3日(告示日)＞ 

・羽生市告示第56号 

・県承認日：S60.2.24 

・元町中継ポンプ場⇒ 

羽生中継ポンプ場(名称の変更) 

＜昭和57年 8月 20日＞ 

・建設省玉都下公発第9号 

・事業期間：S50.12.23～S64.3.31 

・事業認可区域：185ha(雨水185ha) 

・計画処理人口：17,400人 

・計画処理水量：11,000m3/日 

・処理能力：11,000m3/日 

・処理系列：1系列 4池 

・処理方法：標準活性汚泥法 

＜昭和57年 9月 14日＞ 

・埼玉県告示第1414号 

・事業期間：S50.12.23～S64.3.31 

・事業認可区域：185ha(雨水185ha) 

(変更内容) 

・事業区域の拡大、ポンプ場名称変更 

・元町中継ポンプ場 

⇒羽生中継ポンプ場 

＜昭和60年 3月 6日(告示日)＞ 

・羽生市告示第16号 

・県承認日：S60.2.12 

・排水区域：501ha(雨水501ha) 

(変更内容) 

・都市下水路を雨水幹線に変更 

＜昭和60年 5月 7日＞ 

・建設省玉都下公発第5号 

・事業期間：S50.12.23～S67.3.31 

 (変更内容) 

・都市下水路を雨水幹線に名称の変

更と、管渠のルート変更 

＜昭和60年 5月 14日＞ 

・埼玉県告示第721号 

・事業期間：S50.12.23～S67.3.31 

・事業認可区域：185ha(雨水185ha) 

(変更内容) 

・事業期間の延伸、事業地の変更(使

用、収用) 

＜昭和63年 11月 8日(告示日)＞ 

・羽生市告示第110号 

・県承認日：S62.12.20 

・排水区域：501ha(雨水501ha) 

(変更内容) 

・幹線のルート変更、廃止 

＜平成元年7月13日＞ 

・建設省玉都下公発第16号 

・事業期間：S50.12.23～H8.3.31 

・事業認可区域：327ha(雨水326ha) 

・計画処理人口：17,400人 

・計画処理水量：11,000m3/日 

・処理能力：11,000m3/日 

・処理系列：1系列 4池 

・処理方法：標準活性汚泥法 

＜平成元年7月21日＞ 

・埼玉県告示第940号 

・事業期間：S50.12.23～H8.3.31 

・事業認可区域：327ha(雨水326ha) 

(変更内容) 

・処理区域面積、処理人口、ポンプ場

等主要施設、事業期間の変更 

＜平成8年3月22日＞ 

・建設省玉都下公発第7号 

・事業期間：S50.12.23～H14.3.31 

・事業認可区域：390ha(雨水390ha) 

・計画処理人口：21,150人 

・計画処理水量：14,140m3/日 

・処理能力：16,600m3/日 

・処理系列：2系列 6池 

・処理方法：標準活性汚泥法 

＜平成8年4月2日＞ 

・埼玉県告示第590号 

・事業期間：S50.12.23～H14.3.31 

・事業認可区域：390ha(雨水390ha) 

(変更内容) 

・処理区域面積、処理人口、ポンプ場

等主要施設、事業期間の変更 

＜平成9年度＞ 

中川流総計画の見直しと市の総合振

興計画を背景にした下水道計画の総

合的見直し作業。 

・目標年次：平成27年 

・下水道区域：1,219.9ha 

・行政人口：70,000人 

・下水道人口：44,000人 

・計画処理水量：44,300m3/日 

・処理能力：44,300m3/日 

・処理系列：8系列 16池 

・処理方法：標準活性汚泥法 

＜平成11年 11月 8日(告示日)＞ 

・羽生市告示第107号 

・県承認日：H11.11.4 

・排水区域：805ha(雨水805ha) 

(変更内容) 

・区域の拡大 

＜平成12年 8月 25日＞ 

・指令下水第634号 

・事業期間：S50.12.23～H19.3.31 

・事業認可区域：599ha(雨水599ha) 

・計画処理人口：24,340人 

・計画処理水量：16,749m3/日 

・処理能力：22,200m3/日 

・処理系列：2系列 8池 

・処理方法：標準活性汚泥法 

＜平成12年 8月 25日＞ 

・埼玉県告示第1160号 

・事業期間：S50.12.23～H19.3.31 

・事業認可区域：599ha(雨水599ha) 

(変更内容) 

・処理区域面積、処理人口、処理場施

設、事業期間 

＜平成16年度＞ 

平成15年度に行った「羽生市生活排

水基本構想」及び「中川流総計画」の

変更に伴う見直し作業。 

・目標年次：平成27年 

・下水道区域：990.0ha 

・行政人口：59,200人 

・下水道人口：34,000人 

・計画処理水量：21,420m3/日 

・処理能力：21,500m3/日 

・処理系列：4系列 8池 

・処理方法：標準活性汚泥法+急速ろ過法 

＜平成18年 10月 9日＞ 

・指令下水第156号 

・事業期間：S50.12.23～H22.3.31 

・事業認可区域：599ha(雨水599ha) 

・計画処理人口：23,580人 

・計画処理水量：15,288m3/日 

・処理能力：15,900m3/日 

・処理系列：2系列 6池 

・処理方法：標準活性汚泥法 

＜平成18年 12月 1日＞ 

・埼玉県告示第2018号 

・事業期間：S50.12.23～H22.3.31 

・事業認可区域：599ha(雨水599ha) 

(変更内容) 

・期間の延伸 
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表1-8 羽生公共下水道の経緯(2/2) 

全体計画 都市計画決定 下水道法事業計画 都市計画法事業認可 

  ＜平成21年 10月 9日＞ 

・指令下水第502号 

・事業期間：S50.12.23～H24.3.31 

・事業認可区域：599ha(雨水599ha) 

・計画処理人口：23,580人 

・計画処理水量：15,288m3/日 

・処理能力：15,900m3/日 

・処理系列：3系列 6池 

・処理方法：標準活性汚泥法 

＜平成21年 10月 9日＞ 

・埼玉県告示第1354号 

・事業期間：S50.12.23～H24.3.31 

・事業認可区域：599ha(雨水599ha) 

(変更内容) 

・期間の延伸 

＜平成22年度＞ 

平成22年度に策定された「羽生市生

活排水処理基本構想」及び「中川流総

計画」の変更に伴う見直し作業。 

・目標年次：平成42年度 

・下水道区域：約805.1ha 

・行政人口：48,800人 

・下水道人口：22,900人 

・計画処理水量：16,135m3/日 

・処理能力：16,200m3/日 

・処理系列：3系列 6池 

・処理方法:ステップ流入式多段硝化

脱窒法(固定化担体投入型)+凝集

剤添加+急速ろ過法 

＜平成24年 3月 30日＞ 

・指令都市第501号 

・事業期間：S50.12.23～H28.3.31 

・事業認可区域：599ha(雨水599ha) 

・計画処理人口：23,580人 

・計画処理水量：15,288m3/日 

・処理能力：15,900m3/日 

・処理系列：3系列 6池 

・処理方法：標準活性汚泥法 

 

 

 

 

 

＜平成24年 3月 30日＞ 

・埼玉県告示第420号 

・事業期間：S50.12.23～H28.3.31 

・事業認可区域：599ha(雨水599ha) 

(変更内容) 

・期間の延伸 

＜平成26年度＞ 

工場排水量、処理場流入水質の見直

し。 

・目標年次：平成42年度 

・下水道区域：約805.1ha 

・行政人口：48,800人 

・下水道人口：22,900人 

・計画処理水量：16,315m3/日 

・処理能力：16,400m3/日 

・処理系列：3系列 6池 

・処理方法:ステップ流入式多段硝化

脱窒法(固定化担体投入型)+凝集

剤添加+急速ろ過法 

 

＜平成27年 3月 17日＞ 

・都計第629号 

・事業期間：S50.12.23～H32.3.31 

・事業計画区域：599ha(雨水599ha) 

・計画処理人口：18,370人 

・計画処理水量：12,177m3/日 

・処理能力：13,100m3/日 

・処理系列：3系列 6池 

・処理方法：標準活性汚泥法 

＜平成27年 3月 17日＞ 

・埼玉県告示第256号 

・事業期間：S50.12.23～H32.3.31 

・事業認可区域：599ha(雨水599ha) 

(変更内容) 

・期間の延伸 

＜平成30年 3月 27日＞ 

・都計第733号 

・事業期間：S50.12.23～H32.3.31 

・事業計画区域：599ha(雨水599ha) 

・行政人口：53,400人 

・計画処理人口：18,370人 

・計画処理水量：12,177m3/日 

・処理能力：12,200m3/日 

・処理系列：3系列 6池 

・処理方法：循環式硝化脱窒法 

※改正下水道法対応(点検の方法、頻度) 

＜令和2年3月18日＞ 

・下事第482号 

・事業期間：S50.12.23～R3.3.31 

・事業計画区域：599ha(雨水599ha) 

・行政人口：53,100人 

・計画処理人口：18,270人 

・計画処理水量：12,152m3/日 

・処理能力：12,200m3/日 

・処理系列：3系列 6池 

・処理方法：循環式硝化脱窒法 

※期間の延伸 

 

 

＜令和2年3月27日＞ 

・羽生市告示乙第63号 

・事業期間：S50.12.23～R3.3.31 

・事業認可区域：599ha(雨水599ha) 

(変更内容) 

・期間の延伸 

＜令和2年3月27日＞ 

・埼玉県告示第272号 

・排水区域：汚水約813ha 

雨水約813ha 

(変更内容) 

・産業団地(上岩瀬)の追加 

＜令和2年度＞ 

令和元年度に行った「羽生市生活排

水基本構想」の変更に伴う見直し作

業。 

・目標年次：令和12年度 

・下水道区域：汚水686.7ha 

       雨水813.4ha 

・行政人口：51,700人 

・下水道人口：23,700人 

・計画処理水量：15,454m3/日 

・処理能力：15,500m3/日 

・処理系列：3系列 6池 

・処理方法：ステップ流入式多段硝化

脱窒法+凝集剤添加+急速ろ過法 

＜令和3年2月26日＞ 

・羽生市告示乙第47号 

・排水区域：汚水約687ha 

雨水約813ha 

(変更内容) 

・排水区域の変更 

(1)羽生総合病院の追加 

(2)南羽生処理分区の削除 

(3)新郷処理分区の削除 

・その他の施設 

(1)新郷中継ポンプ場の削除 

＜令和3年3月23日＞ 

・下事務第557号 

・事業期間：S50.12.23～R7.3.31 

・事業計画区域：汚水649.8ha 

雨水644.5ha 

・行政人口：53,300人 

・計画処理人口：21,800人 

・計画処理水量：14,599m3/日 

・処理能力：14,600m3/日 

・処理系列：3系列 6池 

・処理方法：ステップ流入式多段硝化

脱窒法 

※羽生総合病院(汚水)、小松台工業

団地(汚水・雨水)、産業団地(汚水・

雨水)を追加 

＜令和3年3月31日＞ 

・羽生市告示乙第78号 

・事業期間：S50.12.23～R7.3.31 

・事業認可区域：汚水約650ha 

雨水約645ha 

(変更内容) 

・期間の延伸 

・区域の拡大 

※羽生総合病院(汚水)、小松台工業

団地(汚水・雨水)、産業団地(汚水・

雨水)を追加 

※羽生市水質浄化センター：昭和61年4月1日供用開始、羽生中継ポンプ場：平成3月4月1日供用開始 
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第2章 予定処理区域及びその周辺の地域の地形及び土地利用の状況 

 

2-1. 地形及び土地利用の状況  

(1)位置・地形等 

本市は関東地方のほぼ中央、埼玉県の北東部に位置し、都心から 60km、さいたま市(浦和区)から

40kmの距離にある。東と南は加須市、西は行田市、北は利根川を隔てて群馬県に接している。主な交

通機関は、東武伊勢崎線、秩父鉄道、東北自動車道羽生インターチェンジ、国道 122 号、125 号があ

る。市の中心部は、商工業の市街地となっており、衣料の町として発展し、周囲は農業地帯で肥沃な

田園に恵まれている。 

市内で最も標高が高い地域は、北西隅の昭和橋付近の利根川沿いで TP+28.2ｍ、最も低い地域は三

田ヶ谷、手子林の加須市境でTP+15.0ｍとなっており、その差は13.2ｍである。市街地はやや西に位

置し、標高はTP+14～15ｍとなっている。 

 

 

図2-1 羽生市の位置 

 

(2)土地利用の状況 

下表に地目別土地面積の推移を示す。 

 

表2-1 地目別土地面積(単位:ha) 

年次 総数 田 畑 宅地 山林 原野 池沼 雑種地 その他

平成30年 5,864.0 1,620.0 1,077.3 1,222.7 20.3 7.1 0.5 200.6 1,715.5

平成31年 5,864.0 1,606.7 1,066.3 1,232.3 19.6 7.1 0.5 209.6 1,721.9

令和2年 5,864.0 1,594.2 1,056.1 1,241.9 18.6 7.1 0.7 216.5 1,728.9

令和3年 5,864.0 1,582.7 1,049.2 1,250.7 18.1 7.1 0.7 224.8 1,730.7

令和4年 5,864.0 1,566.6 1,046.9 1,269.9 18.2 7.1 0.7 225.2 1,729.4  
※固定資産課税台帳に登録された地積である。 

※「雑種地」とは、宅地、山林、原野、池沼以外の土地で、「その他」とは、河川や道路、非課税地等をいう。 

(出典:統計はにゅう令和4年版 各年1月1日現在) 
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(3)都市計画 

本市では市域全域を都市計画区域とし、このうち約813haを市街化区域に指定している。 

 

表 2-2 羽生都市計画の概要 

区域区分 用途地域 面積(ha) 備考

市街化区域 第1種低層住居専用地域     81.5 (岩瀬)48.2ha

第1種中高層住居専用地域     91.2 (南羽生)47.2ha

第2種低層住居専用地域        -

第2種中高層住居専用地域     74.0 (岩瀬)28.7ha

第1種住居地域    236.9

第2種住居地域     27.8

準住居地域     13.7

近隣商業地域     40.1 (岩瀬)11.2ha

商業地域     29.7

準工業地域     77.6

工業地域      8.3 (上岩瀬)8.3ha

工業専用地域 126.6 (小松台)37.2ha、(大沼)89.4ha

無指定 6.0

計 813

市街化調整区域 5,042

5,855計(都市計画区域)  
・都市計画区域 平成16年4月24日 埼玉県告示第872号 

・区域区分   令和2年3月27日 埼玉県告示第272号 

・用途地域   令和2年3月27日 羽生市告示乙第58号 

 

 
図2-2 羽生都市計画図 
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(4)土地区画整理事業 

現在、市内で実施している区画整理事業には岩瀬土地区画整理組合が実施している岩瀬土地区画整

理事業がある。当該事業は、東武伊勢崎線羽生駅より西方約1.0kmに位置し、東端は羽生駅西口周辺

既成市街地、南端は主要地方道羽生栗橋線、西端は国道122号、北端は秩父鉄道に接する面積約113.2ha

の地区である。 

直近の区画整理事業計画(第 5 回変更)においては、事業地内の計画人口を 10,000 人から 5,400 人

に減じている。 

 

 
図 2-3 岩瀬土地区画整理事業の位置 

 

 

2-2. 下水の排除方式及びその決定の理由 

下水の排除方式には、汚水と雨水を同一の管渠で排除する「合流式」と、別の管渠で排除する「分

流式」がある。本処理区においては事業着手当初から分流式を採用しており、今後も引き続き分流式

により下水道整備を進める。 
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2-3. 予定処理区域及びその決定の理由  

(1)予定処理区域(汚水) 

全体計画区域は令和元年度に策定した「生排構想」の方針を踏まえ、一部区域(羽生第3処理分区、

羽生第5処理分区)を削除する。 

予定処理区域を下表に示す。 

 

表2-3 予定処理区域(汚水) 

全体-事業 事業/全体

市街化区域 調整区域 合計 市街化区域 調整区域 合計 (ha) (%)

羽生第1 281.0    -        281.0    281.0    -        281.0    -        100.0    

羽生第2 116.7    5.3      122.0    116.7    5.3      122.0    -        100.0    

羽生第3 18.9     -        18.9     18.9     -        18.9     -        100.0    

羽生第4 71.2     -        71.2     71.2     -        71.2     -        100.0    

羽生第5 67.3     -        67.3     67.3     -        67.3     -        100.0    

羽生第6 11.7     -        11.7     11.7     -        11.7     -        100.0    

羽生第7 43.0     -        43.0     43.0     -        43.0     -        100.0    

羽生第8 34.7     -        34.7     34.7     -        34.7     -        100.0    

合計 644.5    5.3      649.8    644.5    5.3      649.8    -        100.0    

全体計画(ha) 事業計画(ha)
処理分区

 
 

表2-4 予定処理区域新旧対照表(全体計画 令和31年度) 

市街化区域 調整区域 合計 市街化区域 調整区域 合計 市街化区域 調整区域 合計

羽生第1 281.0    -        281.0    -        -        -        281.0    -        281.0    

羽生第2 116.7    5.3      122.0    -        -        -        116.7    5.3      122.0    

羽生第3 36.9     -        36.9     -18.0 -        -18.0 18.9     -        18.9     

羽生第4 71.2     -        71.2     -        -        -        71.2     -        71.2     

羽生第5 86.2     -        86.2     -18.9 -        -18.9 67.3     -        67.3     

羽生第6 11.7     -        11.7     -        -        -        11.7     -        11.7     

羽生第7 43.0     -        43.0     -        -        -        43.0     -        43.0     

羽生第8 34.7     -        34.7     -        -        -        34.7     -        34.7     

合計 681.4    5.3      686.7    -36.9 -        -36.9 644.5    5.3      649.8    

既計画(ha) 増減(ha) 今回計画(ha)
処理分区

 
 

(2)予定排水区域(雨水) 

予定排水区域を下表に示す。 

 

表2-5 予定排水区域(雨水) 

地区名 排水区 区域外 合計 放流先

市街化区域 調整区域 計 流入区域 市街化区域 調整区域 計

羽生 城沼    222.6        -    222.6     89.6    312.2    203.9        -    203.9 中川

宮田    156.1        -    156.1     71.1    227.2    155.9        -    155.9 中川

藤井     30.2        -     30.2    171.1    201.3     12.2        -     12.2 中川

大沼     34.0        -     34.0    262.3    296.3     34.0        -     34.0 中川

岩瀬    219.8        -    219.8    498.9    718.7    219.8        -    219.8 中川

瀬山      4.1        -      4.1     22.2     26.3      4.1        -      4.1 葛西用水路

東谷     14.6        -     14.6        -     14.6     14.6        -     14.6 中川

小計    681.4        -    681.4  1,115.2  1,796.6    644.5        -    644.5

新郷 並木      9.2        -      9.2      7.7     16.9        -        -        - 土腐落排水路

新郷     17.1        -     17.1        -     17.1        -        -        - 会の川

天神窪     41.7        -     41.7     37.0     78.7        -        -        - 会の川

小計     68.0        -     68.0     44.7    112.7        -        -        -

南羽生 手子林     21.9        -     21.9      8.4     30.3        -        -        - 手子堀用水路

神戸     42.1        -     42.1     97.9    140.0        -        -        - 午の堀排水路

小計     64.0        -     64.0    106.3    170.3        -        -        -

   813.4        -    813.4  1,266.2  2,079.6    644.5        -    644.5

下水道計画区域 下水道計画区域

全体計画(ha) 事業計画(ha)

合計  
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2-4. 管渠施設、処理施設及びポンプ場の位置の決定の理由 

(1)汚水管渠 

汚水幹線は、地形、地下埋設物、鉄道横断、および終末処理場の位置等を考慮するとともに、人口

集中地区から効率的に整備可能なルートを選定した。 

 

(2)雨水管渠 

雨水幹線は、排水区域内の雨水を支障なく放流地点に排除できるように配慮するものであり、原則

として在来の水路敷を利用し、地形に沿って排水系統を計画した。 

 

(3)ポンプ場 

幹線管渠の埋設深を回復させるため、羽生市大字中岩瀬に汚水中継ポンプ場を設置する。 
 
(4)処理場 

終末処理場の位置の決定に当たっては、次の事項を勘案して大沼二丁目地内(大沼工業団地内)に決

定した。 

 

① 処理区域に近く、施設設置のための用地面積が確保できること 

② 地質が良好で、地下水位が低い位置にあること 

③ 洪水等により処理場の機能に支障をきたさない場所にあること 

④ 放流先が近くにあること 

⑤ 処理水の放流先水域の水質環境に及ぼす影響が最小であること 

⑥ 用地取得の見通しがあること 

⑦ 周辺環境との調和が確保できる位置であること 

⑧ システム全体としての合理性があること 

 

2-6



第3章 計画下水量及びその算出の根拠 

 

3-1. 人口及び人口密度並びにこれらの推定の根拠 

3-1-1.行政人口 

(1)行政人口の実績 

本市の行政人口は微減傾向にあり、令和4年度末時点で53,917人となっている。 

 

表3-1 行政人口の実績 

行政人口 世帯数 世帯人員

西暦 和暦 (人) (世帯) (人/世帯)

2013 H25 56,041 21,692 2.58

2014 H26 55,838 21,940 2.55

2015 H27 55,589 22,235 2.50

2016 H28 55,350 22,490 2.46

2017 H29 55,087 22,772 2.42

2018 H30 54,958 23,107 2.38

2019 R1 54,584 23,413 2.33

2020 R2 54,222 23,635 2.29

2021 R3 53,985 23,802 2.27

2022 R4 53,917 24,215 2.23

年度

 
(出典:住民基本台帳 各年度末値） 
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図3-1 行政人口の推移 
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(2)将来行政人口の設定 

本計画では、国立社会保障人口問題研究所（以下「社人研」という。）の人口推計値や、上位計画・

関連計画等の計画値を勘案し将来行政人口を設定する。 

 

①社人研による将来行政人口 

社人研では、コーホート要因法を用いて各市町村の将来行政人口を推計しており、推計結果を平成

30 年 3 月に公表している。当該推計は、平成 27 年度の国勢調査人口をベースにしている。羽生市の

推計結果を下表に示す。 

 

表3-2 社人研による将来行政人口(単位:人) 

西暦 和暦

2015 H27 54,874 実績値

2020 R2 53,085 推計値

2025 R7 50,995 〃

2030 R12 48,680 〃

2035 R17 46,153 〃

2040 R22 43,407 〃

2045 R27 40,593 〃

年度
羽生市 備考

 
(出典:日本の地域別将来推計人口(平成30年(2018年)推計)) 

 

②上位計画・関連計画の将来行政人口 

＜中川流域別下水道整備総合計画 令和5年 9月＞ 

「中川流総計画」では、令和31年度における羽生市の行政人口を39,000人としている。 

 

表3-3 中川流総計画における将来行政人口(単位:人) 

西暦 和暦

2019 R1 53,870 実績値

2024 R6 51,300 推計値

2029 R11 49,100 〃

2034 R16 46,700 〃

2039 R21 44,200 〃

2044 R26 41,500 〃

2049 R31 39,000 〃

年度
羽生市 備考

 
(出典:中川流域別下水道整備総合計画(R5.9)) 

 

＜羽生市生活排水処理基本構想 令和元年度＞ 

「生排構想」では、目標年度である令和7年度の行政人口を51,000人としている。 

 

表3-4 生排構想における将来行政人口(単位:人) 

西暦 和暦

2017 H29 55,087 実績値

2025 R7 51,000 推計値

年度
羽生市 備考

 
(出典:羽生市生活排水処理基本構想(R1)) 
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＜第6次羽生市総合振興計画(令和5年 3月)＞ 

第 6 次羽生市総合振興計画(以下「振興計画」という。)では、平成 28 年 2 月に策定された羽生市

人口ビジョンに基づき、将来目指すべき行政人口を下表の通り設定している。なお、当該計画では、

岩瀬土地区画整理事業地内の計画人口は10,000人としている。 

 

表3-5 羽生市が目指すべき人口(単位:人) 

西暦 和暦

2010 H22 56,203 実績値

2015 H27 54,804 推計値

2020 R2 54,621 〃

2025 R7 54,512 〃

2030 R12 54,494 〃

2035 R17 53,200 〃

2040 R22 51,695 〃

2045 R27 50,096 〃

2050 R32 48,524 〃

2055 R37 47,000 〃

2060 R42 45,594 〃

年度
羽生市 備考

 
(出典:第6次羽生市総合振興計画 p.27) 

 

③将来行政人口のまとめ 

本計画では上位計画である「中川流総計画」との整合を図り、全体計画(令和 31 年度)及び事業計

画(令和11年度)の将来行政人口をそれぞれ39,000人、49,100人とする。 

 

表3-6 将来行政人口(単位:人) 

令和31年度 令和11年度

(全体計画) (事業計画)

将来行政人口 49,10039,000

区分
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表3-7 行政人口の推計比較(単位:人) 

西暦 和暦 実績値 社人研推計 中川流総計画 生排構想 振興計画 採用値

2013 H25 56,041

2014 H26 55,838

2015 H27 55,589 54,874 54,804

2016 H28 55,350

2017 H29 55,087 55,087

2018 H30 54,958

2019 R1 54,584 53,870

2020 R2 54,222 53,085 54,621

2021 R3 53,985

2022 R4 53,917

2023 R5

2024 R6 51,300

2025 R7 50,995 51,000 54,512

2026 R8

2027 R9

2028 R10

2029 R11 49,100 49,100

2030 R12 48,680 54,494

2031 R13

2032 R14

2033 R15

2034 R16 46,700

2035 R17 46,153 53,200

2036 R18

2037 R19

2038 R20

2039 R21 44,200

2040 R22 43,407 51,695

2041 R23

2042 R24

2043 R25

2044 R26 41,500

2045 R27 40,593 50,096

2046 R28

2047 R29

2048 R30

2049 R31 39,000 39,000

2050 R32 48,524

年度 上位計画・関連計画

 
※( )内は推計値の内挿値を示す。 
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図3-2 行政人口の推計比較 
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3-1-2.下水道計画人口 

(1)下水道計画区域内人口 

本計画では上位計画である「中川流総計画」との整合を図り、全体計画(令和 31 年度)及び事業計

画(令和11年度)の下水道計画区域内人口をそれぞれ15,900人、20,200人とする。 

 

表3-8 下水道計画区域内人口の設定(単位:人) 
全体計画 事業計画

(令和31年度) (令和11年度)

下水道計画区域内 15,900 20,200

下水道計画区域外 23,100 28,900

合計(行政人口) 39,000 49,100

区分

 
 

(2)下水道計画区域内人口 

処理分区別人口は、前項で求めた下水道計画区域内人口に処理分区別家屋戸数カウント結果の構成

比を乗じて求める。 

 

表3-9 処理分区別人口の設定(単位:人) 

現況 構成比 全体計画 事業計画

(令和4年度) (%) (令和31年度) (令和11年度)

羽生第1 5,816           58.5            9,310           11,820          

羽生第2 658             6.6             1,050           1,330           

羽生第3 335             3.4             540             690             

羽生第4 1,585           16.0            2,540           3,230           

羽生第5 1,543           15.5            2,460           3,130           

羽生第6 -             -             -             -             

羽生第7 -             -             -             -             

羽生第8 -             -             -             -             

合計 9,937           100.0           15,900          20,200          

処理分区

 
 

(3)下水道計画人口のまとめ 

下水道計画人口を下表にまとめる。 

 

表3-10 下水道計画人口のまとめ(単位:人) 

全体計画 事業計画

(令和31年度) (令和11年度)

羽生第1 9,310 11,820

羽生第2 1,050 1,330

羽生第3 540 690

羽生第4 2,540 3,230

羽生第5 2,460 3,130

羽生第6 -             -             

羽生第7 -             -             

羽生第8 -             -             

合計 15,900 20,200

処理分区
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3-2. 一人一日当たりの汚水の量及びその推定の根拠 

一人一日当たりの汚水量(家庭汚水量原単位)は、上水道の生活用水量と業務営業用水量を基に設定

する。給水量と汚水原単位の一般的な関係を下図に示す。 

上水道給水量の分類

その他

(官公署用等)

有

収

水

量
営業汚水量原単位工場用水

汚水量原単位の分類

生活用水 生活汚水量原単位 家庭汚水量原単位

業務営業用水

(事務所用等)

 

図3-3 上水道給水量と汚水量原単位の一般的な関係 

 

 

3-2-1.生活汚水量原単位 

生活汚水量原単位は、上水道の一人一日平均使用水量実績を基に設定する。 

上水道給水実績を下表に示す。 

 

表3-11 上水道給水実績 
2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

給水人口(人) 56,013 55,817 55,577 55,338 55,075 54,946 54,572 54,210 53,973 53,905

有収水量 生活用 14,843 14,470 14,512 14,505 14,612 14,686 14,464 14,799 15,201 14,576

(m3/日) 業務営業用 2,001 1,984 1,924 1,953 1,923 1,764 1,673 1,409 1,441 1,408

工場用 2,719 2,527 2,403 2,301 2,177 2,272 2,366 2,396 2,406 2,330

その他 601 552 562 556 524 544 486 436 446 469

合計 20,164 19,533 19,401 19,315 19,236 19,266 18,989 19,040 19,494 18,783

項目

 
(出典：羽生市資料) 
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(1)上水道の一人一日平均使用水量実績 

本市における上水道給水実績を基に算定した一人一日平均使用水量を以下に示す。 

以下に示すように、過去10年間(平成25年度～令和4年度)の一人一日平均使用水量は、259～282L/

人/日(平均267L/人/日)を推移している。 

 

表3-12 一人一日平均使用水量の実績値 
2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

給水人口 人 56,013 55,817 55,577 55,338 55,075 54,946 54,572 54,210 53,973 53,905

生活用水量 m3/日 14,843 14,470 14,512 14,505 14,612 14,686 14,464 14,799 15,201 14,576

一人一日平均使用水量 L/人/日 265 259 261 262 265 267 265 273 282 270

項目 単位

 
(出典：羽生市資料) 
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図3-4 一人一日平均使用水量の推移 

 

(2)生活汚水量原単位 

生活汚水量原単位は、上位計画である「中川流総計画」との整合を図り、240L/人/日とする。 

 

表3-13 生活汚水量原単位(日平均) 

全体計画 事業計画

(令和31年度) (令和11年度)

生活汚水量原単位

(L/人/日)

区分

240 240
 

 

 

生活汚水量原単位採用値 240L/人/日 
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3-2-2.営業汚水量原単位 

(1)営業用水率の実績 

本市における上水道給水実績を基に算定した営業用水率を以下に示す。 

以下に示すように、過去 10 年間(平成 25 年度～令和 4 年度)の営業用水率は、12.4～17.5%(平均

15.5%)を推移している。 

 

表3-14 営業用水率実績 
2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

生活用水量 a m3/日 14,843 14,470 14,512 14,505 14,612 14,686 14,464 14,799 15,201 14,576

業務営業用水量 b m
3
/日 2,001 1,984 1,924 1,953 1,923 1,764 1,673 1,409 1,441 1,408

その他用水 c m
3
/日 601 552 562 556 524 544 486 436 446 469

計 d=b+c m3/日 2,602 2,536 2,486 2,509 2,447 2,308 2,159 1,845 1,887 1,877

営業用水率 d/a % 17.5 17.5 17.1 17.3 16.7 15.7 14.9 12.5 12.4 12.9

項目 単位

 
(出典：羽生市資料) 
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図3-5 営業用水率の推移 

 

(2)営業用水率の設定 

以下の理由により、本計画の営業用水率は13.8%とする。 

 

  上位計画である「中川流総計画」の営業用水率は13.8%である。 

  過去10年間(平成25年度～令和4年度)の営業用水率の実績値は減少傾向にあり、直近5年間

(平成30年度～令和4年度)における営業用水率の実績値は12.4～15.7%(平均 13.7%)である。 

 

(3)営業汚水量原単位の設定 

営業汚水量原単位は、生活汚水量原単位に営業用水率を乗じて、下表の通り設定する。 

 

表3-15 営業汚水量原単位(日平均) 
全体計画 事業計画

(令和31年度) (令和11年度)

生活汚水量原単位

(L/人/日)

営業汚水量原単位

(L/人/日)

区分 備考

35 35 営業用水率13.8%

240 240

 
 

 

営業用水率採用値 13.8% 
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3-2-3.時間変動比 

(1)負荷率(日最大/日平均値)の実績値 

処理場流入水量実績(羽生市水質浄化センター汚水流入水量実績)に基づく負荷率を以下に示す。過

年度の負荷率は1.18～1.44(平均 1.30)を推移している。 

 

表3-16 負荷率実績 
2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

日最大発生日 - 2/17 10/8 9/12 8/25 10/31 9/23 6/12 10/12 12/10 9/26

日平均汚水量 m3/日 6,974 6,717 6,732 6,554 6,672 6,756 6,966 6,837 6,899 7,033

日最大汚水量 m3/日 10,066 8,362 8,575 8,942 8,860 8,394 8,978 8,556 8,156 10,052

負荷率(最大/平均) - 1.44 1.24 1.27 1.36 1.33 1.24 1.29 1.25 1.18 1.43

単位項目

 
※汚水量実績は晴天日の値を示す。(降雨を観測した日、およびその翌日を除く日を晴天日とする) 

(出典：羽生市水質浄化センター水処理運転月報 汚水流入水量) 
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図3-6 負荷率(日最大/日平均)の実績 

 

(2)負荷率の設定 

以下の理由により、本計画の負荷率(日最大/日平均)は 1.3とする。 

 

  上位計画である「中川流総計画」の負荷率は1.3である。 

  過去 10 年間(平成 25 年度～令和 4 年度)における負荷率の実績値は 1.18～1.75(平均 1.33)で

ある。 

  「下水道施設計画・設計指針と解説 2019年版 前編」では、負荷率の標準値として「日平均：

日最大=0.7～0.8：1.0(=1.0：1.25～1.43)」が示されている。 

 

 

負荷率採用値 1.3 
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(3)時間係数(時間最大値/日最大値)の実績値 

令和 4 年度の処理場汚水送水量実績(上位 10 位)に基づく時間係数を以下に示す。令和 4 年度の時

間係数は1.14～1.49(平均1.40)となっている。 

 

表3-17 時間係数の実績値(令和4年度) 
時刻 4月7日 4月8日 5月29日 7月19日 9月26日 9月27日 9月28日 10月20日 10月21日 3月28日

1:00 487 485 473 390 554 493 411 383 372 443

2:00 362 382 373 390 505 379 385 383 375 441

3:00 356 378 369 384 384 374 379 378 379 437

4:00 226 369 329 236 383 269 273 260 239 432

5:00 263 236 246 229 286 269 240 195 223 365

6:00 200 188 198 207 265 235 181 179 163 185

7:00 244 264 236 257 275 236 228 203 187 277

8:00 272 365 252 382 392 294 383 359 266 309

9:00 386 382 374 390 488 461 388 387 393 416

10:00 455 538 379 396 510 466 395 431 395 426

11:00 544 542 455 397 565 466 475 550 535 427

12:00 396 382 546 398 556 529 453 416 433 426

13:00 376 372 383 395 407 383 393 380 379 423

14:00 371 368 386 326 513 383 356 376 379 413

15:00 281 364 381 403 562 385 364 234 379 339

16:00 381 357 376 395 562 384 379 343 376 319

17:00 367 351 372 387 545 380 366 337 373 372

18:00 256 272 369 383 375 378 291 354 365 350

19:00 377 358 364 379 374 373 381 357 365 341

20:00 374 353 367 383 460 380 378 367 367 419

21:00 376 358 369 389 549 472 386 488 373 426

22:00 425 364 443 455 547 543 437 540 508 431

23:00 540 446 533 553 548 538 556 534 537 436

24:00 540 524 513 533 543 539 547 447 491 439

合計(m3/日) 8,855 8,998 9,086 9,037 11,148 9,609 9,025 8,881 8,852 9,292

最大(m3/時) 544 542 546 553 565 543 556 550 537 443

平均(m3/時) 369 375 379 377 465 400 376 370 369 387

時間係数 1.47 1.45 1.44 1.47 1.22 1.36 1.48 1.49 1.46 1.14
 

※下水道汚水量実績は、晴天日の値を示す 

※降雨を観測した日、およびその翌日を除く日を晴天日とする 

(出典：羽生市水質浄化センター処理施設運転管理日報 汚水送水量) 
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図3-7 時間係数の実績(令和4年度 処理場汚水送水量上位10位) 

 

時間係数採用値 1.5 
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(4)時間係数の設定 

以下の理由により、本計画における時間係数は1.5とする。 

 

  上位計画である「中川流総計画」の時間係数は1.5である。 

  令和4年度における時間係数の実績値は1.14～1.49(平均 1.40)である。 

  「下水道施設計画・設計指針と解説 2019年版 前編」では、時間係数の標準値として「中規

模以上の都市においては日最大：時間最大=1.0：1.3～1.8」が示されている。 

 

(5)時間変動比のまとめ 

本計画における時間変動比は以下の通り設定する。 

 

日平均：日最大 = 1.0:1.3 

日最大：時間最大 = 1.0:1.5 

(日平均：日最大：時間最大＝0.77：1.0：1.5) 

 

 

3-2-4.家庭汚水量原単位 

家庭汚水量原単位は以下の通り設定する。 

 

表3-18 家庭汚水量原単位 

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

(0.77) (1.00) (1.50) (0.77) (1.00) (1.50)

家庭汚水 生活汚水 240 315 470 240 315 470

(L/人/日) 営業汚水 35 45 70 35 45 70

計 275 360 540 275 360 540

事業計画(令和11年度)

項目

全体計画(令和31年度)
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3-2-5.地下水量原単位 

地下水量については、「下水道施設計画・設計指針と解説 2019年版」に「既整備区域については、

例えば処理場への晴天時の流入水量から有収水量を引いた値から推定することができる。こうした推

定が難しい区域については、生活汚水量と営業汚水量の和に対する日最大汚水量の 10～20%を見込む

ものとする」と示されている。本計画では、処理場流入水量実績を用いた算定結果を基に、地下水量

原単位を設定する。 

 

(1)処理場放流水量実績を用いた地下水率の算定 

羽生市水質浄化センターの晴天日放流水量実績と有収水量実績を用い、平成 25 年度～令和 4 年度

の地下水率を算定する。晴天日放流水量実績と有収水量を基に算定した地下水率は13.6～19.2%(平均

15.5%)となる。 

表3-19 地下水率の算定 
2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

A m3/日 6,974 6,717 6,732 6,554 6,672 6,756 6,966 6,837 6,899 7,033

B m3/日 5,769 5,669 5,707 5,698 5,709 5,881 5,867 5,894 5,980 6,068

C=A-B m3/日 1,205 1,048 1,025 856 963 875 1,099 943 919 965

D 人 17,417 17,401 17,570 17,648 17,785 17,966 17,874 17,838 17,992 17,958

E=C/D L/人/日 69 60 58 49 54 49 61 53 51 54

F L/人/日 360 360 360 360 360 360 360 360 360 360

E/F % 19.2 16.7 16.1 13.6 15.0 13.6 16.9 14.7 14.2 15.0

項目 単位

晴天日日平均汚水量

下水道有収水量

地下水量

水洗化人口

地下水量原単位

家庭汚水量原単位(日最大)

地下水率  
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図3-8 下水道有収水量、地下水量、地下水率の実績値 

 

(2)地下水率の設定 

以下の理由により、本計画における地下水率は15%とする。 

 

  上位計画である「中川流総計画」の地下水率は15%である。 

  平成25年度～令和4年度における地下水率の実績値は13.6～19.2%(平均 15.5%)である。 

  「下水道施設計画・設計指針と解説 2019年版 前編」では、地下水率の標準値として「生活

汚水量と営業汚水量の和に対する日最大汚水量の10～20%」が示されている。 

 

(3)地下水量原単位 

地下水量原単位は、家庭汚水量原単位(日最大)に地下水率 15%を乗じて算定する。なお、地下水量

の時間的変動はないものと考え、日平均：日最大：時間最大＝1.0：1.0：1.0とする。 

地下水量原単位を下表に示す。 

表3-20 地下水量原単位 

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

家庭汚水量原単位(L/人/日) 275 360 540 275 360 540

地下水量原単位(L/人/日) 55 55 55 55 55 55

項目
全体計画(令和31年度) 事業計画(令和11年度)

 

地下水率採用値 15% 
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3-3. 家庭下水、工場排水、地下水等の量及びこれらの推定の根拠 

計画汚水量は、家庭汚水量、地下水量、工場排水量に分類し、それぞれ算出する。 

 

 

3-3-1.家庭汚水量 

下水道計画区域内における家庭汚水量は、家庭汚水量原単位に下水道計画人口を乗じて算定する。 

 

表 3-21 家庭汚水量(単位:m3/日) 

計画人口 日平均 日最大 時間最大 計画人口 日平均 日最大 時間最大

(人) (275L/人/日) (360L/人/日) (540L/人/日) (人) (275L/人/日) (360L/人/日) (540L/人/日)

羽生第1 9,310        2,550        3,350        5,030        11,820       3,250        4,250        6,390        

羽生第2 1,050        290          380          570          1,330        370          480          720          

羽生第3 540          150          190          290          690          190          250          370          

羽生第4 2,540        700          910          1,370        3,230        890          1,160        1,740        

羽生第5 2,460        680          890          1,330        3,130        860          1,130        1,690        

羽生第6 -          -          -          -          -          -          -          -          

羽生第7 -          -          -          -          -          -          -          -          

羽生第8 -          -          -          -          -          -          -          -          

合計 15,900       4,370        5,720        8,590        20,200       5,560        7,270        10,910       

処理分区

全体計画(令和31年度) 事業計画(令和11年度)

 
 

 

3-3-2.地下水量 

下水道計画区域内における地下水量は、地下水量原単位に下水道計画人口を乗じて算定する。 

 

表3-22 地下水量(単位:m3/日) 

計画人口 日平均 日最大 時間最大 計画人口 日平均 日最大 時間最大

(人) (55L/人/日) (55L/人/日) (55L/人/日) (人) (55L/人/日) (55L/人/日) (55L/人/日)

羽生第1 9,310        500          500          500          11,820       650          650          650          

羽生第2 1,050        60           60           60           1,330        70           70           70           

羽生第3 540          30           30           30           690          40           40           40           

羽生第4 2,540        140          140          140          3,230        180          180          180          

羽生第5 2,460        140          140          140          3,130        170          170          170          

羽生第6 -          -          -          -          -          -          -          -          

羽生第7 -          -          -          -          -          -          -          -          

羽生第8 -          -          -          -          -          -          -          -          

合計 15,900       870          870          870          20,200       1,110        1,110        1,110        

処理分区

全体計画(令和31年度) 事業計画(令和11年度)
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3-3-3.工場排水量 

上位計画である「中川流総計画」では、産業中分類別製造品出荷額×排水量原単位で工場排水量を

設定している。本計画では「中川流総計画」との整合を図り、工場排水量を4,790m3/日(日平均)とす

る。 

本計画策定時点(令和5年度時点)で公共下水道に接続済の工場については、下水道使用水量実績を

基に工場排水量を設定する。また、未接続の工場については、上水道使用水量実績を基に工場排水量

を算定する。 

 

(1)公共下水道に接続済の工場 

下水道大口利用者(下水道使用水量上位 100 位)のうち、全体計画区域内に立地する工場を抽出し、

各工場の下水道使用水量実績(平成25年度～令和4年度)を基に工場排水量を設定する。全体計画区域

内には大口工場が3箇所(工場A、工場B、工場C)あり、過年度の下水道使用水量は下表の通りである。 

工場 A、工場 B、工場 C の下水道使用水量実績は概ね一定の値を推移していることから、平均値を

基に将来の工場排水量をそれぞれ10m3/日、60m3/日、100m3/日とする。(工場Cの H29値は特異値と考

え平均値から除外する。) 

 

表3-23 下水道大口利用者の下水道使用水量実績(単位:m3/日) 

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

A 西2丁目22-35 羽生第1 4     9     10    12    11    8     11    14    16    21    

B 東5丁目4-71 羽生第5 58    83    78    74    68    70    65    51    52    49    

C 大沼1丁目1 羽生第8 93    110   105   101   134   97    97    91    112   109   

155   202   193   187   213   175   173   156   180   179   

所在地 処理分区

合計  
※表中の値は年間下水道使用量を年間操業日数で除した値を示す。 

※年間操業日数は「個人企業経済調査(構造編) 経済産業省」を参照した。 
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図3-9 下水道使用水量の実績値と工場排水量採用値 

 

 

工場A(羽生第1処理分)の排水量採用値10m3/日 

工場C(羽生第8処理分区)の排水量採用値100m3/日 

工場B(羽生第5処理分区)の排水量採用値60m3/日 
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(2)公共下水道に未接続の工場 

下水道計画区域内のうち、本計画策定時点(令和5年度時点)において公共下水道に未接続の工場の

排水量を算定する。 

 

①産業団地 

上岩瀬地区(羽生第 1 処理分区)に立地が予定されている産業団地(8.3ha)からの排水を工場排水量

とする。令和5年度現在、当該団地に立地予定である事業所は、日平均汚水量が1,500m3/日と見積も

られており、本計画ではこれに準じる。 

 

表3-24 公共下水道に未接続の工場の排水量(産業団地) 

計画汚水量

(m
3
/日)

上岩瀬産業団地 羽生第1 1,500

処理分区区分

 
 

②工業団地 

工業団地の工場排水量は、本処理区の工場排水量から接続済の工場及び産業団地の工場排水量を除

いたものとする。 

また、処理分区別工場排水量については上水道使用水量の構成比を基に按分する。 

 

表3-25 公共下水道に未接続の工場の排水量(工業団地) 

R4上水道使用水量 構成比 工場排水量

(m3/年) (%) (m3/日)

小松台工業団地 羽生第2 69,689 30.0 940

大沼工業団地 羽生第6 43,398 18.7 580

羽生第7 114,798 49.5 1,540

羽生第8 4,183 1.8 60

合計 232,068 100.0 3,120

区分 処理分区

 
※工業団地の工場排水量＝本処理区の工場排水量－接続済工場の排水量－産業団地の排水量 

＝4,790m3/日－170m3/日－1,500m3/日 

＝3,120m3/日 

 

(3)処理分区別工場排水量の算定 

処理分区別工場排水量を下表にまとめる。時間変動比は、「下水道施設計画・設計指針と解説 2019

年版」を参考に日平均：日最大：時間最大=1.0:1.0:2.0とする。 

 

表3-26 処理分区別工場排水量(全体計画、事業計画)(単位:m3/日) 

処理分区

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

羽生第1 10      10      20      1,500   1,500   3,000   1,510   1,510   3,020   

羽生第2 -       -       -       940     940     1,880   940     940     1,880   

羽生第3 -       -       -       -       -       -       -       -       -       

羽生第4 -       -       -       -       -       -       -       -       -       

羽生第5 60      60      120     -       -       -       60      60      120     

羽生第6 -       -       -       580     580     1,160   580     580     1,160   

羽生第7 -       -       -       1,540   1,540   3,080   1,540   1,540   3,080   

羽生第8 100     100     200     60      60      120     160     160     320     

合計 170     170     340     4,620   4,620   9,240   4,790   4,790   9,580   

下水道接続済の工場 下水道未接続の工場 合計
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3-3-4.計画汚水量の総括 

前項までで算定した汚水量を下表にまとめる。また、処理分区別計画汚水量を次ページに示す。 

 

表3-27 計画汚水量の総括(単位:m3/日) 

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

家庭汚水量 4,370 5,720 8,590 5,560 7,270 10,910

地下水量 870 870 870 1,110 1,110 1,110

工場排水量 4,790 4,790 9,580 4,790 4,790 9,580

合計 10,030 11,380 19,040 11,460 13,170 21,600

項目
全体計画(令和31年度) 事業計画(令和11年度)
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3-4. 降雨量(降雨強度公式を含む)及びその決定の理由 

(1)雨水流出量算定公式 

雨水流出量の算定方法は合理式を用いる。合理式は、計画地点までの雨水流達時間に相当する降雨

継続時間の強度の雨が排水区に一様に降るとする考え方で、遅滞現象が起こらないことを前提に、最

大となる流出量を算定する方法である。 

 

Ｑ＝(1/360)×Ｃ×Ｉ×Ａ 

    Ｑ：最大計画雨水流出量（ｍ3/秒） 

    Ｃ：流出係数 

    Ｉ：流達時間内の平均降雨強度（mm/時）（＝4,620/(ｔ+21)） 

    Ａ：排水面積（ha） 

    ｔ：流達時間（分）(＝Ｌ/(60×Ｖ)+Ｔ) 

    Ｌ：管路総延長（m） 

    Ｖ：管内流速（ｍ/秒） 

    Ｔ：流入時間（分） 

 

(2)降雨強度公式 

本市の雨水排除計画においては、これまで下記に示す熊谷地区の5年確率降雨強度公式を用いて施

設規模を決定している。 

 

 ＜採用降雨強度公式＞ 

 Ｉ5＝4,620／（ｔ＋21）・・・計画降雨（時間最大57mm相当） 

  ここに、 Ｉ：降雨強度（mm/時） 

   ｔ：流達時間（分） 

 

埼玉県の「下水道事業の手引き」(埼玉県住宅都市部下水道課)による地区別の標準公式をみると、

羽生市は栗橋地区(Ｃブロック)に属している。本市採用式(熊谷地区の5年確率)と比較すると、概ね

栗橋地区の7年～10年確率の範囲にある。 

近年、7年や10年といった確率年を採用する自治体も増加してきているが、いたずらに降雨強度公

式や確率年を変化させることは、既設管きょへの影響が大きく、大幅な事業費増加を招きかねない。

このため、本計画では既存の施設計画の関連性を重視し、従来どおり熊谷地区の5 年確率降雨強度公

式を計画降雨として採用する。 

 

表3-30 降雨強度の比較(降雨強度:mm/hr) 

降雨継続時間 熊谷5年(採用) 

4,620/(t+21) 

栗橋7年 

4,210/(t+18) 

栗橋10年 

4,570/(t+18) 

10分 149.0 150.4 163.2 

20分 112.7 110.8 120.3 

40分  75.7  72.6  78.8 

60分  57.0  54.0  58.6 

80分  45.7  43.0  46.6 

100分  38.2  35.7  38.7 

120分  32.8  30.5  33.1 
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図3-10降雨強度の比較 

 

3-5. 流出係数及びその決定の理由 

(1)総括流出係数 

雨水流出係数は排水区内において、浸透・蒸発・遅延等の効果を含めて降雨量と最大流出量との比

で表す係数であり、雨水流出量を算定する上で重要な項目である。用途地域及び排水区別の総括流出

係数は次式により求められる。 

 

  ＜総括流出係数算定式＞ 

Σ Ｃｉ × Ａｉ ／ Σ Ａｉ＝Ｃ

ｍ

i＝1

ｍ

i＝1  

ここに、 

   Ｃ ：総括流出係数 

   Ａｉ ：i工種の総面積（ha） 

   Ｃｉ ：i工種の基礎流出係数 

   ｍ ：工種の数 

 

(2)工種別基礎流出係数 

工種別基礎流出係数は、「下水道施設計画・設計指針と解説 前編 2019 年版」に示されている値

を基に下表の通り設定する。 

 

表3-31 工種別基礎流出係数の設定 

工種 設計指針値 
採用値 

(岩瀬排水区以外) 

採用値 

(岩瀬排水区) 

屋根 0.85～0.95 0.90 0.90 

道路 0.80～0.90 0.80 0.85 

間地 0.10～0.30 0.25 0.20 

間地(水田) - - 0.20 
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(3)排水区別流出係数 

以下に排水区別流出係数を示す。なお、流入区域の流出係数は、既計画と同様に0.25とする。 

 

＜排水区別流出係数算出方法＞ 

1) 排水区域内の用途地域別に代表的な地区をサンプルとして抽出し、各工種別に面積を算定する。 

2) 各工種別面積と基礎流出係数より、加重平均にて用途地域別の総括流出係数を求める。 

3) 排水区内の各用途地域別面積と用途地域別の流出係数より、加重平均にて排水区の総括流出係

数を算出する。 

 

表3-32 排水区別流出係数 
平均 採用

住居系 近商 商業 準工業 工専 公園 流出係数 流出係数

0.50 0.55 0.65 0.50 0.50 0.20 ②/①

宮田 101.5 14.4 12.3 30.1 0.0 0.0 158.3 50.75 7.92 8.00 15.05 0.00 0.00 81.72 0.516 0.50

東谷 11.3 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 14.6 5.65 1.82 0.00 0.00 0.00 0.00 7.47 0.512 0.50

城沼 160.4 6.8 17.4 30.5 0.0 6.0 221.1 80.20 3.74 11.31 15.25 0.00 1.20 111.70 0.505 0.50

藤井 29.5 0.0 0.0 2.5 0.0 0.0 32.0 14.75 0.00 0.00 1.25 0.00 0.00 16.00 0.500 0.50

大沼 0.0 0.0 0.0 0.0 34.0 0.0 34.0 0.00 0.00 0.00 0.00 17.00 0.00 17.00 0.500 0.50

岩瀬 116.3 0.0 0.0 8.4 92.6 0.0 217.3 58.15 0.00 0.00 4.20 46.30 0.00 108.65 0.500 0.50

瀬山 4.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.1 2.05 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.05 0.500 0.50

並木 5.6 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0 9.2 2.80 0.00 0.00 1.80 0.00 0.00 4.60 0.500 0.50

新郷 15.5 0.0 0.0 1.6 0.0 0.0 17.1 7.75 0.00 0.00 0.80 0.00 0.00 8.55 0.500 0.50

天神窪 32.5 0.0 0.0 9.2 0.0 0.0 41.7 16.25 0.00 0.00 4.60 0.00 0.00 20.85 0.500 0.50

手小林 21.1 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 21.9 10.55 0.44 0.00 0.00 0.00 0.00 10.99 0.502 0.50

神戸 38.5 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 42.1 19.25 1.98 0.00 0.00 0.00 0.00 21.23 0.504 0.50

合計 536.3 28.9 29.7 85.9 126.6 6.0 813.4

公園
排水区

面積(ha) 面積×用途地域別流出係数

住居系 近商 商業 合計① 合計②準工業 工専

 
 

 

(4)流入時間 

流入時間は、宅地等から排水施設へ流入する時間で、地覆状態、地表勾配、宅地の広さ、私設排水

路の整備状況等、多くの要素が関連している。『設計指針』では下表の標準値を与えており、本市の場

合、平均的な値を採用すれば十分と判断できることから、下水道計画区域内の流入時間は既計画と同

様に8分とする。 

 

表 3-33 流入時間の標準値 

我が国で一般に用いられている値 アメリカの土木学会 

人口密度が大きい地区  5分 幹 線 5分 全舗装及び下水道完備の密集地区   5分 

人口密度が小さい地区 10分 枝 線 7～10分 比較的勾配の小さい発展地区 10～15分 

平均                  7分 － 平地の住宅地区       20～30分 

(出典：下水道施設計画・設計指針と解説 前編 2019年版) 

 

表 3-34 流入区域内の流達時間 

項 目 値 備 考 

流入時間(T) T＝10分 人口密度が小さい地区で想定（流入区域は集落が点在している） 

流下時間(t) t＝L/(60×V)＋T 平均流速をV＝1.0m/秒で想定※ 

流下距離(L) 図上で実測 最遠点の排水路で設定する 

※側溝で0.5～1.0m/秒、小口径管で0.6～1.0m/秒が目安である(安全側を考慮して1.0m/秒） 

(出典：道路土工 排水溝指針) 
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3-6. 主要な管渠の流量計算 

3-6-1.基本事項 

表 3-35 基本事項(汚水) 

項目 内容 

計画汚水量 計画汚水量は、各路線の逓加面積に1ha当たり汚水量(全体計画時)を乗じて求める。 

流速公式 マニング式 

V＝(1/n)･R2/3･I1/2 

V：流速(m/秒) 

n：粗度係数(鉄筋コンクリート管0.013、硬質塩化ビニル管0.010) 

R：径深(m)(=A/P) 

I：勾配 

A：流水の断面積(m2) 

P：流水の潤辺長(m) 

最小管径 自然流下管 φ200 

圧送管   φ75 

流速・勾配 流速は下流に行くにしたがい漸増させ、勾配は下流に行くにしたがい小さくする。 

流速の範囲 0.60m/s～3.00m/s 

管渠の余裕率 φ700未満   計画下水量の100％ 

φ700以上φ1500以下 計画下水量の50％以上100％以下 

管渠の有効水深 円形管：満管 

 

表3-36 基本事項(雨水) 

項目 内容 

流速公式 マニング式 

V＝(1/n)･R2/3･I1/2 

V：流速(m/秒) 

n：粗度係数(鉄筋コンクリート管0.013、硬質塩化ビニル管0.010) 

R：径深(m)(=A/P) 

I：勾配 

A：流水の断面積(m2) 

P：流水の潤辺長(m) 

最小管径 φ250 

流速・勾配 流速は下流に行くにしたがい漸増させ、勾配は下流に行くにしたがい小さくする。 

流速の範囲 0.80m/s～3.00m/s 

管渠の余裕率 なし 

管渠の有効水深 円形管：満管 

暗 渠：9割水深 

開 渠：9割水深 

 

表3-37 雨水流出量の算定(雨水) 

項目 内容 

雨水流出算定公式 合理式 

Q=(1/360)×C×I×A 

Q：最大計画雨水流出量(ｍ3/秒) 

C：流出係数 

I：流達時間内の平均降雨強度(mm/時) 

A：排水面積(ha) 

降雨強度式 4,620/(ｔ+21) 

t：流達時間(分) 

流入時間 計画区域 8分 

流入区域 10分 

流下時間 計画区域 管路延長÷管内流速 

流入区域 最遠点までの距離÷平均流速(1.0m/秒) 

流出係数 計画区域 0.50 

流入区域 0.25 

産業団地からの流入 本計画で事業計画区域に追加した産業団地(8.3ha)については、「地域整備事業可能性調査

その 2 業務委託 報告書 平成 31年 3月 埼玉県企業局」に基づき 0.017m3/秒の流入を

見込む。 
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.
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3
4
.
7
0

3
2
0

0
.
0
0
0
1
0
6
7
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1
,
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0
0

4
5
.
5
0

4
,
8
8
0

6
0
4
.
3
0

1
6
,
7
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0

合
計

処
理

分
区

備
考

 
※
羽
生
第

1
処
理
分
区
 
産
業
団
地
の
汚
水
を
点
投
入
さ
せ
る
。
(A
=8
.3
0h
a、

Q=
3,
00
0m

3 /
日
=0
.0
35
m3
/秒

) 

※
羽
生
第

2
処
理
分
区
 
小
松
台
工
業
団
地
の
汚
水
を
点
投
入
さ
せ
る
。
(A
=3
7.
20
ha
、
Q=
1,
88
0m

3 /
日
=0
.0
22
m3
/秒

) 
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3-6-2.主要な管渠の流量計算表 

主要な管渠の流量計算表を次ページ以降に示す。 
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表
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令
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6
年

度
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生
　

市
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(
1
)
基

本
事

項

項
目

計
画

汚
水

量
計

画
汚

水
量

は
、

各
路

線
の

逓
加

面
積

に
1
h
a
当

た
り

汚
水

量
(
全

体
計

画
時
)
を

乗
じ

て
求

め
る
。

流
速

公
式

(
汚

水
・

雨
水
)

マ
ニ

ン
グ

式

V
＝

(
1
/
n
)
･R

2
/
3
･
I
1
/
2

　
V
：

流
速

(
m
/
秒

)

　
n
：

粗
度

係
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(
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
管
0
.
0
1
3、

硬
質

塩
化

ビ
ニ

ル
管
0
.
0
1
0)

　
R
：

径
深

(
m
)
(
=
A
/
P)

　
I
：

勾
配

　
A
：

流
水

の
断

面
積
(
m
2
)

　
P
：

流
水

の
潤

辺
長
(
m
)

最
小

管
径

自
然

流
下

管
　

φ
2
0
0

圧
送

管
　

　
　

φ
7
5

流
速

・
勾

配
流

速
は

下
流

に
行

く
に

し
た

が
い

漸
増

さ
せ

、
勾

配
は

下
流

に
行

く
に

し
た

が
い

小
さ

く
す

る
。

流
速

の
範

囲
　
0
.
6
0
m
/
s～

3
.
0
0
m
/s

管
渠

の
余

裕
率

φ
7
0
0
未

満
 
 
計

画
下

水
量

の
1
0
0
％

φ
7
0
0
以

上
φ

1
5
0
0
以

下
 
計

画
下

水
量

の
5
0
％

以
上

1
0
0
％

以
下

管
渠

の
有

効
水
深

円
形

管
：

満
管

(
2
)
1
h
a当

た
り

汚
水
量

※
羽

生
第

1
処

理
分

区
産

業
団

地
か
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の

汚
水

を
点

投
入

さ
せ
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。
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A
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8
.
3
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h
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Q
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,
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0m
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日

=
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.
0
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区
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台

工
業
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.
2
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2
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日

=
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.
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)
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積
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画
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量
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積
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投
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水
量
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定

対
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積
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定
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水

量
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量

a
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a
)

b
(
m
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日
)

c
(
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a
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d
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/
日
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=
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3-7. ポンプ場の容量計算 

羽生中継ポンプ場の容量計算書を次ページ以降に示す。 

 

表3-40 汚水中継ポンプ場 

ポンプ施設の名称 処理区の名称 ポンプ施設の位置 

羽生中継ポンプ場 羽生処理区 羽生市大字中岩瀬21-3 
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羽生中継ポンプ場容量計算書
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1.基本条件

施設の名称 羽生中継ポンプ場

位　置 羽生市大字中岩瀬21-3

排除方式 分流式

計画汚水量

羽生第1処理分区

羽生第1処理分区(点投入)

羽生第2処理分区

羽生第2処理分区(点投入)

2.ポンプ設備

(1)ポンプ台数・口径

ポンプ形式 水中汚水ポンプ

ポンプ台数 3 台(内予備1台)

1台当たり揚水量 q = 時間最大汚水量÷ポンプ台数

= / ( 3 - 1 )

= ⇒ m
3
/分/台

ポンプ吸込み口適正流速 ～ m/秒

ポンプ口径 D = 146×(q/適正流速)
0.5

= ～ ⇒

(2)ポンプ揚程

ポンプ井水位 m

圧送管最高管頂高 m

実揚程 ha = 吐出先最高管頂高-ポンプ井水位

= -

= m

ポンプ回りの損失水頭 hp = m

全揚程 H = ha + hp

= +

= m ⇒ m

(3)電動機出力

電動機出力 P = 0.163・Q・H・(1+α)/η ※α:余裕　η：ポンプ効率

= × × ( 1 + ) /

= ⇒ kW

(4)ポンプ仕様 × m
3
/分 × m × kW × 3 台(内予備1台)

計画汚水量

(m
3
/秒/ha) m

3
/日 m

3
/時 m

3
/分 m

3
/秒

-

- 3,000 125.0 2.08 0.035

1,880

2,4450.0002356 101.9

78.3

7,955 331.5

1.70

1.31

5.52

0.028

0.022

項    目 全体計画

13.664

11.0

11.0

37.20

120.11

流入面積

(ha)

ha当り水量

250.41

8.30

処理分区

合計

φ150 2.80 10.0

1.5 3.0

5.52

0.15 0.60

0.092

8.8

0.163 2.80 10.0

141 199 φ150

7.164

7.164

2.76 2.80

2.00

9.164

6.50

2.00

+6.500

+13.664

10.00

84.80 0.0000860 630 26.3 0.44 0.007
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1.基本条件

施設の名称

位　置

排除方式

計画汚水量

2.ポンプ設備

(1)ポンプ台数・口径

ポンプ形式

ポンプ台数

1台当たり揚水量

ポンプ吸込み口適正流速

ポンプ口径

(2)ポンプ揚程

ポンプ井水位

圧送管最高管頂高

実揚程

ポンプ回りの損失水頭

全揚程

(3)電動機出力

電動機出力

(4)ポンプ仕様

項    目

羽生中継ポンプ場

羽生市大字中岩瀬21-3

分流式

羽生第1処理分区

羽生第1処理分区(点投入)

羽生第2処理分区

羽生第2処理分区(点投入)

水中汚水ポンプ

3 台(内予備1台)

q = 時間最大汚水量÷ポンプ台数

= / ( 3 - 1 )

= ⇒ m
3
/分/台 (全体計画と同様) 

～ m/秒

D = 146×(q/適正流速)
0.5

= ～ ⇒

m

m

ha = 吐出先最高管頂高-ポンプ井水位

= -

= m

hp = m

H = ha + hp

= +

= m ⇒ m

P = 0.163・Q・H・(1+α)/η ※α:余裕　η：ポンプ効率

= × × ( 1 + ) /

= ⇒ kW

× m
3
/分 × m × kW × 1 台

× m
3
/分 × m × kW × 2 台(内予備1台)(既設)

※既設2台を活用し、新設1台については将来を見据えて全体計画と同様とする。

8,779 365.8 6.10 0.102

37.20 - 1,880 78.3 1.31 0.022

3,109 129.5 2.16 0.036

8.30 - 3,000 125.0 2.08 0.035

処理分区
流入面積 ha当り水量 計画汚水量

(ha) (m
3
/秒/ha) m

3
/日 m

3
/時 m

3
/分 m

3
/秒

φ150

15.0φ200 3.99 10.0

2.80

0.163

6.10

3.05 2.80

120.11 0.0002996

合計 250.41

事業計画

0.60

8.8 11.0

φ150 10.0 11.0

2.00

7.164 2.00

9.164 10.00

0.152.80 10.0

3.0

199

+6.500

+13.664

13.664 6.50

7.164

1.5

141

32.9 0.55 0.00984.80 0.0001078 790
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第4章 公共下水道からの放流水及び処理施設において処理すべき下水の予定水質並びにその推定の根拠 

 

4-1.一般家庭下水の予定水質、汚濁負荷量及びその推定の根拠 

4-1-1.家庭汚水の汚濁負荷量原単位 

家庭汚水の汚濁負荷量原単位は、上位計画である「中川流総計画」で設定された値を採用する。 

 

表4-1 家庭汚水の汚濁負荷量原単位 

 
 

 

4-1-2.家庭汚水の汚濁負荷量及び予定水質 

家庭汚水の汚濁負荷量は、計画人口に汚濁負荷量原単位を乗じて算出する。また、予定水質は、汚

濁負荷量を家庭汚水量(日平均)で除して求める。 

 

表4-2 家庭汚水の汚濁負荷量及び予定水質 

 
 

 

4-2.工場排水の取り扱い方針及び受け入れ工場排水の予定水質及び汚濁負荷量並びにその推定の根拠 

4-2-1.工場排水の流入水質 

流総指針に記載されている細分類別発生水質、細分類別排水量原単位及び工業統計(令和元年度)の

細分類別工業出荷額(埼玉県全県値)を用いて産業中分類別発生水質を算定する。 

また、下水道施設で受け入れる産業中分類別の水質は、下水道法に基づく除外施設設置基準の適用

により、BOD600㎎/L、COD600㎎/L、SS600㎎/L、T-N240㎎/L、T-P32㎎/Lを上限とする。 

 

産業中分類別発生水質 ＝ Σ(細分類別発生水質×細分類別工業出荷額) 

÷Σ(細分類別排水量原単位×細分類別工業出荷額) 

産業中分類別受入水質 ＝ 産業中分類別発生水質(除外施設設置基準を上限とする) 

 

生活汚水(a) 営業汚水(b) 家庭汚水(a+b)

BOD 58.0 8.0 66.0

COD 28.0 3.9 31.9

SS 44.0 6.1 50.1

T-N 13.0 1.8 14.8

T-P 1.4 0.2 1.6

項目
汚濁負荷量原単位(g/人/日)

計画人口 日平均汚水量 負荷量原単位 汚濁負荷量 予定水質

(人) (m
3
/日) (g/人/日) (kg/日) (mg/L)

全体計画 15,900 4,373 BOD 66 1,049 240

(令和31年度) COD 32 507 116

SS 50 797 182

T-N 15 235 54

T-P 1.6 25.4 5.8

事業計画 20,200 5,555 BOD 66 1,333 240

(令和11年度) COD 32 644 116

SS 50 1,012 182

T-N 15 299 54

T-P 1.6 32.3 5.8

水質項目
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表4-3 工場排水の発生水質 

 
 

表4-4 工場排水の流入水質 

 
※下線は除外施設設置基準の適用を示す。 

 

BOD COD SS T-N T-P

9 食料品 1,185 702 473 72 17.3

10 飲料・たばこ・飼料 715 523 268 31 7.8

11 繊維工業 322 5,282 281 44 4.9

12 木材・木製品 190 229 181 13 2.3

13 家具・装備品 154 147 149 5 1,293.5

14 パルプ・紙・紙加工品 352 352 610 12 2.0

15 印刷・同関連業 178 221 208 15 2.0

16 化学工業 930 741 353 723 38.9

17 石油製品・石炭製品 8 9 47 3 0.3

18 プラスチック製品 246 164 466 11 14.2

19 ゴム製品 95 163 59 10 17.2

20 なめし革・同製品・毛皮 1,348 1,109 1,122 60 7.2

21 窯業・土石製品 95 110 4,855 12 3.5

22 鉄鋼業 68 120 268 43 3.5

23 非鉄金属 90 279 160 279 28.8

24 金属製品 168 121 204 67 53.9

25 はん用機械器具 113 185 435 38 19.3

26 生産用機械器具 149 300 373 72 15.7

27 業務用機械器具 189 65 232 27 4.7

28 電子部品・デバイス・電子回路 189 158 118 44 32.3

29 電気機械器具 231 119 193 61 14.8

30 情報通信機械器具 154 107 84 8 3.8

31 輸送用機械器具 153 133 152 20 16.2

32 その他 646 737 404 118 108.0

産業中分類
発生水質(mg/L)

BOD COD SS T-N T-P

9 食料品 600 600 473 72 17.3

10 飲料・たばこ・飼料 600 523 268 31 7.8

11 繊維工業 322 600 281 44 4.9

12 木材・木製品 190 229 181 13 2.3

13 家具・装備品 154 147 149 5 32.0

14 パルプ・紙・紙加工品 352 352 600 12 2.0

15 印刷・同関連業 178 221 208 15 2.0

16 化学工業 600 600 353 240 32.0

17 石油製品・石炭製品 8 9 47 3 0.3

18 プラスチック製品 246 164 466 11 14.2

19 ゴム製品 95 163 59 10 17.2

20 なめし革・同製品・毛皮 600 600 600 60 7.2

21 窯業・土石製品 95 110 600 12 3.5

22 鉄鋼業 68 120 268 43 3.5

23 非鉄金属 90 279 160 240 28.8

24 金属製品 168 121 204 67 32.0

25 はん用機械器具 113 185 435 38 19.3

26 生産用機械器具 149 300 373 72 15.7

27 業務用機械器具 189 65 232 27 4.7

28 電子部品・デバイス・電子回路 189 158 118 44 32.0

29 電気機械器具 231 119 193 61 14.8

30 情報通信機械器具 154 107 84 8 3.8

31 輸送用機械器具 153 133 152 20 16.2

32 その他 600 600 404 118 32.0

産業中分類
下水道への流入水質(mg/L)
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4-2-2.工場排水の汚濁負荷量及び予定水質 

(1)公共下水道に接続済の工場 

本計画策定時点(令和5年度)において、公共下水道に接続済の工場の汚濁負荷量を下表に示す。汚

濁負荷量は、下水道への流入水質に計画日平均汚水量を乗じて求める。 

 

表4-5 公共下水道に接続済の工場の汚濁負荷量 

 
 

(2)公共下水道に未接続の工場 

計画策定時点(令和5年度)において、公共下水道に未接続の工場の汚濁負荷量を以下に示す。汚濁

負荷量は、下水道への流入水質に計画日平均汚水量を乗じて求める。なお、各工場の汚水量は、第 3

章で求めた工場排水量を上水道給水実績の比率で按分して求める。 

 

表4-6 公共下水道に未接続の工場の汚濁負荷量(産業団地) 

 

工場 処理分区 所在地 産業 汚水量

中分類 (m3/日) BOD COD SS T-N T-P BOD COD SS T-N T-P

A 羽生第1 西2丁目22-35 16 10 600 600 353 240 32.0 6 6 4 2 0.3

B 羽生第5 東5丁目4-71 31 60 153 133 152 20 16.2 9 8 9 1 1.0

C 羽生第8 大沼1丁目1 26 100 149 300 373 72 15.7 15 30 37 7 1.6

合計 170 30 44 50 10 2.9

下水道への流入水質(mg/L) 汚濁負荷量(kg/日)

日平均汚水量 汚濁負荷量 予定水質

(m3/日) (kg/日) (mg/L)

1,500 BOD 900 600

COD 900 600

SS 710 473

T-N 108 72

T-P 26.0 17.3

水質項目
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表4-7 公共下水道に未接続の工場の汚濁負荷量(工業団地) 

 
※給水量は令和4年度実績値を示す。 

※事業所、公園の流入水質は、家庭汚水の予定水質と同等とした。 

処理分区 所在地 産業 給水量 汚水量

中分類 (m
3
/日) (m

3
/日) BOD COD SS T-N T-P BOD COD SS T-N T-P

羽生第2 小松台2丁目705-34,35 22 1,501 20 68 120 268 43 3.5 1 2 5 1 0.1

小松台2丁目705-33 22 1,288 17 68 120 268 43 3.5 1 2 5 1 0.1

小松台2丁目705-32 23 366 5 90 279 160 240 28.8 1 1 1 1 0.1

小松台2丁目705-31 24 237 3 168 121 204 67 32.0 1 1 1 1 0.1

小松台2丁目705-30 26 385 5 149 300 373 72 15.7 1 2 2 1 0.1

小松台2丁目705-28 32 240 3 600 600 404 118 32.0 2 2 1 1 0.1

小松台2丁目705-25 9 636 9 600 600 473 72 17.3 5 5 4 1 0.1

小松台2丁目705-24 事務所 3,945 53 240 116 182 54 5.8 13 6 10 3 0.1

小松台2丁目705-23 事務所 5,159 70 240 116 182 54 5.8 17 8 13 4 0.1

小松台2丁目705-22 16 389 5 600 600 353 240 32.0 3 3 2 1 0.1

小松台2丁目705-20 16 1,024 14 600 600 353 240 32.0 8 8 5 3 0.1

小松台2丁目705-19 事務所 121 2 240 116 182 54 5.8 1 1 1 1 0.1

小松台2丁目705-18 19 1,691 23 95 163 59 10 17.2 2 4 1 1 0.1

小松台2丁目705-17 19 22 1 95 163 59 10 17.2 1 1 1 1 0.1

小松台2丁目705-16 事務所 1,041 14 240 116 182 54 5.8 3 2 3 1 0.1

小松台2丁目481-1 公園 1,387 19 240 116 182 54 5.8 5 2 3 1 0.1

小松台1丁目603-38 事務所 706 10 240 116 182 54 5.8 2 1 2 1 0.1

小松台1丁目603-37 24 57 1 168 121 204 67 32.0 1 1 1 1 0.1

小松台1丁目603-36 16 12,008 161 600 600 353 240 32.0 97 97 57 39 5.0

小松台1丁目603-35 16 952 13 600 600 353 240 32.0 8 8 5 3 0.1

小松台1丁目603-34 19 10,894 146 95 163 59 10 17.2 14 24 9 1 3.0

小松台1丁目603-33 15 4,092 55 178 221 208 15 2.0 10 12 11 1 0.1

小松台1丁目603-32 22 1,515 20 68 120 268 43 3.5 1 2 5 1 0.1

小松台1丁目603-31 32 128 2 600 600 404 118 32.0 1 1 1 1 0.1

小松台1丁目603-30 16 3,536 48 600 600 353 240 32.0 29 29 17 12 2.0

小松台1丁目603-29 16 4,509 61 600 600 353 240 32.0 37 37 22 15 2.0

小松台1丁目603-28 16 3,706 50 600 600 353 240 32.0 30 30 18 12 2.0

小松台1丁目523-1 公園 67 1 240 116 182 54 5.8 1 1 1 1 0.1

小松台1丁目516-10 26 6,892 93 149 300 373 72 15.7 14 28 35 7 1.0

小松台1丁目603-39 公園 1,195 16 240 116 182 54 5.8 4 2 3 1 0.1

小計 69,689 940 314 323 245 119 17.4

羽生第6 大沼2丁目55 31 5,864 78 153 133 152 20 16.2 12 10 12 2 1.0

大沼2丁目54 16 36,050 480 600 600 353 240 32.0 288 288 169 115 15.0

大沼2丁目8-1 15 283 4 178 221 208 15 2.0 1 1 1 1 0.1

大沼2丁目1-1 31 469 6 153 133 152 20 16.2 1 1 1 1 0.1

大沼1丁目16 事務所 54 1 240 116 182 54 5.8 1 1 1 1 0.1

大沼1丁目14 14 257 3 352 352 600 12 2.0 1 1 2 1 0.1

大沼1丁目11 18 40 1 246 164 466 11 14.2 1 1 1 1 0.1

大沼1丁目10 14 293 4 352 352 600 12 2.0 1 1 2 1 0.1

大沼1丁目6 事務所 14 1 240 116 182 54 5.8 1 1 1 1 0.1

大沼1丁目4 26 60 1 149 300 373 72 15.7 1 1 1 1 0.1

大沼1丁目3-5 事務所 14 1 240 116 182 54 5.8 1 1 1 1 0.1

小計 43,398 580 309 307 192 126 16.9

羽生第7 大沼2丁目75 事務所 123 2 240 116 182 54 5.8 1 1 1 1 0.1

大沼2丁目73 28 2,533 34 189 158 118 44 32.0 6 5 4 1 1.0

大沼2丁目72 23 522 7 90 279 160 240 28.8 1 2 1 2 0.1

大沼2丁目71 31 290 4 153 133 152 20 16.2 1 1 1 1 0.1

大沼2丁目70 21 243 3 95 110 600 12 3.5 1 1 2 1 0.1

大沼2丁目69 15 3,990 54 178 221 208 15 2.0 10 12 11 1 0.1

大沼2丁目68 24 59 1 168 121 204 67 32.0 1 1 1 1 0.1

大沼2丁目53 25 1,943 26 113 185 435 38 19.3 3 5 11 1 1.0

大沼2丁目52-1 事務所 268 4 240 116 182 54 5.8 1 1 1 1 0.1

大沼2丁目52-1 事務所 179 2 240 116 182 54 5.8 1 1 1 1 0.1

大沼2丁目51 15 1,032 14 178 221 208 15 2.0 2 3 3 1 0.1

大沼2丁目50 16 2,378 32 600 600 353 240 32.0 19 19 11 8 1.0

大沼2丁目49 事務所 252 3 240 116 182 54 5.8 1 1 1 1 0.1

大沼2丁目48 31 6,716 90 153 133 152 20 16.2 14 12 14 2 1.0

大沼2丁目46-1,47 28 64,753 867 189 158 118 44 32.0 164 137 102 38 28.0

大沼2丁目45 16 1,101 15 600 600 353 240 32.0 9 9 5 4 0.1

大沼2丁目37 31 71 1 153 133 152 20 16.2 1 1 1 1 0.1

大沼2丁目36 16 265 4 600 600 353 240 32.0 2 2 1 1 0.1

大沼2丁目35-1 16 67 1 600 600 353 240 32.0 1 1 1 1 0.1

大沼2丁目32 16 589 8 600 600 353 240 32.0 5 5 3 2 0.1

大沼2丁目30-2 26 525 7 149 300 373 72 15.7 1 2 3 1 0.1

大沼2丁目30 26 1,637 22 149 300 373 72 15.7 3 7 8 2 0.1

大沼2丁目23 24 21,200 284 168 121 204 67 32.0 48 34 58 19 9.0

大沼2丁目19 16 583 8 600 600 353 240 32.0 5 5 3 2 0.1

大沼2丁目18 26 1,678 23 149 300 373 72 15.7 3 7 9 2 0.1

大沼2丁目16 24 1,657 22 168 121 204 67 32.0 4 3 4 1 1.0

大沼2丁目12 16 96 1 600 600 353 240 32.0 1 1 1 1 0.1

大沼2丁目11 事務所 48 1 240 116 182 54 5.8 1 1 1 1 0.1

小計 114,798 1,540 310 280 263 99 44.1

羽生第8 大沼2丁目77 9 251 4 600 600 473 72 17.3 2 2 2 1 0.1

大沼2丁目61 31 116 2 153 133 152 20 16.2 1 1 1 1 0.1

大沼2丁目60 18 2,155 30 246 164 466 11 14.2 7 5 14 1 0.1

大沼2丁目58 事務所 11 1 240 116 182 54 5.8 1 1 1 1 0.1

大沼2丁目57-2 22 37 1 68 120 268 43 3.5 1 1 1 1 0.1

大沼2丁目57-1 26 1,613 22 149 300 373 72 15.7 3 7 8 2 0.1

小計 4,183 60 15 17 27 7 0.6

232,068 3,120 948 927 727 351 79.0合計

下水道への流入水質(mg/L) 汚濁負荷量(kg/日)
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(3)工場排水の汚濁負荷量及び予定水質 

工場排水の汚濁負荷量を下表にまとめる。 

 

表4-8 工場排水の汚濁負荷量、予定水質のまとめ 

 
※公共下水道への接続状況は、令和5年度時点の状況を示す。 

 

 

4-3.全流入下水の予定水質及び汚濁負荷量 

全流入下水の予定水質及び汚濁負荷量を下表に示す。 

 

表4-9 全流入下水の汚濁負荷量及び予定水質 

 
※計画汚水量は日平均値を示す。 

 

 

4-4.除害施設の設置基準及びその決定の理由 

下水道施設の損傷を防ぎ、処理機能を十分に発揮するため、下水道法第12条及び下水道法施行令第

9条の規定に基づき除害施設設置基準を設け、公共下水道への受入水質の上限を下表の通りとする。 

 

表4-10 公共下水道への受入水質の上限(mg/L) 

BOD SS T-N T-P 

600 600 240 32 

 

 

4-5.処理の対象外とする工場と対象外とする理由  

本計画区域内の工場は、除害施設設置基準の遵守により全量を処理対象とする。 

 

日平均汚水量 予定水質

(m
3
/日) 下水に接続済 下水に未接続 合計 (mg/L)

全体計画 4,790 BOD 30 1,848 1,878 392

(令和31年度) COD 44 1,827 1,871 391

SS 50 1,437 1,487 310

T-N 10 459 469 98

T-P 2.9 105.0 107.9 22.5

事業計画 4,790 BOD 30 1,848 1,878 392

(令和11年度) COD 44 1,827 1,871 391

SS 50 1,437 1,487 310

T-N 10 459 469 98

T-P 2.9 105.0 107.9 22.5

汚濁負荷量(kg/日)
水質項目

計画汚水量 水質項目 予定水質

(m
3
/日) 家庭汚水 工場排水 合計 (mg/L)

全体計画 10,030 BOD 1,049 1,878 2,927 292

(令和31年度) COD 507 1,871 2,378 237

SS 797 1,487 2,284 228

T-N 235 469 704 70

T-P 25.4 107.9 133.3 13.3

事業計画 11,460 BOD 1,333 1,878 3,211 280

(令和11年度) COD 644 1,871 2,515 219

SS 1,012 1,487 2,499 218

T-N 299 469 768 67

T-P 32.3 107.9 140.2 12.2

汚濁負荷量(kg/日)
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4-6.計画放流水質及びその算定根拠 

(1)計画放流水質の概要 

計画放流水質は、下水道法等において以下の通り規定されている。 

 

表 4-11 下水道法における計画放流水質の規定 

下水道法 下水道法施行令 下水道法施行規則 

(放流水の水質の基準) 

第八条 公共下水道から河川その

他の公共の水域又は海域に放流さ

れる水の水質は、政令で定める技

術上の基準に適合するものでなけ

ればならない。 

(処理施設の構造の技術上の基準) 

第五条の五 

2 「計画放流水質」とは、放流水が適合す

べき生物化学的酸素要求量、窒素含有量又

は燐含有量に係る水質であって、下水の放

流先の河川その他の公共の水域又は海域

の状況等を考慮して、国土交通省令で定め

るところにより、公共下水道管理者又は流

域下水道管理者が定めるものをいう。 

(計画放流水質) 

第四条の二 令五条の五項第二項

に規定する計画放流水質は、次に

定めるところにより、公共下水道

管理者又は流域下水道管理者が定

めるものとする。 

一 放流水の水量及び下水の放流

先の河川その他の公共の水域又は

海域の水量又は水質を勘案し、放

流が許容される生物化学的酸素要

求量、窒素含有量又は燐含有量を

科学的な方法を用いて算出した数

値を計画放流水質として定めるこ

と。(ただし、BOD、T-N、T-P の上

限はそれぞれ、15mg/L、20mg/L、

3mg/Lとする) 

二 当該地域に関し流域別下水道

整備総合計画が定められている場

合においては、これと整合性のと

れたものであること。 

(放流水の水質の技術上の基準) 

第六条 法第八条に規定する政令で定め

る公共下水道又は流域下水道からの放流

水の水質の技術上の基準は、雨水の影響の

少ない時において、次の各号に掲げる項目

について、それぞれ当該各号に定める数値

とする。 

一 水素イオン濃度 5.8以上8.6以下 

二 大腸菌群数 3,000個/cm3以下 

三 浮遊物質量 40mg/L以下 

四 BOD、T-N、T-P 令第五条の五第二

項に規定する計画放流水質に適合する

数値 

 

表4-12 流総計画に整合した計画放流水質の設定に関する基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画放流水質の設定における流域別下水道整備総合計画との整合性について 

(平成 19.11.9 流域管理管付補佐事務連絡) 
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(2)法令規制値 

羽生市水質浄化センターに適用される水質汚濁防止法に係る排水基準を下表にまとめる。 

 

表 4-13 水質汚濁防止法に係る排水基準(mg/L) 

 BOD COD SS T-N T-P 

一律排水基準※1 
160以下 

(120以下) 

160以下 

(120以下) 

200以下 

(150以下) 

120以下 

(60以下) 

16以下 

(8以下) 

上乗せ排水基準※2 25以下 

(20以下) 
- 

60以下 

(50以下) 
- - 

※( )内の数値は日間平均を示す。 

※1 一律排水基準：水質汚濁防止法に基づく「排水基準を定める省令」 

※2 上乗せ排水基準：「水質汚濁防止法第3条第3項に基づき、排水基準を定める条例」 

 

(3)計画処理水質 

中川流域別下水道整備総合計画(以下「中川流総計画」という。)では、「単独公共下水道については、

小規模下水処理場(日平均処理水量25,000m3/日未満)は現況処理水質を維持するものとする。ただし、

現況処理水質が基本方針の設定処理水質(COD13、T-N20、T-P1.5㎎/L)を上回る場合は、基本方針の設

定処理水質を計画処理水質として設定する。」と示されている。 

これに基づき、本計画における計画処理水質は下表の通りとする。 

 

表 4-14 計画処理水質の設定(mg/L) 

区分 BOD COD SS T-N T-P 備考 

①現況処理水質(R1) 2.8 9.0 - 11.3 1.5 R1年度の平均値を示す。 

②中川流総設定水質 - 13.0 - 20.0 1.5 日平均処理水量25,000m3/日未満 

計画処理水質(R31) 

(全体計画) 
2.8 9.0 - 11.3 1.5 

現況処理水質維持：①＜② 

中川流総設定水質：①＞② 

計画処理水質(R11) 

(事業計画) 
2.8 9.0 - 11.3 1.5 全体計画と同等とする。 

 

表4-15 中川流総計画における計画処理水質 

 
(出典:中川流域別下水道整備総合計画 R5.9 p.6) 
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(4)計画放流水質 

＜全体計画＞ 

計画処理水質に換算係数を乗じて得られる換算値、法令規制値(上乗せ規制値)及び下水道法施行規

則の上限値を比較し、最も厳しい値を羽生市水質浄化センターの計画放流水質とする。 

 

表 4-16 計画放流水質の設定（令和31年度）(単位:mg/L) 

項目 BOD T-N T-P 

①計画処理水質×換算係数 2.8(=2.8×1.0) 15.8(=11.3×1.4※1) 3.9(=1.5×2.6※1) 

②法令規制値(上乗せ規制値) 20.0 - - 

③下水道法施行規則の上限値 15.0 20.0 3.0 

全体計画放流水質採用値(①～③の最小値) 2.8 15.8 3.0 

※1：「計画放流水質の設定における流域別下水道整備総合計画との整合性について」(平成 19.11.9 流域管理管付補佐

事務連絡)に示された標準値(T-N 1.4、T-P 2.6)を採用する。 

 

＜事業計画＞ 

事業計画の計画放流水質は、全体計画と同等とする。 

 

＜計画放流水質のまとめ＞ 

羽生市水質浄化センターの計画放流水質を下表にまとめる。 

 

表4-17 計画放流水質のまとめ(単位:mg/L) 

項目 BOD T-N T-P 

全体計画（令和31年度） 2.8 15.8 3.0 

事業計画（令和11年度） 2.8 15.8 3.0 
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(5)放流水質の確認 

BOD、COD、T-N、T-Pについて、実績放流水質と計画処理水質の比較を以下に示す。 

 

 
図 4-1 羽生市水質浄化センターの水質(BOD) 

 

 
図4-2 羽生市水質浄化センターの水質(COD) 

 

 
図4-3 羽生市水質浄化センターの水質(T-N) 

 

 
図4-4 羽生市水質浄化センターの水質(T-P) 
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4-7.処理方法並びに各処理施設における計画汚濁負荷量及びその決定理由 

(1)処理方法の選定 

『下水道法に基づく事業計画の運用について(平成 27.11.19 国水下事第 80 号)』(以下「運用通知

という。)の『【別添 1】処理方法と計画放流水質の区分について』に基づき、羽生市水質浄化センタ

ーの計画放流水質に適合する処理方法を検討する。 

 

＜全体計画＞ 

運用通知に基づき全体計画の計画放流水質に適合する処理方法を選定すると、『循環式硝化脱窒法

等＋凝集剤添加＋急速ろ過法を併用』、または『嫌気無酸素好気法＋急速ろ過法を併用』となる。また、

運用通知では循環式硝化脱窒法等として、①循環式硝化脱窒素法、②硝化内生脱窒法、③ステップ流

入式多段硝化脱窒法、④高度処理オキシデーションディッチ法の4方法が示されている。 

羽生市水質浄化センターでは、これらのうち、現有施設からの移行(改築)が容易であるとともに、

より高い窒素除去率を期待できるステップ流入式多段硝化脱窒法を採用する。 

以上より、全体計画における処理方法は、『ステップ流入式多段硝化脱窒法＋凝集剤添加＋急速ろ過

法を併用』とする。 

 

＜事業計画＞ 

現在羽生市水質浄化センターで行われている処理方式は、『ステップ流入式多段硝化脱窒法』であ

る。現況の実績放流水質が計画処理水質を満足していることから、事業計画における処理方式は引き

続き『ステップ流入式多段硝化脱窒法』とする。 

 

表 4-18 羽生市水質浄化センターの処理方法 

 処理方法 

全体計画(令和31年度) ステップ流入式多段硝化脱窒法＋凝集剤添加＋急速ろ過法を併用 

事業計画(令和11年度) ステップ流入式多段硝化脱窒法 
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表4-19 計画放流水質に適合する処理方法(別添1の別表1) 

 
※赤枠：全体計画 

注1標準活性汚泥法等とは、以下の7つの方法を指す  標準活性汚泥法、オキシデーションディッチ法、 

 長時間エアレーション法、回分式活性汚泥法、酸素活性汚泥法、好気性ろ床法、接触酸化法 

注2循環式硝化脱窒法等とは、以下の4つの方法を指す 

 循環式硝化脱窒法、硝化内生脱窒法、ステップ流入式多段硝化脱窒法、高度処理オキシデーションディッチ法 

注3 ◎は、下水道法施行令第5条の6第1項第3号に示された処理方法 

注4 〇は、同号の( )書にある「当該処理方法と同等以上に下水を処理することができる方法」に該当する 

 

＜循環式硝化脱窒法として取り扱うことのできるものの事例＞ 

令和 4 年度末現在、羽生市水質浄化センターでは、1 系についてステップ流入式多段硝化脱窒法へ

の改築中であり、その他の系列は反応タンク第1、3室の微曝気による疑似的な無酸素好気運転を実施

している。直近 7箇年(平成 28～令和 4年度)における T-N の実績平均放流水質は 11.8mg/L となって

いる。なお、当該運転方法は、『処理方式の考え方について』(平成20.6.17下水道事業課企画専門官

事務連絡)において循環式硝化脱窒法として取り扱うことのできる事例に該当する。 

 

 

 

 

 

 

 

図4-5 循環式硝化脱窒法として取り扱うことのできるものの事例 

(出典：処理方式の考え方について(平成20.6.17下水道事業課企画専門官事務連絡)) 
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T-P
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注1)

嫌気無酸素好気法

循環式硝化脱窒法等
注2)
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凝集剤を添加

有機物を添加、急速ろ過法を併用

有機物を添加、凝集剤を添加

凝集剤を添加、急速ろ過法を併用

有機物及び凝集剤を添加、急速ろ過法を併用

嫌気好気活性汚泥法

急速ろ過法を併用

凝集剤を添加

凝集剤を添加、急速ろ過法を併用

循環式硝化脱窒型膜分離活性汚泥法

凝集剤を添加

有機物を添加

急速ろ過法を併用

凝集剤を添加

有機物を添加、急速ろ過法を併用

有機物を添加、凝集剤を添加

凝集剤を添加、急速ろ過法を併用

有機物及び凝集剤を添加、急速ろ過法を併用

採用 
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(2)除去率の設定 

前項で選定した処理方法の除去率を下表の通り設定する。 

最初沈殿池については『下水道施設計画・設計指針と解説 後編 -2019年版-』及び実績を基に、高

度処理(反応タンク＋最終沈殿池、急速ろ過)については『流域別下水道整備総合計画調査 指針と解

説(H27.1)』を基とし、一部実績値を採用した。 

 

表 4-20 除去率の設定(％) 

 
 

表 4-21 除去率設定根拠 

 
※指は『下水道施設計画・設計指針と解説 後編 -2019年版-』を示す。 

※流は『流域別下水道整備総合計画調査 指針と解説(H27.1)』を指す。 

※『ステップ流入式多段硝化脱窒法設計指針(H16.4) 日本下水道事業団』p.8によると、プロセス別設計水質の設定例

として、最初沈殿池除去率T-N:14.3％、T-P:20％が例示されている。これを踏まえ最初沈殿池のT-N除去率は15％、

T-P除去率は20％とする。 

 

BOD 50 95.0 97.5 82 99.5 50 94.0 97.0 70 99.1

COD 55 91.3 96.1 20 96.9 55 91.3 96.1 - 96.1

S S 60 95.0 98.0 60 99.2 60 95.0 98.0 - 98.0

T-N 15 79.2 82.3 15 85.0 15 81.5 84.2 - 84.2

T-P 20 90.0 92.0 20 93.6 20 85.9 88.8 - 88.8

最初

沈殿池

反応槽

＋最終

沈殿池

二次処理

総合

急速ろ過

＋塩素

接触水路

二次処理

総合

塩素

接触

水路

処理

総合

水質

項目

全体計画(令和31年度） 事業計画(令和11年度)

処理

総合

最初

沈殿池

反応槽

＋最終

沈殿池

区分 施設 水質項目 採用値(%) 出典

BOD 50 指P.49，30～50％の上限値

COD 55 実績値

S S 60 指P.49，40～60％の上限値

T-N 15 事業団指針　14.3％

T-P 20 事業団指針　20％

BOD 95.0 流P.137，93～95の上限値

COD 91.3 流P.137，約85

S S 95.0 流P.137，92～95の上限値

T-N 79.2 容量計算より

T-P 90.0 流P.137，約90

BOD 40 流P.137，約40

COD 20 流P.137，約20

S S 60 流P.137，約60

T-N 15 流P.137，10～15の上限値

T-P 20 流P.137，10～20の上限値

BOD 50 指P.49，30～50％の上限値

COD 55 実績値

S S 60 指P.49，40～60％の上限値

T-N 15 事業団指針　14.3％

T-P 20 事業団指針　20％

BOD 94.0 流P.137，92～94の上限値

COD 91.3 全体計画と同等

S S 95.0 流P.137，90～95の上限値

T-N 81.5 容量計算より

T-P 85.9 実績放流水質より設定

反応槽＋最終沈殿池

(ステップ流入式

多段硝化脱窒法)

最初沈殿池

事業計画

全体計画

最初沈殿池

反応槽＋最終沈殿池

(ステップ流入式

多段硝化脱窒法

+凝集剤添加)

急速ろ過
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(3)処理水質の確認 

選定した処理方法で計画処理水質を達成可能か確認した結果を下表に示す。 

 

表4-22 処理水質の確認 

 
※1：施設流入水質は、流入水質に汚泥処理施設からの返流水を考慮した値とする。 

※2：処理水質は、施設流入水質に(100-総合除去率)を乗じた値とする。 

※3：実績放流水質(令和元年度平均値)を示す。 

※4：計画処理水質は、年間を通しての放流水質の平均値(年間平均値)が満たすべき数値を示す。 

 

(4)処理場整備計画 

羽生市水質浄化センターの整備計画概要を下表に示す。 

 

表4-23 処理場整備計画概要 

年度 現況(令和5年度末) 事業計画(令和11年度) 全体計画(令和31年度) 

施設区分 系列－池 

循環式硝化脱窒法 

(標準活性汚泥法の 

高度処理運用p.4-13) 

ステップ流入式多段硝化脱窒法 

 

 

ステップ流入式多段硝化脱窒法 

凝集剤添加 

急速ろ過法併用 

最初沈殿池 

1-1池 

1-2池 

2-1池 

2-2池 

設置済み 変更なし 変更なし 

反応タンク 

1-1池 高度処理対応に改築済み 変更なし 変更なし 

1-2池 

2-1池 

2-2池 

設置済み 
高度処理対応に順次改築

※ 
凝集剤添加設備等を新設 

3-1池 設置済み 
高度処理対応に順次改築

※ 凝集剤添加設備等を新設 

3-2池 機械設備未設置 機械設備の設置 

最終沈殿池 

1-1池 

1-2池 

2-1池 

2-2池 

設置済み 変更なし 変更なし 

3-1池 設置済み 変更なし 変更なし 

3-2池 機械設備未設置 機械設備の設置 変更なし 

急速ろ過池 ― ― ― 4池(新設) 

※高度処理対応の改築：反応タンク隔壁位置の変更、撹拌装置の設置、散気装置の更新等 

 

 

4-8.処理施設の容量計算 

羽生市水質浄化センターの容量計算を次ページ以降に示す。 

BOD COD SS T-N T-P BOD COD SS T-N T-P

流入水質(mg/L) 292 237 228 70 13.3 280 219 218 67 12.2

施設流入水質(mg/L)　※1 310 252 282 74 14.1 297 232 266 71 12.9

総合除去率(%) 99.5 96.9 99.2 85.0 93.6 99.1 96.1 98.0 84.2 88.8

処理水質(mg/L)　　　※2 1.4 7.9 2.2 11.1 0.90 2.7 9.0 5.3 11.2 1.45

放流水質(mg/L)　　　※3 2.8 9.0 3.1 11.3 1.46

計画処理水質(mg/L)　※4 2.8 9.0 - 11.3 1.50 2.8 9.0 - 11.3 1.50

評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

区分
全体計画(令和31年度） 事業計画(令和11年度)
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質
B

O
D

m
g/

L
2
9
2

C
O

D
/
B

O
D

B
O

D
m

g/
L

2
8
0

C
O

D
/
B

O
D

C
O

D
m

g/
L

2
3
7

0
.8

1
2

C
O

D
m

g/
L

2
1
9

0
.7

8
2

S
　

S
m

g/
L

2
2
8

S
　

S
m

g/
L

2
1
8

T
-
N

m
g/

L
7
0

T
-
N

m
g/

L
6
7

T
-
P

m
g/

L
1
3
.3

T
-
P

m
g/

L
1
2
.2

②
設

計
水

質
返

流
負

荷
考

慮
全

体
計

画
②

設
計

水
質

返
流

負
荷

考
慮

事
業

計
画

B
O

D
m

g/
L

3
1
0

B
O

D
m

g/
L

2
9
7

C
O

D
m

g/
L

2
5
2

C
O

D
m

g/
L

2
3
2

S
　

S
m

g/
L

2
8
2

S
　

S
m

g/
L

2
6
6

T
-
N

m
g/

L
7
4

T
-
N

m
g/

L
7
1

T
-
P

m
g/

L
1
4
.1

T
-
P

m
g/

L
1
2
.9

※
C

0
D

/
B
O

D
比

は
実

績
に

よ
る

。
※

C
0
D

/
B
O

D
比

は
実

績
に

よ
る

。

(
3
)
計

画
水

質
③

計
画

水
質

処
理

放
流

処
理

放
流

B
O

D
m

g/
L

2
.8

2
.8

B
O

D
m

g/
L

2
.8

2
.8

C
O

D
m

g/
L

9
.0

－
C

O
D

m
g/

L
9
.0

－
S
　

S
m

g/
L

－
－

S
　

S
m

g/
L

－
－

T
-
N

m
g/

L
1
1
.3

1
5
.8

T
-
N

m
g/

L
1
1
.3

1
5
.8

T
-
P

m
g/

L
1
.5

3
T

-
P

m
g/

L
1
.5

3
※

二
次

処
理

水
質

は
R
1
実

績
に

よ
る

。
※

二
次

処
理

水
質

は
R
1
実

績
に

よ
る

。

(
4
)
処

理
方

式
と

　
処

理
効

率
水

処
理

方
式

：
水

処
理

方
式

：
ス

テ
ッ

プ
流

入
式

多
段

硝
化

脱
窒

法

汚
泥

処
理

方
式

：
濃

縮
＋

脱
水

＋
減

容
化

汚
泥

処
理

方
式

：
同

左

項
目

項
目

凝
集

剤
添

加
型

ス
テ

ッ
プ

流
入

式
多

段
硝

化
脱

窒
法

（
急

速
濾

過
法

を
併

用
）

項
目

項
目

事
業

計
画

項
目

事
業

計
画

汚
水

量

1
～

2
系

3
～

4
系

計

全
体

計
画

設
計

水
量

項
目

全
体

計
画

汚
水

量
項

目

1
～

2
系

3
～

4
系

計

設
計

水
量

項
目
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項
目

事
業

計
画

全
体

計
画

B
O

D
5
0

9
5
.0

9
7
.5

4
0

7
0

9
9
.5

B
O

D
5
0

9
4
.0

9
7
.0

－
7
0

9
9
.1

C
O

D
5
5

9
1
.3

9
6
.1

2
0

－
9
6
.9

C
O

D
5
5

9
1
.3

9
6
.1

－
－

9
6
.1

S
　

S
6
0

9
5
.0

9
8
.0

6
0

－
9
9
.2

S　
S

6
0

9
5
.0

9
8
.0

－
－

9
8
.0

T
-
N

1
5

7
9
.2

8
2
.3

1
5

－
8
5
.0

T
-
N

1
5

8
1
.5

8
4
.2

－
－

8
4
.2

T
-
P

2
0

9
0
.0

9
2
.0

2
0

－
9
3
.6

T
-
P

2
0

8
5
.9

8
8
.8

－
－

8
8
.8

注
1
）

最
初

沈
殿

池
の

C
O

D
除

去
率

は
実

績
に

よ
る

値
で

あ
る

。
注

1
）

最
初

沈
殿

池
の

C
O

D
除

去
率

は
実

績
に

よ
る

値
で

あ
る

。

注
2
）

反
応

槽
＋

最
終

沈
殿

池
の

T
-
N

除
去

率
は

容
量

計
算

に
よ

る
値

で
あ

る
。

注
2
）

反
応

槽
＋

最
終

沈
殿

池
の

B
O

D
,S

S
除

去
率

は
流

総
指

針
に

よ
る

値
で

あ
る

。

注
3
）

反
応

槽
＋

最
終

沈
殿

池
の

B
O

D
,S

S
,T

-
P
除

去
率

は
流

総
指

針
に

よ
る

値
で

あ
る

。
注

3
）

反
応

槽
＋

最
終

沈
殿

池
の

T
-
N

除
去

率
は

容
量

計
算

に
よ

る
値

で
あ

る
。

注
4
）

塩
素

接
触

水
路

の
B
O

D
除

去
率

は
実

績
に

よ
る

値
で

あ
る

。
注

4
）

塩
素

接
触

水
路

の
B
O

D
除

去
率

は
実

績
に

よ
る

値
で

あ
る

。

B
O

D
3
1
0

1
5
5

7
.8

4
.7

1
.4

2
.8

B
O

D
2
9
7

1
4
9

8
.9

2
.7

2
.8

0
2
.8

C
O

D
2
5
2

1
1
3.

4
9
.9

7
.9

7
.9

9
.0

C
O

D
2
3
2

1
0
4.

4
9
.0

9
.0

8
.9

8
9
.0

S
　

S
2
8
2

1
1
2.

8
5
.6

2
.2

2
.2

－
S　

S
2
6
6

1
0
6.

4
5
.3

5
.3

3
.1

0
－

T
-
N

7
4
.0

6
2
.9

1
3
.1

1
1
.1

1
1
.1

1
1
.3

T
-
N

7
1
.0

6
0
.4

1
1
.2

1
1
.2

1
1
.3

1
1
.3

T
-
P

1
4
.1

1
1
.3

1
.1

3
0
.9

0
0
.9

0
1
.5

T
-
P

1
2
.9

1
0
.3

1
.4

5
1
.4

5
1
.4

6
1
.5

注
1
）

放
流

水
質

の
実

績
値

は
令

和
元

年
度

の
平

均
値

を
示

す
。

注
2
）

T
-
P
は

年
報

(水
処

理
状

況
報

告
書

)よ
り

令
和

元
年

度
の

T
N

P
濃

度
計

測
定

値
で

あ
る

。

注
3
）

T
-
P
の

流
入

状
況

に
応

じ
て

、
凝

集
剤

添
加

設
備

の
設

置
を

検
討

す
る

。

流
入

水
初

沈
出

口
水

終
沈

出
口

水
放

流
水

計
画

処
理

水
質

水
質

項
目

最
初

沈
殿

池

反
応

槽
＋

最
終

沈
殿

池

水
質

項
目

最
初

沈
殿

池
急

速
ろ

過

除
去

率
（
％

）

処
理

水
質

（
m

g/
L
） 急

速
ろ

過
流

出
水

処
理

水
質

（
m

g/
L
）

計
画

処
理

水
質

処
理

総
合

二
次

処
理

総
合

塩
素

接
触

水
路

塩
素

接
触

水
路

流
入

水
初

沈
出

口
水

終
沈

出
口

水
放

流
水

(計
算

値
)

放
流

水
(実

績
値

)

急
速

ろ
過

除
去

率
（
％

）
反

応
槽

＋
最

終
沈

殿
池

二
次

処
理

総
合

処
理

総
合

水
質

項
目

水
質

項
目
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項
目

事
業

計
画

全
体

計
画

(
5
)
フ

ロ
ー

シ
ー

ト

分
離

液
等

分
離

液
等

　
洗

浄
排

水
　

生
汚

泥
生

汚
泥

　
　

　
　

返
送

汚
泥

　
　

　
　

返
送

汚
泥

　
余

剰
汚

泥
　

余
剰

汚
泥

※
１

　
凝

集
剤

場
外

搬
出

硝
化

槽
Ⅲ

機
械

濃
縮

機
最

終
沈

殿
池

無
酸

素
槽

Ⅰ
硝

化
槽

Ⅰ

塩
素

混
和

池

汚
泥

脱
水

設
備

ケ
ー

キ
ホ

ッ
パ

汚
泥

貯
留

タ
ン

ク
汚

泥
貯

留
タ

ン
ク

放
流

重
力

濃
縮

タ
ン

ク

無
酸

素
槽

Ⅱ
硝

化
槽

Ⅱ

重
力

濃
縮

タ
ン

ク

※
１

→

機
械

濃
縮

機

流
入

硝
化

槽
Ⅲ

最
初

沈
殿

池

無
酸

素
槽

Ⅲ

沈
砂

池
ポ

ン
プ

場

硝
化

槽
Ⅰ

沈
砂

池
ポ

ン
プ

場

最
初

沈
殿

池

流
入

無
酸

素
槽

Ⅰ

無
酸

素
槽

Ⅱ

最
終

沈
殿

池

硝
化

槽
Ⅱ

無
酸

素
槽

Ⅲ

汚
泥

減
容

化
施

設

場
外

搬
出

放
流

汚
泥

脱
水

設
備

ケ
ー

キ
ホ

ッ
パ

急
速

ろ
過

池

（
焼

却
設

備
）

塩
素

混
和

池
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項
目

事
業

計
画

全
体

計
画

(
6
)
流

入
汚

水
の

系
列

別
フ

ロ
ー

シ
ー

ト
（

水
処

理
設

備
）

施
設

能
力

：
　

約
7
,4

0
0

m
3
/
日

施
設

能
力

：
　

約
3
,9

8
0

m
3
/
日

施
設

能
力

：
　

約
8
,5

4
0

m
3
/
日

施
設

能
力

：
　

約
4
,6

3
0

m
3
/
日

※
１

　
凝

集
剤

系
列

系
列

1
-
1

1
,8

5
0

m
3
/
日

1
-
1

2
,1

3
5

m
3
/
日

1
-
2

1
,8

5
0

m
3
/
日

1
-
2

2
,1

3
5

m
3
/
日

2
-
1

1
,8

5
0

m
3
/
日

2
-
1

2
,1

3
5

m
3
/
日

2
-
2

1
,8

5
0

m
3
/
日

2
-
2

2
,1

3
5

m
3
/
日

小
計

7
,4

0
0

m
3
/
日

小
計

8
,5

4
0

m
3
/
日

1
1
,3

8
0

m
3
/
日

1
3
,1

7
0

m
3
/
日

流
入

系
列

流
入

系
列

3
-
1

1
,9

9
0

m
3
/
日

3
-
1

2
,3

1
5

m
3
/
日

3
-
2

1
,9

9
0

m
3
/
日

3
-
2

2
,3

1
5

m
3
/
日

m
3
/
日

m
3
/
日

m
3
/
日

m
3
/
日

小
計

3
,9

8
0

m
3
/
日

小
計

4
,6

3
0

m
3
/
日

合
計

1
1
,3

8
0

m
3
/
日

合
計

1
3
,1

7
0

m
3
/
日

3
系

列
（
一

部
既

設
）

処
理

能
力

最
初

沈
殿

池

反
応

槽
反

応
槽

放
流

処
理

能
力

最
終

沈
殿

池

処
理

能
力

処
理

能
力

（
ｽ
ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟ流

入
式

多
段

硝
化

脱
窒

法
）

最
終

沈
殿

池

（
ｽ
ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟ流

入
式

多
段

硝
化

脱
窒

法
）

反
応

槽
（
ｽ
ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟ流

入
式

多
段

硝
化

脱
窒

法
）

最
終

沈
殿

池

塩
素

混
和

池

放
流

塩
素

混
和

池

　
 ※

１
　

 ※
１

急
速

ろ
過

池

1
～

2
系

列
（
既

設
）

沈
砂

池
設

備

最
終

沈
殿

池

（
ｽ
ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟ流

入
式

多
段

硝
化

脱
窒

法
）

反
応

槽

沈
砂

池
設

備

3
系

列
（
一

部
既

設
）

最
初

沈
殿

池

1
～

2
系

列
（
既

設
）
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項
目

Ⅱ
.
各

処
理

施
設

の
負

荷
及

び
汚

泥
量

(
1
)
最

初
沈

殿
池

　
生

汚
泥

固
形

物
量

＝
kg

/
日

　
×

　
1
0
＾
-3

（
固

形
物

収
支

計
算

よ
り

）
固

形
物

量
＝

kg
/
日

　
×

　
1
0
＾
-3

（
固

形
物

収
支

計
算

よ
り

）
＝

t/
日

＝
t/

日
汚

泥
濃

度
＝

0
.5

％
汚

泥
濃

度
＝

0
.5

％
汚

泥
量

＝
÷

0
.5

×
　

1
0
0
　

＝
3
8
5

m
3
/
日

汚
泥

量
＝

÷
0
.5

×
　

1
0
0
　

＝
4
2
0

m
3
/
日

(
2
)
余

剰
汚

泥
量

固
形

物
量

＝
kg

/
日

　
×

　
1
0
＾
-3

（
固

形
物

収
支

計
算

よ
り

）
固

形
物

量
＝

kg
/
日

　
×

　
1
0
＾
-3

（
固

形
物

収
支

計
算

よ
り

）
＝

t/
日

＝
t/

日
汚

泥
濃

度
＝

0
.4

％
汚

泥
濃

度
＝

0
.4

％
汚

泥
量

＝
÷

0
.4

0
×

　
1
0
0
　

＝
3
8
9
.0

m
3
/
日

汚
泥

量
＝

÷
0
.4

0
×

　
1
0
0
　

＝
3
3
2
.8

m
3
/
日

(
3
)
重

力
濃

縮
汚
泥

固
形

物
回

収
率

＝
8
0

％
固

形
物

回
収

率
＝

8
0

％
固

形
物

量
＝

×
0
.8

＝
t/

日
固

形
物

量
＝

×
0
.8

＝
t/

日
汚

泥
濃

度
＝

2
.5

％
汚

泥
濃

度
＝

2
.5

％
汚

泥
量

＝
÷

2
.5

×
　

1
0
0
　

＝
6
1
.6

0
m

3
/
日

汚
泥

量
＝

÷
2
.5

×
　

1
0
0
　

＝
6
7
.2

6
m

3
/
日

(
4
)
機

械
濃

縮
汚
泥

固
形

物
回

収
率

＝
9
5

％
固

形
物

回
収

率
＝

9
5

％
固

形
物

量
＝

×
0
.9

5
＝

t/
日

固
形

物
量

＝
×

0
.9

5
＝

t/
日

汚
泥

濃
度

＝
4
.0

％
汚

泥
濃

度
＝

4
.0

％
汚

泥
量

＝
÷

4
.0

×
　

1
0
0
　

＝
3
6
.9

6
m

3
/
日

汚
泥

量
＝

÷
4
.0

×
　

1
0
0
　

＝
3
1
.6

1
m

3
/
日

(
5
)
混

合
汚

泥
固

形
物

量
＝

＋
＝

t/
日

固
形

物
量

＝
＋

＝
t/

日
汚

泥
量

＝
6
1
.6

0
m

3
/
日

3
6
.9

6
m

3
/
日

9
8
.5

6
m

3
/
日

汚
泥

量
＝

6
7
.2

6
m

3
/
日

3
1
.6

1
m

3
/
日

9
8
.8

7
m

3
/
日

汚
泥

濃
度

＝
÷

9
8
.5

6
×

1
0
0
　

＝
3
.0

6
％

汚
泥

濃
度

＝
÷

9
8
.8

7
×

1
0
0
　

＝
2
.9

8
％

(
6
)
脱

水
汚

泥
固

形
物

回
収

率
＝

9
5

％
固

形
物

回
収

率
＝

9
5

％
固

形
物

量
＝

×
0
.9

5
＝

t/
日

固
形

物
量

＝
×

0
.9

5
＝

t/
日

含
水

率
＝

7
9

％
含

水
率

＝
7
9

％
汚

泥
濃

度
＝

2
1

％
汚

泥
濃

度
＝

2
1

％
汚

泥
量

＝
÷

2
1
.0

×
　

1
0
0
　

＝
1
3
.6

5
m

3
/
日

汚
泥

量
＝

÷
2
1
.0

×
　

1
0
0
　

＝
1
3
.3

3
m

3
/
日

※
余

剰
汚

泥
量

は
凝

集
剤

に
よ

る
発

生
量

を
含

む
。

2
.9

4
6

全
体

計
画

事
業

計
画

1
,9

2
5

1
.9

2
5

2
,1

0
2

2
.1

0
2

1
.9

2
5

1
,5

5
6

1
.5

5
6

1
.5

5
6

2
.1

0
2

2
.1

0
2

1
,3

3
1

1
.3

3
1

1
.3

3
1

1
.4

7
8

1
.6

8
2

1
.3

3
1

1
.2

6
4

1
.2

6
4

1
.6

8
2

1
.5

4
0

1
.4

7
8

3
.0

1
8

1
.6

8
2

1
.2

6
4

1
.5

4
0

1
.4

7
8

1
.5

5
6

1
.9

2
5

1
.5

4
0

3
.0

1
8

3
.0

1
8

2
.9

4
6

2
.9

4
6

2
.8

6
7

2
.7

9
9

2
.7

9
9

2
.8

6
7

4-19



項
目

(
7
)
施

設
全

体
容
量

計
画

日
最

大
汚

水
量

m
3
/
日

計
画

日
最

大
汚

水
量

m
3
/
日

冬
季

1
日

最
大

汚
水

量
m

3
/
日

冬
季

1
日

最
大

汚
水

量
m

3
/
日

こ
こ

で
、

冬
季

1
日

最
大

/
日

最
大

＝
0
.8

6
9

こ
こ

で
、

冬
季

1
日

最
大

/
日

最
大

＝
0
.8

6
9

理
論

上
の

窒
素

除
去

率
理

論
上

の
窒

素
除

去
率

η
D

N
,m

ax
＝

1
－

1
/
（
N

・
（
1
＋

r＋
R

N
）
）
＝

7
9
.2

％
η

D
N

,m
ax

＝
1
－

1
/
（
N

・
（
1
＋

r＋
R

N
）
）
＝

8
1
.5

％
N

：
反

応
タ

ン
ク

段
数

3
段

N
：
反

応
タ

ン
ク

段
数

3
段

R
r

：
返

送
汚

泥
比

0
.6

0
R

r
：
返

送
汚

泥
比

0
.8

0
R

N
：
最

終
段

の
内

部
循

環
比

0
R

N
：
最

終
段

の
内

部
循

環
比

0

θ
X
A
＞

１
/
μ

＝
2
9
.
7×

e
x
p
（

－
0
.
1
0
2
･Ｔ

）
θ

X
A
＞

１
/
μ

＝
2
9
.
7×

e
x
p
（

－
0
.
1
0
2
･Ｔ

）

θ
X

A
：
A

S
R
T

θ
X

A
：
A

S
R
T

T
：
設

計
水

温
1
8
.0

℃
T

：
設

計
水

温
1
8
.0

℃
θ

X
A
＝

2
9
.7

×
E
X

P
（
-
0
.1

0
2
×

1
8
.0

）
＝

4
.8

日
（
下

限
値

）
θ

X
A
＝

2
9
.7

×
E
X

P
（
-
0
.1

0
2
×

1
8
.0

）
＝

4
.8

日
（
下

限
値

）

(1
)好

気
タ

ン
ク

容
量

V
A

N
（
m

3
）

(1
)好

気
タ

ン
ク

容
量

V
A

N
（
m

3
）

①
最

終
段

の
好

気
タ

ン
ク

容
量

V
A

N
（
m

3
）

①
最

終
段

の
好

気
タ

ン
ク

容
量

V
A

N
（
m

3
）

V
A

N
＝

θ
X

A
・
Q

in
・
（
a・

C
S
-
B
O

D
,i
n
＋

b
・
C

S
S,

in
＋

c･
γ

･C
al
)/

（
N

・
X

N
・
（
1
＋

c・
θ

X
A
）
）

V
A

N
＝

θ
X

A
・
Q

in
・
（
a・

C
S
-
B
O

D
,i
n
＋

b
・
C

S
S,

in
＋

c･
γ

･C
al
)/

（
N

・
X

N
・
（
1
＋

c・
θ

X
A
）
）

Q
in

：
設

計
水

量
9
,8

9
0

m
3
/
日

Q
in

：
設

計
水

量
1
1
,4

4
0

m
3
/
日

X
N

：
最

終
段

の
M

L
S
S
濃

度
2
,5

0
0

m
g/

L
X

：
M

L
S
S
濃

度
3
,0

0
0

m
g/

L
C

B
O

D
,i
n
：
流

入
水

B
O

D
濃

度
15

5
m

g/
L

1
,5

3
3

kg
/
日

C
B
O

D
,i
n
：
流

入
水

B
O

D
濃

度
14

9
m

g/
L

1
,7

0
5

kg
/
日

C
S
-
B
O

D
,i
n

：
流

入
溶

解
性

B
O

D
（
S
-
B

O
D

）
濃

度
1
2
4

m
g/

L
（
B

O
D

×
0
.8

）
C

S
-
B
O

D
,i
n

：
流

入
溶

解
性

B
O

D
（
S
-
B

O
D

）
濃

度
1
1
9
.2

m
g/

L
（
B

O
D

×
0
.8

）
C

S
S,

in
：
流

入
S
S
濃

度
11

3
m

g/
L

C
S
S,

in
：
流

入
S
S
濃

度
10

6
m

g/
L

a
：
S
-
B

O
D

に
対

す
る

汚
泥

転
換

率
0
.5

m
g-

M
L
S
S
/
m

g-
B

O
D

a
：
S
-
B

O
D

に
対

す
る

汚
泥

転
換

率
0
.5

m
g-

M
L
S
S
/
m

g-
B

O
D

b
：
S
S
に

対
す

る
汚

泥
転

換
率

0
.9

5
m

g-
M

L
S
S
/
m

g-
S
S

b
：
S
S
に

対
す

る
汚

泥
転

換
率

0
.9

5
m

g-
M

L
S
S
/
m

g-
S
S

c
：
活

性
汚

泥
微

生
物

の
内

生
呼

吸
に

よ
る

減
少

を
表

す
係

数
0
.0

3
1
/
日

c
：
活

性
汚

泥
微

生
物

の
内

生
呼

吸
に

よ
る

減
少

を
表

す
係

数
0
.0

3
1
/
日

γ
：
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
に

対
す

る
固

形
物

の
発

生
倍

率
5

倍
γ

：
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
に

対
す

る
固

形
物

の
発

生
倍

率
5

倍
：
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
の

添
加

率
5.

91
m

g/
L

：
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
の

添
加

率
0

m
g/

L
V

A
N
＝

（ 4
.8

×
9
,8

9
0
×

(0
.5

×
1
2
4
＋

0
.9

5
×

1
1
2
.8

＋
5
×

5
.9

1
)

V
A

N
＝

（ 4
.8

×
1
1
,4

4
0
×

(0
.5

×
1
1
9
.2

＋
0
.9

5
×

1
0
6
.4

＋
5
×

0
)

÷
(3

×
2
5
0
0×

(1
＋

0
.0

3
×

4
.8

))
＝

　
1
,0

9
9

m
3

÷
(3

×
3
0
0
0×

(1
＋

0
.0

3
×

4
.8

))
＝

　
8
5
7

m
3

②
1
段

目
の

好
気

タ
ン

ク
容

量
V

A
1

（
m

3
）

②
1
段

目
の

好
気

タ
ン

ク
容

量
V

A
1

（
m

3
）

V
A

1
＝

X
N
/
X

1
×

V
A

N
V

A
1
＝

X
N
/
X

1
×

V
A

N

X
1

：
1
段

目
の

M
L
S
S
濃

度
X

1
：
1
段

目
の

M
L
S
S
濃

度
X

K
＝

（
R
r＋

1
）
/
（R

ｒ＋
k/

N
）
×

X
N

4
,2

8
6

m
g/

L
X

K
＝

（
R
r＋

1
）
/
（R

ｒ＋
k/

N
）
×

X
N

4
,7

6
5

m
g/

L
V

A
1
＝

2
,5

0
0

/
4
,2

8
6

×
1
,0

9
9

＝
6
4
1

m
3

V
A

1
＝

3
,0

0
0

/
4
,7

6
5

×
8
5
7

＝
5
4
0

m
3

全
体

計
画

事
業

計
画

1
3
,1

7
0

1
1
,4

4
0

1
1
,3

8
0

9
,8

9
0

4-20



項
目

全
体

計
画

事
業

計
画

③
2
段

目
の

好
気

タ
ン

ク
容

量
V

A
2

（
m

3
）

③
2
段

目
の

好
気

タ
ン

ク
容

量
V

A
2

（
m

3
）

V
A

2
＝

X
N
/
X

2
×

V
A

N
V

A
2
＝

X
N
/
X

2
×

V
A

N

X
2

：
2
段

目
の

M
L
S
S
濃

度
X

2
：
2
段

目
の

M
L
S
S
濃

度
X

K
＝

（
R
r＋

1
）
/
（R

ｒ＋
k/

N
）
×

X
N

3
,1

5
8

m
g/

L
X

K
＝

（
R
r＋

1
）
/
（R

ｒ＋
k/

N
）
×

X
N

3
,6

8
2

m
g/

L
V

A
1
＝

2
,5

0
0

/
3
,1

5
8

×
1
,0

9
9

＝
8
7
0

m
3

V
A

1
＝

3
,0

0
0

/
3
,6

8
2

×
8
5
7

＝
6
9
8

m
3

(2
)無

酸
素

タ
ン

ク
容

量
V

D
N

（
m

3
）

(2
)無

酸
素

タ
ン

ク
容

量
V

D
N

（
m

3
）

好
気

タ
ン

ク
と

同
容

量
を

確
保

す
る

。
好

気
タ

ン
ク

と
同

容
量

を
確

保
す

る
。

(3
)反

応
タ

ン
ク

容
量

V
（
m

3
）

(3
)反

応
タ

ン
ク

容
量

V
（
m

3
）

1
段

目
無

酸
素

タ
ン

ク
6
4
1

m
3

1
段

目
好

気
タ

ン
ク

6
4
1

m
3

1
段

目
無

酸
素

タ
ン

ク
5
4
0

m
3

1
段

目
好

気
タ

ン
ク

5
4
0

m
3

2
段

目
無

酸
素

タ
ン

ク
8
7
0

m
3

2
段

目
好

気
タ

ン
ク

8
7
0

m
3

2
段

目
無

酸
素

タ
ン

ク
6
9
8

m
3

2
段

目
好

気
タ

ン
ク

6
9
8

m
3

3
段

目
無

酸
素

タ
ン

ク
1
,0

9
9

m
3

3
段

目
好

気
タ

ン
ク

1
,0

9
9

m
3

3
段

目
無

酸
素

タ
ン

ク
8
5
7

m
3

3
段

目
好

気
タ

ン
ク

8
5
7

m
3

無
酸

素
タ

ン
ク

計
2
,6

1
0

m
3

好
気

タ
ン

ク
計

2
,6

1
0

m
3

無
酸

素
タ

ン
ク

計
2
,0

9
5

m
3

好
気

タ
ン

ク
計

2
,0

9
5

m
3

合
計

5
,2

2
0

m
3

合
計

4
,1

9
0

m
3

V
幅

水
深

ﾊ
ﾝ
ﾁ

断
面

槽
長

容
量

池
数

容
量

V
幅

水
深

ﾊ
ﾝ
ﾁ

断
面

槽
長

容
量

池
数

容
量

m
m

m
2

m
2

m
m

3
/
池

池
m

3
m

m
m

2
m

2
m

m
3
/
池

池
m

3

1
系

4
.
5

5
.
0

0
.
9

2
1
.
6

4
2
.8

9
2
4
.5

2
1
,8

4
9

1
系

4
.
5

5
.
0

0
.
9

2
1
.
6

4
2
.8

9
2
4
.5

2
1
,8

4
9

既
設

2
系

4
.
5

5
.
0

0
.
9

2
1
.
6

4
2
.8

9
2
4
.5

2
1
,8

4
9

2
系

4
.
5

5
.
0

0
.
9

2
1
.
6

4
2
.8

9
2
4
.5

2
1
,8

4
9

既
設

3
系

5
.
0

5
.
0

0
.
9

2
4
.
1

4
1
.0

9
8
8
.1

2
1
,9

7
6

3
系

5
.
0

5
.
0

0
.
9

2
4
.
1

4
1
.0

9
8
8
.1

2
1
,9

7
6

1
池

機
電

設
置

V
A

幅
水

深
ﾊ
ﾝ
ﾁ

断
面

槽
長

容
量

池
数

容
量

V
A

幅
水

深
ﾊ
ﾝ
ﾁ

断
面

槽
長

容
量

池
数

容
量

m
m

m
2

m
2

m
m

3
/
池

池
m

3
m

m
m

2
m

2
m

m
3
/
池

池
m

3

1
系

4
.
5

5
.
0

0
.
9

2
1
.
6

2
1
.4

4
6
2
.2

2
9
2
4

1
系

4
.
5

5
.
0

0
.
9

2
1
.
6

2
1
.4

4
6
2
.2

2
9
2
4

既
設

2
系

4
.
5

5
.
0

0
.
9

2
1
.
6

2
1
.4

4
6
2
.2

2
9
2
4

2
系

4
.
5

5
.
0

0
.
9

2
1
.
6

2
1
.4

4
6
2
.2

2
9
2
4

既
設

3
系

5
.
0

5
.
0

0
.
9

2
4
.
1

2
0
.5

4
9
4
.1

2
9
8
8

3
系

5
.
0

5
.
0

0
.
9

2
4
.
1

2
0
.5

4
9
4
.1

2
9
8
8

1
池

機
電

設
置

全
池

容
量

＞
O

K
!

滞
留

時
間

1
1
.9

7
h
r

全
池

容
量

＞
O

K
!

滞
留

時
間

1
0
.3

4
h
r

好
気

槽
容

量
＞

O
K

!
滞

留
時

間
5
.9

8
h
r

好
気

槽
容

量
＞

O
K

!
滞

留
時

間
5
.1

7
h
r

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
　

　
　

（
時

間
）

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
　

　
　

（
時

間
）

τ
A
＝

V
A
/
Q

in
τ

A
＝

V
A
/
Q

in

1
段

目
：

/
＝

0
.0

7
日

1
段

目
：

/
＝

0
.0

6
1

日
2
段

目
：

/
＝

0
.0

9
6

日
2
段

目
：

/
＝

0
.0

8
3

日
3
段

目
：

/
＝

0
.1

2
1

日
3
段

目
：

/
＝

0
.1

0
4

日
1
,1

9
3

9
,8

9
0

1
,1

9
3

1
1
,4

4
0

5
,6

7
4
 ㎥

9
,8

9
0

9
4
8

9
4
8

1
1
,4

4
0

4
,1

9
0
 ㎥

2
,8

3
7
 ㎥

2
,0

9
5
 ㎥

6
9
7

1
1
,4

4
0

9
,8

9
0

5
,6

7
4
 ㎥

5
,2

2
0
 ㎥

2
,8

3
7
 ㎥

2
,6

1
0
 ㎥

6
9
7

4-21



項
目

全
体

計
画

事
業

計
画

嫌
気

槽
容

量
V

D
N
＝

V
－

V
A

嫌
気

槽
容

量
V

D
N
＝

V
－

V
A

V
D

N
＝

－
＝

V
D

N
＝

－
＝

V
D

N
：
V

A
＝

1
：

1
.0

0
V

D
N
：
V

A
＝

1
：

1
.0

0

(4
)T

-
N

除
去

率
及

び
B

O
D

-
S
S
負

荷
の

確
認

(4
)T

-
N

除
去

率
及

び
B

O
D

-
S
S
負

荷
の

確
認

X
r

：
返

送
汚

泥
濃

度
＝

X
・
（
1
＋

R
r）

/
R

r＝
6,

66
7

m
g/

L
X

r
：
返

送
汚

泥
濃

度
＝

X
・
（
1
＋

R
r）

/
R

r＝
6,

75
0

m
g/

L
R

r
：
返

送
汚

泥
比

0.
60

R
r

：
返

送
汚

泥
比

0.
80

R
N

：
最

終
段

の
内

部
循

環
比

0
R

N
：
最

終
段

の
内

部
循

環
比

0
X

：
最

終
段

の
M

L
S
S
濃

度
2,

50
0

m
g/

L
X

：
最

終
段

の
M

L
S
S
濃

度
3,

00
0

m
g/

L

ス
テ

ッ
プ

で
3
箇

所
に

流
入

さ
せ

る
も

の
と

し
、

ス
テ

ッ
プ

で
3
箇

所
に

流
入

さ
せ

る
も

の
と

し
、

R
in

,1
：
1
段

目
の

流
入

比
0
.3

3
R

in
,1

：
1
段

目
の

流
入

比
0
.3

2

R
in

,2
：
2
段

目
の

流
入

比
0
.3

3
R

in
,2

：
2
段

目
の

流
入

比
0
.3

2

R
in

,3
：
3
段

目
の

流
入

比
0
.3

4
と

す
る

。
R

in
,3

：
3
段

目
の

流
入

比
0
.3

6
と

す
る

。

１
段

目
の

M
L
S
S

4
,2

8
6

m
g/

ｌ
１

段
目

の
M

L
S
S

4
,7

6
5

m
g/

ｌ
２

段
目

の
M

L
S
S

3
,1

5
8

m
g/

ｌ
２

段
目

の
M

L
S
S

3
,6

8
2

m
g/

ｌ
３

段
目

の
M

L
S
S

2
,5

0
0

m
g/

ｌ
３

段
目

の
M

L
S
S

3
,0

0
0

m
g/

ｌ

V
A

1
：
1
段

目
の

槽
容

量
1

＝
1
,3

9
3

m
3

V
A

1
：
1
段

目
の

槽
容

量
1

＝
1
,3

9
3

m
3

V
A

2
：
2
段

目
の

槽
容

量
1
.3

6
＝

1
,8

9
5

m
3

V
A

2
：
2
段

目
の

槽
容

量
1
.3

6
＝

1
,8

9
5

m
3

V
A

3
：
3
段

目
の

槽
容

量
1
.7

1
＝

2
,3

8
7

m
3

V
A

3
：
3
段

目
の

槽
容

量
1
.7

1
＝

2
,3

8
7

m
3

1
段

目
の

B
O

D
-
S
S
負

荷
1
段

目
の

B
O

D
-
S
S
負

荷
　

　
　

＝
C

B
O

D
,i
n
×

Q
in
×

1
段

目
の

流
入

比
/
（
1
段

目
の

M
L
S
S
×

V
A

1
）

　
　

　
＝

C
B
O

D
,i
n
×

Q
in
×

1
段

目
の

流
入

比
/
（
1
段

目
の

M
L
S
S
×

V
A

1
）

＝
0
.0

8
5

kg
-
B

O
D

/
kg

-
S
S

＝
0
.0

8
2

kg
-
B

O
D

/
kg

-
S
S

2
段

目
の

B
O

D
-
S
S
負

荷
2
段

目
の

B
O

D
-
S
S
負

荷
　

　
　

＝
C

B
O

D
,i
n
×

Q
in
×

2
段

目
の

流
入

比
/
（
2
段

目
の

M
L
S
S
×

V
A

2
）

　
　

　
＝

C
B
O

D
,i
n
×

Q
in
×

2
段

目
の

流
入

比
/
（
2
段

目
の

M
L
S
S
×

V
A

2
）

＝
0
.0

8
5

kg
-
B

O
D

/
kg

-
S
S

＝
0
.0

7
8

kg
-
B

O
D

/
kg

-
S
S

3
段

目
の

B
O

D
-
S
S
負

荷
3
段

目
の

B
O

D
-
S
S
負

荷
＝

0
.0

8
7

kg
-
B

O
D

/
kg

-
S
S

＝
0
.0

7
4

kg
-
B

O
D

/
kg

-
S
S

C
B
O

D
,i
n
：
流

入
水

B
O

D
濃

度
1
5
5

m
g/

L
C

B
O

D
,i
n
：
流

入
水

B
O

D
濃

度
1
4
9

m
g/

L

T
-
N

除
去

率
＝

（
1
－

1
/
(N

*
（
1
＋

r＋
R

N
）
）
)*

1
0
0＝

7
9
.2

％
T

-
N

除
去

率
＝

（
1
－

1
/
(N

*
（
1
＋

r＋
R

N
）
）
)*

1
0
0＝

8
1
.5

％

5
,6

7
4
 ㎥

2
,8

3
7
 ㎥

2
,8

3
7
 ㎥

2
,8

3
7
 ㎥

5
,6

7
4
 ㎥

2
,8

3
7
 ㎥
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項
目

全
体

計
画

事
業

計
画

(5
)脱

窒
速

度
の

確
認

(5
)脱

窒
速

度
の

確
認

K
D

N
＝

（
L

N
O

X
,D

N
×

1
0

6
）
/
（
2
4・

Σ
(V

D
N
・
X

)）
＝

0
.8

6
7

m
g-

N
/
g-

M
L
S
S
/
時

K
D

N
＝

（
L

N
O

X
,D

N
×

1
0

6
）
/
（
2
4・

Σ
(V

D
N
・
X

)）
＝

1
.0

1
m

g-
N

/
g-

M
L
S
S
/
時

K
D

N
：
無

酸
素

タ
ン

ク
に

求
め

ら
れ

る
脱

窒
速

度
K

D
N

：
無

酸
素

タ
ン

ク
に

求
め

ら
れ

る
脱

窒
速

度

L
N

O
X

,D
N

：
無

酸
素

タ
ン

ク
に

循
環

・
返

送
さ

れ
る

N
O

X
-
N

量
L

N
O

X
,D

N
：
無

酸
素

タ
ン

ク
に

循
環

・
返

送
さ

れ
る

N
O

X
-
N

量

L
N

O
X

,D
N
＝

C
N

O
X

,A
×

（
Q

r＋
Q

C
）
×

1
0

-
3
）
＝

1
8
6
.4

m
g/

L
L

N
O

X
,D

N
＝

C
N

O
X

,A
×

（
Q

r＋
Q

C
）
×

1
0

-
3
）
＝

2
5
1
.7

m
g/

L

C
N

O
X

,A
：
好

気
タ

ン
ク

末
端

の
N

O
X
-
N

濃
度

27
.3

m
g/

L
C

N
O

X
,A

：
好

気
タ

ン
ク

末
端

の
N

O
X
-
N

濃
度

23
.9

m
g/

L

Q
r

：
返

送
汚

泥
量

＝
Q

in
×

r
m

3
Q

r
：
返

送
汚

泥
量

＝
Q

in
×

r
m

3

Q
C

：
循

環
水

量
＝

Q
in
×

R
N

m
3

Q
C

：
循

環
水

量
＝

Q
in
×

R
N

m
3

Q
in

：
計

画
日

最
大

汚
水

量
m

3
/
日

Q
in

：
冬

季
日

最
大

水
量

m
3
/
日

r
：
返

送
汚

泥
比

0.
60

R
r

：
返

送
汚

泥
比

0.
80

R
N

：
最

終
段

の
内

部
循

環
比

0
R

N
：
最

終
段

の
内

部
循

環
比

0
X

：
M

L
S
S
濃

度
1
段

目
：

4,
28

6
m

g/
L

X
：
M

L
S
S
濃

度
1
段

目
：

4,
76

5
m

g/
L

2
段

目
：

3,
15

8
m

g/
L

2
段

目
：

3,
68

2
m

g/
L

3
段

目
：

2,
50

0
m

g/
L

3
段

目
：

3,
00

0
m

g/
L

V
D

N
：
無

酸
素

タ
ン

ク
容

量
1
段

目
：

69
7

m
3

V
D

N
：
無

酸
素

タ
ン

ク
容

量
1
段

目
：

69
7

m
3

2
段

目
：

94
8

m
3

2
段

目
：

94
8

m
3

3
段

目
：

1,
19

3
m

3
3
段

目
：

1,
19

3
m

3

こ
こ

で
、

こ
こ

で
、

C
N

O
X

,A
＝

流
入

水
K

j-
N

濃
度

－
流

出
水

K
j-

N
濃

度
C

N
O

X
,A

＝
流

入
水

K
j-

N
濃

度
－

流
出

水
K

j-
N

濃
度

　
－

余
剰

汚
泥

に
転

換
さ

れ
た

K
j-

N
濃

度
－

脱
窒

で
の

除
去

濃
度

　
－

余
剰

汚
泥

に
転

換
さ

れ
た

K
j-

N
濃

度
－

脱
窒

で
の

除
去

濃
度

＝
｛
C

K
N

,i
n
－

C
K

N
,e

ff
－

（
a・

C
S
-
B
O

D
,i
n
＋

b
・
C

S
S,

in
－

c・
Σ

(τ
A
・
X

))
・
N

x｝
・
1
/
（
1＋

R
）

＝
｛
C

K
N

,i
n
－

C
K

N
,e

ff
－

（
a・

C
S
-
B
O

D
,i
n
＋

b
・
C

S
S,

in
－

c・
τ

A
・
X

)・
N

x｝
・
1
/
（
1＋

R
）

＝
2
7
.3

m
g/

L
＝

2
3
.8

9
m

g/
L

C
K

N
,i
n

：
流

入
K

j-
N

量
＝

流
入

T
-
N

量
と

す
る

62
.9

m
g/

L
C

K
N

,i
n

：
流

入
K

j-
N

量
＝

流
入

T
-
N

量
と

す
る

60
.4

m
g/

L
C

K
N

,e
ff

：
流

出
K

j-
N

量
＝

流
出

T
-
N

×
（
1
－

0
.4

）
と

す
る

7
.8

6
m

g/
L

C
K

N
,e

ff
：
流

出
K

j-
N

量
＝

流
出

T
-
N

×
（
1
－

0
.4

）
と

す
る

6
.7

2
m

g/
L

C
S
-
B
O

D
,i
n

：
流

入
溶

解
性

B
O

D
（
S
-
B

O
D

）
濃

度
12

4
m

g/
L

C
S
-
B
O

D
,i
n

：
流

入
溶

解
性

B
O

D
（
S
-
B

O
D

）
濃

度
11

9
m

g/
L

C
S
S,

in
：
流

入
S
S
濃

度
11

3
m

g/
L

C
S
S,

in
：
流

入
S
S
濃

度
10

6
m

g/
L

a
：
S
-
B

O
D

に
対

す
る

汚
泥

転
換

率
0
.5

m
g-

M
L
S
S
/
m

g-
B

O
D

a
：
S
-
B

O
D

に
対

す
る

汚
泥

転
換

率
0
.5

m
g-

M
L
S
S
/
m

g-
B

O
D

b
：
S
S
に

対
す

る
汚

泥
転

換
率

0
.9

5
m

g-
M

L
S
S
/
m

g-
S
S

b
：
S
S
に

対
す

る
汚

泥
転

換
率

0
.9

5
m

g-
M

L
S
S
/
m

g-
S
S

c
：
活

性
汚

泥
微

生
物

の
内

生
呼

吸
に

よ
る

減
少

を
表

す
係

数
0.

03
1
/
日

c
：
活

性
汚

泥
微

生
物

の
内

生
呼

吸
に

よ
る

減
少

を
表

す
係

数
0.

03
1
/
日

τ
A

：
好

気
タ

ン
ク

滞
留

時
間

1
段

目
0.

07
0

日
τ

A
：
好

気
タ

ン
ク

滞
留

時
間

1
段

目
0.

06
1

日
2
段

目
0.

09
6

日
2
段

目
0.

08
3

日
3
段

目
0.

12
1

日
3
段

目
0.

10
4

月
N

x
：
活

性
汚

泥
の

窒
素

含
有

率
0
.0

8
kg

-
N

/
kg

-
M

L
S
S

N
x

：
活

性
汚

泥
の

窒
素

含
有

率
0
.0

8
kg

-
N

/
kg

-
M

L
S
S

R
：
総

合
循

環
比

＝
r＋

R
N
＝

0
.6

0
R

：
総

合
循

環
比

＝
r＋

R
N
＝

0
.8

0

B
O

D
-
S
S
負

荷
に

基
づ

く
脱

窒
速

度
［
設

計
指

針
と

解
説

，
後

編
，

p
.1

6
1
］

B
O

D
-
S
S
負

荷
に

基
づ

く
脱

窒
速

度
［
設

計
指

針
と

解
説

，
後

編
，

p
.1

6
1
］

K
D

N
＝

6
.2

・
L

B
O

D
/
X
＋

0
.5

＝
1
.1

0
8

m
g-

N
/
g-

M
L
S
S
/
時

K
D

N
＝

6
.2

・
L

B
O

D
/
X
＋

0
.5

＝
1
.0

8
3

m
g-

N
/
g-

M
L
S
S
/
時

L
B
O

D
/
X

：
B

O
D

-
S
S
負

荷
0
.0

9
8

kg
-
B

O
D

/
kg

-
S
S
/
日

L
B
O

D
/
X

：
B

O
D

-
S
S
負

荷
0
.0

9
4

kg
-
B

O
D

/
kg

-
S
S
/
日

1
.1

0
8

＞
0
.8

6
7

O
K

!
1
.0

8
3

＞
1
.0

1
0

O
K

!

1
0
,5

3
6 0

13
,1

70

6
,8

2
8

11
,3

80
0
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項
目

Ⅲ
.
各

処
理

施
設

の
負

荷
及

び
汚

泥
量

(
1
)
沈

砂
池

日
最

大
汚

水
量

＝
m

3
/
日

日
最

大
汚

水
量

＝
m

3
/
日

＝
m

3
/
se

c
＝

m
3
/
se

c
時

間
最

大
汚

水
量

＝
m

3
/
日

時
間

最
大

汚
水

量
＝

m
3
/
日

＝
m

3
/
se

c
＝

m
3
/
se

c

流
入

管
流

入
管

口
径

m
m

流
入

管
口

径
m

m
勾

配
％

勾
配

％
管

低
高

M
管

低
高

M
満

管
流

量
m

3
/
se

c
満

管
流

量
m

3
/
se

c

注
）

流
速

の
算

定
は

ク
ッ

タ
ー

式
に

よ
る

。
n
＝

0
.0

1
3

注
）

流
速

の
算

定
は

ク
ッ

タ
ー

式
に

よ
る

。
n
＝

0
.0

1
3

流
入

ゲ
ー

ト
ゲ

ー
ト
室

底
高

＝
M

ゲ
ー

ト
室

底
高

＝
M

ゲ
ー

ト
寸

法
＝

1
4
00

m
m

×
1
4
00

m
m

ゲ
ー

ト
寸

法
＝

1
4
00

m
m

×
1
4
00

m
m

ゲ
ー

ト
数

＝
2

基
ゲ

ー
ト
数

＝
2

基

①
日

最
大

汚
水

量
に

対
し

て
①

日
最

大
汚

水
量

に
対

し
て

流
入

汚
水

量
＝

m
3
/
se

c
流

入
汚

水
量

＝
m

3
/
se

c
使

用
ゲ

ー
ト
数

＝
基

（
既

設
、

１
基

予
備

池
用

）
使

用
ゲ

ー
ト
数

＝
基

（
既

設
、

１
基

予
備

池
用

）
1
基

当
り

流
入

水
量

＝
m

3
/
se

c
1
基

当
り

流
入

水
量

＝
m

3
/
se

c
水

深
＝

＋
＝

m
水

深
＝

＋
＝

m

1
.4

×
1
.4

×

ゲ
ー

ト
通

過
時

水
位

＝
＋

＝
M

ゲ
ー

ト
通

過
時

水
位

＝
＋

＝
M

②
時

間
最

大
汚

水
量

に
対

し
て

②
時

間
最

大
汚

水
量

に
対

し
て

流
入

汚
水

量
＝

m
3
/
se

c
流

入
汚

水
量

＝
m

3
/
se

c
使

用
ゲ

ー
ト
数

＝
基

（
既

設
、

１
基

予
備

池
用

）
使

用
ゲ

ー
ト
数

＝
基

（
既

設
、

１
基

予
備

池
用

）
1
基

当
り

流
入

水
量

＝
m

3
/
se

c
1
基

当
り

流
入

水
量

＝
m

3
/
se

c
水

深
＝

＋
＝

m
水

深
＝

＋
＝

m

1
.4

×
1
.4

×

ゲ
ー

ト
通

過
時

水
位

＝
＋

＝
M

ゲ
ー

ト
通

過
時

水
位

＝
＋

＝
M

0
.2

2
0

1
9
,0

4
0

○
1
5
00

0
.1

4
.0

0
1

2
.2

8
3

全
体

計
画

事
業

計
画

1
1
,3

8
0

0
.1

3
2

1
3
,1

7
0

0
.1

5
2

2
1
,6

0
0

0
.2

5
0

○
1
5
00

0
.1

4
.0

0
1

2
.2

8
3

m
3
/
se

c
Q

/
Q

fu
ll

H
/
H

fu
ll

m
M

水
深

比

日
最

大
汚

水
量

時
間

最
大

汚
水

量

流
量

流
量

比
項

目

0
.1

3
2

0
.2

2
0

0
.0

5
78

4
.2

9
5

0
.0

9
64

0
.2

5
0

0
.3

7
5

4
.3

7
6

0
.1

9
6

0
.2

9
4

水
深

流
入

点
水

位

0
.4

9
5

0
.4

9
5

0
.1

3
2

m
＝

0
.1

9
0

3
.8

0
0

0.
13

2
1

0.
13

2
4.

29
5

-3
.8

00

-3
.8

00
0
.5

7
6

ゲ
ー

ト
通

過
流

速
＝

0
.2

2
0

＝
0
.2

7
3

m
0
.5

7
6

ゲ
ー

ト
通

過
流

速
＝

ゲ
ー

ト
損

失
＝

0.
22

0
1

0.
22

0
4.

37
6

＝
0
.0

0
3

m

4
.2

9
5

-
0
.0

0
3

4
.2

9
2

1
.5

×
0
.1

9
0^

2
2
g

m
2
g

4
.3

7
6

-
0
.0

0
6

4
.3

7
0

ゲ
ー

ト
損

失
＝

1
.5

×
0
.2

7
3^

2
＝

0
.0

0
6

流
入

点
水

位
M

0
.2

5
5

4
.2

5
6

m
水

深

4
.3

2
2

0
.4

5
6

ゲ
ー

ト
通

過
流

速
＝

0
.1

5
2

＝
0
.2

3
8

m
0
.4

5
6

3
.8

0
0

0.
15

2

項
目

流
量

流
量

比
水

深
比

m
3
/
se

c
Q

/
Q

fu
ll

H
/
H

fu
ll

0
.3

2
1

日
最

大
汚

水
量

0
.1

5
2

時
間

最
大

汚
水

量
0
.2

5
0

0
.1

0
95

0
.2

1
4

0
.0

6
66

0
.1

7
0

ゲ
ー

ト
通

過
流

速
＝

0
.2

5
0

＝

1
0.

15
2

4.
25

6
-3

.8
00

0
.3

4
2

mm
2
g

4
.2

5
6

-
0
.0

0
4

4
.2

5
2

0.
25

0

ゲ
ー

ト
損

失
＝

1
.5

×
0
.2

3
8^

2
＝

0
.0

0
4

0
.5

2
2

1
0.

25
0

4.
32

2
-3

.8
00

0
.5

2
2

0
.0

0
9

m
2
g

4
.3

2
2

-
0
.0

0
9

4
.3

1
3

ゲ
ー

ト
損

失
＝

1
.5

×
0
.3

4
2^

2
＝

4-24



項
目

全
体

計
画

事
業

計
画

ス
ク

リ
ー

ン
ス

ク
リ
ー

ン
仕

様
細

目
ス

ク
リ
ー

ン
ス

ク
リ
ー

ン
仕

様
細

目
ス

ク
リ
ー

ン
t　

：
バ

ー
厚

さ
m

m
t　

：
バ

ー
厚

さ
m

m
b
　

：
有

効
間

隔
m

m
b
　

：
有

効
間

隔
m

m
α

：
傾

斜
角

度
α

：
傾

斜
角

度
ス

ク
リ
ー

ン
水

路
幅

m
ス

ク
リ
ー

ン
水

路
幅

m
ス

ク
リ
ー

ン
底

高
M

ス
ク

リ
ー

ン
底

高
M

基
数

基
基

数
基

ス
ク

リ
ー

ン
損

失
ス

ク
リ
ー

ン
損

失
①

日
最

大
汚

水
量

に
対

し
て

①
日

最
大

汚
水

量
に

対
し

て
計

画
水

量
＝

m
3
/
日

（
日

最
大

）
計

画
水

量
＝

m
3
/
日

（
日

最
大

）
＝

m
3
/
se

c
＝

m
3
/
se

c
H

0
：

ス
ク

リ
ー

ン
上

流
側

水
深

＝
0
.4

9
5

－
0
.0

0
3

＝
0
.4

9
2

m
H

0
：

ス
ク

リ
ー

ン
上

流
側

水
深

＝
0
.4

5
6

－
0
.0

0
4

＝
0
.4

5
2

m
h
0
：

ス
ク

リ
ー

ン
で

閉
塞

さ
れ

る
水

深
＝

0
.4

9
2

÷
2

＝
0
.2

4
6

m
h
0
：

ス
ク

リ
ー

ン
で

閉
塞

さ
れ

る
水

深
＝

0
.4

5
2

÷
2

＝
0
.2

2
6

m
V

1
：

近
接

流
速

V
1
：

近
接

流
速

×
1
.4

×
1
.4

V
0
：

水
路

流
速

V
0
：

水
路

流
速

×
1
.4

×
1
.4

h
s：

損
失

水
頭

h
s：

損
失

水
頭

た
だ

し
β

：
ス

ク
リ
ー

ン
バ

ー
の

断
面

形
状

に
た

だ
し

β
：
ス

ク
リ
ー

ン
バ

ー
の

断
面

形
状

に
　

 よ
る

係
数

　
 よ

る
係

数

9
　

4
/
3

9
　

4
/
3

2
5

2
5

＝
m

＝
m

ス
ク

リ
ー

ン
通

過
時

水
位

＝
＋

＝
M

ス
ク

リ
ー

ン
通

過
時

水
位

＝
＋

＝
M

V
s：

ス
ク

リ
ー

ン
通

過
流

速
V

s：
ス

ク
リ
ー

ン
通

過
流

速

2
5

＋
9

2
5

＋
9

2
5

2
5

②
時

間
最

大
汚

水
量

に
対

し
て

②
時

間
最

大
汚

水
量

に
対

し
て

計
画

水
量

＝
m

3
/
日

（
日

最
大

）
計

画
水

量
＝

m
3
/
日

（
日

最
大

）
＝

m
3
/
se

c
＝

m
3
/
se

c
H

0
＝

－
＝

m
H

0
＝

－
＝

m
h
0

＝
÷

2
＝

m
h
0

＝
÷

2
＝

m

×
1
.4

×
1
.4

×
1
.4

×
1
.4

9
　

4
/
3

9
　

4
/
3

2
5

2
5

＝
m

＝
m

ス
ク

リ
ー

ン
通

過
時

水
位

＝
＋

＝
M

ス
ク

リ
ー

ン
通

過
時

水
位

＝
＋

＝
M

4
.3

7
0

-
0
.0

0
3

4
.3

6
7

m
/
se

c

×
0
.3

3
1
＾2

2
g

0
.0

0
3

2
.3

4
×

si
n

7
5
°

0
.5

7
0

0
.5

7
0

0
.5

7
0

0
.2

8
5

0
.2

6
1

0
.3

3
1

m
/
se

c
0
.2

8
5

0
.1

3
2

＝

0
.5

7
6

4
.2

8
8

2
.3

4
×

si
n

7
5
°

×

0
.0

0
4

m
/
se

c

11
,3

80

0
.1

9
2

×
＝

m
/
se

c

＝
0
.1

3
2

＝
0
.1

9
2

m
/
se

c
0
.4

9
2

＝
0
.2

4
6

0
.1

3
2

＝
0
.3

8
3

＝
水

路
流

速
　

×
有

効
目

幅
　

＋
　

バ
ー

厚
バ

ー
厚

0
.3

8
3
＾2

2
g

＝

4
.2

9
2

0
.1

3
2

1
.4

3.
70

0
1

11
,3

80

9 2
5

7
5

-
0
.0

0
4

0
.1

3
2

＝

0
.0

0
6

＝
V

1

V
0

＝

h
s

＝

0
.1

3
2

＝
0
.1

6
5

7
5

1
.4

3.
70

0
1

13
,1

70
0
.1

5
2

＝
0
.1

5
2

＝
0
.4

8

m
/
se

c

9 2
5

＝
0
.1

5
2

＝
0
.2

4
m

/
se

c
0
.4

5
2

m
/
se

c
0
.2

2
6

＝
水

路
流

速
　

×
有

効
目

幅
　

＋
　

バ
ー

厚
バ

ー
厚

＝
0
.2

4
×

0
.4

8
0
＾2

2
g

0
.0

0
7

4
.2

5
2

-
0
.0

0
7

4
.2

4
5

＝
2
.3

4
×

si
n

7
5
°

×

＝
0
.3

2
6

0
.2

5
65

m
/
se

c

13
,1

70
0
.1

5
2

0
.5

2
2

0
.0

0
9

0
.5

1
3

h
s

＝
2
.3

4
×

0
.5

1
3

0
.2

5
65

V
1

＝
0
.1

5
2

＝
0
.4

2
3

V
0

＝
0
.1

5
2

＝
0
.2

1
2

m
/
se

c
0
.5

1
3

×
0
.4

2
3
＾2

2
g

0
.0

0
5

4
.3

1
3

si
n

7
5
°

-
0
.0

0
5

4
.3

0
8

4-25



項
目

全
体

計
画

事
業

計
画

2
5

＋
9

2
5

＋
9

2
5

2
5

沈
砂

池
水

面
積

負
荷

＝
m

3
/
m

2
/
日

水
面

積
負

荷
＝

m
3
/
m

2
/
日

流
入

汚
水

量
＝

m
3
/
日

（
時

間
最

大
）

＝
m

3
/
se

c
流

入
汚

水
量

＝
m

3
/
日

（
時

間
最

大
）

＝
m

3
/
se

c
所

要
水

面
積

＝
÷

＝
m

2
所

要
水

面
積

＝
÷

＝
m

2

沈
砂

池
底

高
＝

M
沈

砂
池

底
高

＝
M

形
状

寸
法

型
式

形
状

寸
法

型
式

池
幅

m
池

幅
m

池
長

m
池

長
m

有
効

水
深

m
有

効
水

深
m

池
数

池
（
既

設
）

池
数

池
（
既

設
、

１
池

予
備

）

2
.0

×
2
.0

×

実
水

面
積

＝
2
.0

×
8
.0

＝
1
6
.0

0
m

2
実

水
面

積
＝

2
.0

×
8
.0

＝
1
6
.0

0
m

2

2
.0

×
8
.0

2
.0

×
8
.0

ポ
ン

プ
ポ

ン
プ

揚
水

量
＝

m
3
/
日

ポ
ン

プ
揚

水
量

＝
m

3
/
日

＝
m

3
/
分

＝
m

3
/
分

H
.W

.L
M

H
.W

.L
M

M
.W

.L
M

M
.W

.L
M

L
.W

.L
M

L
.W

.L
M

分
配

槽
堰

高
M

分
配

槽
堰

高
M

※
分

配
槽

W
L

実
揚

程
＝

＋
＝

m
実

揚
程

＝
＋

＝
m

ポ
ン

プ
仕

様
ポ

ン
プ

仕
様

m
m

m
m

m
m

m
m

m
m

m
m

m
3
/
分

m
3
/
分

m
3
/
分

m
3
/
分

m
3
/
分

m
3
/
分

m
m

m
m

m
m

kW
kW

kW
kW

kW
kW

台
台

台
台

台
台

m
3
/
分

m
3
/
分

　

実
揚

水
量

項
目

出
力

21
5

口
径

揚
水

量
揚

程
1
3

5
.6

水
中

槽
外

形
ポ

ン
プ

型
式

2
0
0

台
数

1
6
.8

1
4
.9

5
0

1
1
.2

5
0

N
o
.1

ポ
ン

プ
N

o
.2

ポ
ン

プ

4.
28

8
3.

70
0

1
4
.9

5
0

-
3
.7

0
0

m
3
/
m

2
/
日

8
.0

0
.6

6
7

1

1
9
,0

4
0

1
,8

0
0

1
0
.5

8
3
.5

0
0

重
力

式

＝
0
.1

6
5

×
＝

0
.2

2
4

m
/
se

c

19
,0

40
1
3
.3

4.
36

7

滞
留

時
間

＝

水
面

積
負

荷
＝

1
9
,0

4
0

m
/
se

c
0
.6

6
7

8
＝

4
8
.4

8
se

c
0
.1

6
5

＝
1
,1

9
0

0
.2

2
0

＝
0
.1

6
5

19
,0

40
1
,8

0
0

0
.2

2
0

流
速

＝

2
.0

V
s

1
,8

0
0

1
2
.0

0 m
3
/
m

2
/
日

se
c

1
,3

5
0

0
.2

0
6

2
1
,6

0
0

＝

8
＝

3
8
.8

3

0
.2

5
0

＝
0
.2

0
6

m
/
se

c
0
.6

0
8

3
.5

0
0

重
力

式

m
/
se

c

21
,6

00
1
5
.0

4.
30

8
4.

24
5

3.
70

0

V
s

＝
0
.2

1
2

×
＝

0
.2

8
8

1
4
.9

5
0

-
3
.7

0
0

1
4
.9

5
0

水
中

槽
外

形
ポ

ン
プ

立
軸

渦
巻

斜
流

ポ
ン

プ

1
1
.2

5
0

項
目

N
o
.1

ポ
ン

プ
N

o
.2

ポ
ン

プ

水
面

積
負

荷
＝

滞
留

時
間

＝

流
速

＝

2
.0

8
.0

0
.6

0
8

1

1
,8

0
0

21
,6

00
0
.2

5
0

2
1
,6

0
0

立
軸

渦
巻

斜
流

ポ
ン

プ

実
揚

水
量

N
o
.3

ポ
ン

プ
N

o
.3

ポ
ン

プ
立

軸
渦

巻
斜

流
ポ

ン
プ

4
0
0

1
9
.6

1
3

3
7 1

型
式

口
径

2
0
0

3
0
0

揚
水

量
5
.6

6
.3

台
数

1
7
.5

改
築

（
予

備
）

雨
水

対
策

立
軸

渦
巻

斜
流

ポ
ン

プ
4
0
0

1
9
.6

3
7 15
.6 1
3

2
5
0

1
3

7
5 1

既
設

（
予

備
）

既
設

改
築

2
1

揚
程

1
3

1
3

出
力

1
5

3
7

4-26



(2
)最

初
沈

殿
池

処
理

能
力

＝
m

3
/
日

処
理

能
力

＝
m

3
/
日

計
画

汚
水

量
＝

m
3
/
日

計
画

汚
水

量
＝

m
3
/
日

水
面

積
負

荷
＝

5
0

m
3
/
m

2
/
日

水
面

積
負

荷
＝

5
0

m
3
/
m

2
/
日

1
1
,3

8
0

1
3
,1

7
0

5
0

5
0

越
流

負
荷

＝
2
5
0

m
3
/
m

/
日

越
流

負
荷

＝
2
5
0

m
3
/
m

/
日

1
池

当
り

堰
長

＝
1
1
,3

8
0

1
池

当
り

堰
長

＝
1
3
,1

7
0

2
5
0

2
5
0

形
状

寸
法

矩
形

一
方

向
常

流
式

矩
形

一
方

向
常

流
式

4
.6

m
4
.6

m

1
8
.0

m
1
8
.0

m

3
.0

m
3
.0

m

1
4
.0

m
（
7
.0

m
×

2
条

）
1
4
.0

m
（
7
.0

m
×

2
条

）

4
池

（
既

設
）

4
池

（
既

設
）

水
面

積
＝

3
3
1
.2

m
2

水
面

積
＝

3
3
1
.2

m
2

容
積

＝
9
9
4

m
3

容
積

＝
9
9
4

m
3

実
水

面
積

負
荷

＝
1
1
,3

8
0

実
水

面
積

負
荷

＝
1
3
,1

7
0

3
3
1
.2

3
3
1
.2

＝
3
4
.4

m
3
/
m

2
/
日

＝
3
9
.8

m
3
/
m

2
/
日

超
流

堰
長

＝
5
6
.0

m
　

＞
4
5
.5

2
m

超
流

堰
長

＝
5
6
.0

m
　

＞
5
2
.6

8
m

長
さ

：
水

深
比

＝
6
.0

：
1

長
さ

：
水

深
比

＝
6
.0

：
1

滞
留

時
間

＝
9
9
4

×
2
4

滞
留

時
間

＝
9
9
4

×
2
4

1
1
,3

8
0

1
3
,1

7
0

＝
2
.1

0
時

間
＝

1
.8

1
時

間

生
汚

泥
ポ

ン
プ

汚
泥

量
＝

3
8
5

m
3
/
日

汚
泥

量
＝

4
2
0

m
3
/
日

1
日

1
2
.0

時
間

程
度

で
送

泥
1
日

1
2
.0

時
間

程
度

で
送

泥

で
き

る
能

力
と

す
る

で
き

る
能

力
と

す
る

＝
0
.5

3
m

3
/
分

＝
0
.5

8
m

3
/
分

横
軸

無
閉

塞
型

汚
泥

ポ
ン

プ
横

軸
無

閉
塞

型
汚

泥
ポ

ン
プ

1
0
0

m
m

1
0
0

m
m

0
.5

0
m

3
/
分

0
.8

0
m

3
/
分

5
m

5
m

2
.2

k
W

3
.7

k
W

2
台

2
台

（
既

設
）

1
～

2
系

列
3
系

列

m
2

＝

4
5
.5

2
m

以
上

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

池
幅

越
流

堰
長

既
設

系
統

＝

11
,3

80

項
目

台
数

所
要

水
面

積
＝

口
径

揚
水

量

揚
程

出
力

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

型
式

池
数

2
2
8

m
2

＝

形
式

池
幅

池
長

有
効

水
深

1
1
,3

8
0

越
流

堰
長

m
以

上

2
6
3

池
長

有
効

水
深

池
数

形
式

5
2
.6

8

出
力

台
数

揚
水

量

揚
程

13
,1

70
1
3
,1

7
0

所
要

水
面

積
＝

＝

型
式

口
径

事
業

計
画

4-27



1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

(3
)反

応
槽

計
画

汚
水

量
＝

m
3
/
日

計
画

汚
水

量
＝

m
3
/
日

計
画

汚
水

量
＝

m
3
/
日

計
画

汚
水

量
＝

m
3
/
日

計
画

水
量

＝
冬

季
日

最
大

水
量

計
画

水
量

＝
冬

季
日

最
大

水
量

計
画

水
量

＝
冬

季
日

最
大

水
量

計
画

水
量

＝
冬

季
日

最
大

水
量

Q
in
＝

m
3
/
日

Q
in
＝

m
3
/
日

Q
in
＝

m
3
/
日

Q
in
＝

m
3
/
日

冬
季

1
日

最
大

/
日

最
大

＝
0.

86
9

冬
季

1
日

最
大

/
日

最
大

＝
0.

86
9

冬
季

1
日

最
大

/
日

最
大

＝
0.

86
9

冬
季

1
日

最
大

/
日

最
大

＝
0.

86
9

1
)好

気
槽

容
量

1
)好

気
槽

容
量

硝
化

に
必

要
な

好
気

的
固

形
物

滞
留

時
間

θ
X

A
硝

化
に

必
要

な
好

気
的

固
形

物
滞

留
時

間
θ

X
A

θ
X

A
＞

１
/
μ

＝
2
9
.7

×
ex

p
（
－

0
.1

0
2
･Ｔ

）
θ

X
A
＞

１
/
μ

＝
2
9
.7

×
ex

p
（
－

0
.1

0
2
･Ｔ

）

出
典

：
下

水
道

施
設

計
画

・
設

計
指

針
と

解
説

-
2
0
1
9
年

版
-
，

後
編

，
p
.1

7
8

出
典

：
下

水
道

施
設

計
画

・
設

計
指

針
と

解
説

-
2
0
1
9
年

版
-
，

後
編

，
p
.1

7
8

T
：
設

計
水

温
＝

18
.0

℃
T

：
設

計
水

温
＝

18
.0

℃

θ
X

A
＝

2
9
.7

×
　

E
X

P
(

×
1
8
.0

）
θ

X
A
＝

2
9
.7

×
　

E
X

P
(

×
1
8
.0

）

＝
→

4
.8

日
（
下

限
値

）
＝

→
4
.8

日
（
下

限
値

）

　
①

最
終

段
好

気
タ

ン
ク

容
量

V
A

N
（
m

3
）

　
①

最
終

段
好

気
タ

ン
ク

容
量

V
A

N
（
m

3
）

Q
in

：
冬

季
日

最
大

水
量

Q
in

：
冬

季
日

最
大

水
量

C
S
-
B

O
D

,i
n

：
流

入
溶

解
性

B
O

D
（
S
-
B

O
D

）
濃

度
12

4
m

g/
L

C
S
-
B

O
D

・
in

：
流

入
溶

解
性

B
O

D
（
S
-
B

O
D

）
濃

度
11

9.
2

m
g/

L
C

S
S
,i
n

：
流

入
S
S
濃

度
11

2.
8

m
g/

L
C

S
S
・
in

：
流

入
S
S
濃

度
10

6.
4

m
g/

L

a
：
S
-
B

O
D

に
対

す
る

汚
泥

転
換

率
0
.5

m
g-

M
L
S
S
/
m

g-
B

O
D

a
：
S
-
B

O
D

に
対

す
る

汚
泥

転
換

率
0
.5

m
g-

M
L
S
S
/
m

g-
B

O
D

b
：
S
S
に

対
す

る
汚

泥
転

換
率

0
.9

5
m

g-
M

L
S
S
/
m

g-
S
S

b
：
S
S
に

対
す

る
汚

泥
転

換
率

0
.9

5
m

g-
M

L
S
S
/
m

g-
S
S

c
：
活

性
汚

泥
微

生
物

の
内

生
呼

吸
に

よ
る

減
少

を
表

す
係

数
0.

03
1
/
日

c
：
活

性
汚

泥
微

生
物

の
内

生
呼

吸
に

よ
る

減
少

を
表

す
係

数
0.

03
1
/
日

γ
：
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
に

対
す

る
固

形
物

の
発

生
倍

率
5
.0

倍
γ

：
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
に

対
す

る
固

形
物

の
発

生
倍

率
5
.0

倍
C

al
：
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
の

添
加

率
5.

91
m

g/
L

C
al

：
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
の

添
加

率
0

m
g/

L
X

N
：
最

終
段

の
M

L
S
S
濃

度
2,

50
0

m
g/

L
X

N
：
最

終
段

の
M

L
S
S
濃

度
3,

00
0

m
g/

L

N
：
ス

テ
ッ

プ
段

数
3

段
N

：
ス

テ
ッ

プ
段

数
3

段

V
A

N
＝

6
,4

4
0

×
V

A
N
＝

3
,4

5
0

×
V

A
N
＝

7
,4

3
0

×
V

A
N
＝

4
,0

1
0

×

＝
7
1
6

㎥
＜

7
7
7

m
3

O
K

!
＝

3
8
4

㎥
＜

4
1
7

m
3

O
K

!
＝

5
5
7

㎥
＜

7
7
7

m
3

O
K

!
＝

3
0
0

㎥
＜

4
1
7

m
3

O
K

!

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
 t

A
N
（
時

間
）

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
 t

A
N
（
時

間
）

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
 t

A
N
（
時

間
）

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
 t

A
N
（
時

間
）

2
4
×

V
A

N
2
4
×

7
7
7

2
4
×

V
A

N
2
4
×

4
1
7

2
4
×

V
A

N
2
4
×

7
7
7

2
4
×

V
A

N
2
4
×

4
1
7

＝
2
.8

9
時

間
＝

2
.9

0
時

間
＝

2
.5

1
時

間
＝

2
.4

9
時

間

＝
0
.1

2
日

＝
0
.1

2
日

＝
0
.1

日
＝

0
.1

日

（
１

＋
0
.0

3
×

4
.8

）
×

3
×

2
5
0
0

t A
N
＝

＝

4
.7

3
6

4
,0

1
0

7,
40

0
3,

98
0

t A
N
＝

Q
in

8,
54

0
4,

63
0

＝
3
,4

5
0

6
,4

4
0

4
.8

×
（
0
.5

×
1
2
4
＋

0
.9

5
×

1
1
2
.8

＋
5
×

5
.9

1
）

Q
in

4
.8

×
（
0
.5

×
1
2
4
＋

0
.9

5
×

1
1
2
.8

＋
5
×

5
.9

1
）

（
１

＋
0
.0

3
×

4
.8

）
×

3
×

2
5
0
0

-
0
.1

0
2

6
,4

4
0

3
,4

5
0

-
0
.1

0
2

4
.7

3
6

7
,4

3
0

4
.8

×
（
0
.5

×
1
1
9
.2

＋
0
.9

5
×

1
0
6
.4

＋
5
×

0
）

4
.8

×
（
0
.5

×
1
1
9
.2

＋
0
.9

5
×

1
0
6
.4

＋
5
×

0
）

（
１

＋
0
.0

3
×

4
.8

）
×

3
×

3
0
0
0

（
１

＋
0
.0

3
×

4
.8

）
×

3
×

3
0
0
0

t A
N
＝

＝
Q

in
4
,0

1
0

t A
N
＝

＝
7
,4

3
0

Q
in
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1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

　
②

各
段

好
気

タ
ン

ク
容

量
V

A
k

（
m

3
）

②
各

段
好

気
タ

ン
ク

容
量

V
A

N
（
m

3
）

k
段

目
の

好
気

タ
ン

ク
容

量
V

A
k

＝
X

N
/
X

k×
V

A
N

k
段

目
の

好
気

タ
ン

ク
容

量
V

A
k

＝
X

N
/
X

k×
V

A
N

k
段

目
の

M
L
S
S
濃

度
X

K
＝

(R
r＋

1
)/

(R
r＋

k
/
N

)・
X

N
k
段

目
の

M
L
S
S
濃

度
X

K
＝

(R
r＋

1
)/

(R
r＋

k
/
N

)・
X

N

R
r

:返
送

汚
泥

比
0.

60
R

r
:返

送
汚

泥
比

0.
80

X
N

：
最

終
段

の
M

L
S
S
濃

度
2,

50
0

m
g/

L
X

N
：
最

終
段

の
M

L
S
S
濃

度
3,

00
0

m
g/

L

N
：
ス

テ
ッ

プ
段

数
3

段
N

：
ス

テ
ッ

プ
段

数
3

段

1
段

目
の

M
L
S
S
濃

度
1
段

目
の

M
L
S
S
濃

度
　

X
1

＝
(0

.6
＋

1
)/

(0
.6

＋
1
/
3
)×

2
5
0
0
＝

4
,2

8
6

m
g/

L
　

X
1

＝
(0

.8
＋

1
)/

(0
.8

＋
1
/
3
)×

3
0
0
0
＝

4
,7

6
5

m
g/

L

2
段

目
の

M
L
S
S
濃

度
2
段

目
の

M
L
S
S
濃

度
　

X
1

＝
(0

.6
＋

1
)/

(0
.6

＋
1
/
3
)×

2
5
0
0
＝

3
,1

5
8

m
g/

L
　

X
1

＝
(0

.8
＋

1
)/

(0
.8

＋
1
/
3
)×

3
0
0
0
＝

3
,6

8
2

m
g/

L

返
送

汚
泥

濃
度

R
r＋

1
R

r＋
1

R
r

R
r

C
R
S

：
返

送
汚

泥
濃

度
（
m

g/
L
）

C
R
S

：
返

送
汚

泥
濃

度
（
m

g/
L
）

R
r

：
汚

泥
返

送
比

＝
0.

60
R

r
：
汚

泥
返

送
比

＝
0.

80
R

N
：
最

終
段

の
内

部
循

環
比

0.
0

R
N

：
最

終
段

の
内

部
循

環
比

0.
0

0
.6

＋
１

0
.8

0
＋

１

1
段

目
の

好
気

タ
ン

ク
容

量
1
段

目
の

好
気

タ
ン

ク
容

量
V

A
1
＝

2
5
0
0
/
4
2
8
6
×

7
1
6
＝

4
1
8

m
3

V
A

1
＝

2
5
0
0
/
4
2
8
6
×

3
8
4
＝

2
2
4

m
3

V
A

1
＝

3
0
0
0
/
4
7
6
5
×

5
5
7
＝

3
5
1

m
3

V
A

1
＝

3
0
0
0
/
4
7
6
5
×

3
0
0
＝

1
8
9

m
3

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
 t

A
1
（
時

間
）

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
 t

A
1
（
時

間
）

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
 t

A
1
（
時

間
）

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
 t

A
1
（
時

間
）

2
4
×

V
A

N
2
4
×

4
1
8

2
4
×

V
A

N
2
4
×

2
2
4

2
4
×

V
A

N
2
4
×

3
5
1

2
4
×

V
A

N
2
4
×

1
8
9

＝
1
.5

6
時

間
＝

1
.5

6
時

間
＝

1
.1

3
時

間
＝

1
.1

3
時

間

＝
0
.0

6
日

＝
0
.0

6
日

＝
0
.0

5
日

＝
0
.0

5
日

2
段

目
の

好
気

タ
ン

ク
容

量
2
段

目
の

好
気

タ
ン

ク
容

量
V

A
2
＝

2
5
0
0
/
3
1
5
8
×

7
1
6
＝

5
6
7

m
3

V
A

2
＝

2
5
0
0
/
3
1
5
8
×

3
8
4
＝

3
0
4

m
3

V
A

2
＝

3
0
0
0
/
3
6
8
2
×

5
5
7
＝

4
5
4

m
3

V
A

2
＝

3
0
0
0
/
3
6
8
2
×

3
0
0
＝

2
4
4

m
3

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
 t

A
2
（
時

間
）

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
 t

A
2
（
時

間
）

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
 t

A
2
（
時

間
）

冬
季

に
お

け
る

好
気

タ
ン

ク
滞

留
時

間
 t

A
2
（
時

間
）

2
4
×

V
A

N
2
4
×

5
6
7

2
4
×

V
A

N
2
4
×

3
0
4

2
4
×

V
A

N
2
4
×

4
5
4

2
4
×

V
A

N
2
4
×

2
4
4

＝
2
.1

1
時

間
＝

2
.1

1
時

間
＝

1
.4

7
時

間
＝

1
.4

6
時

間

＝
0
.0

9
日

＝
0
.0

9
日

＝
0
.0

6
日

＝
0
.0

6
日

必
要

好
気

タ
ン

ク
容

量
合

計
1
,7

0
1

m
3

必
要

好
気

タ
ン

ク
容

量
合

計
9
1
2

m
3

必
要

好
気

タ
ン

ク
容

量
合

計
1
,3

6
2

m
3

必
要

好
気

タ
ン

ク
容

量
合

計
7
3
3

m
3

実
好

気
タ

ン
ク

容
量

1,
85

0
m

3
実

好
気

タ
ン

ク
容

量
98

8
m

3
実

好
気

タ
ン

ク
容

量
1,

85
0

m
3

実
好

気
タ

ン
ク

容
量

98
8

m
3

m
g/

L

t A
2
＝

＝

＝

最
終

段
の

M
L
S
S
濃

度
×

＝

t A
2
＝

＝

C
R
S
＝

最
終

段
の

M
L
S
S
濃

度
×

t A
1
＝

＝

2
,5

0
0

×
＝

6
,6

6
7

0
.6

0

6
,4

4
0

3
,4

5
0

6
,7

5
0

m
g/

L
3
,0

0
0

×
＝

0
.8

0

C
R
S
＝

＝
＝

4
,0

1
0

＝
6
,4

4
0

3
,4

5
0

7
,4

3
0

Q
in

Q
in

Q
in

Q
in

Q
in

Q
in

t A
1
＝

＝
＝

4
,0

1
0

Q
in

Q
in

t A
2
＝

＝
t A

2
＝

＝
7
,4

3
0

4-29



1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

2
)無

酸
素

タ
ン

ク
容

量
V

D
N

（
m

3
）

2
)無

酸
素

タ
ン

ク
容

量
V

D
N

（
m

3
）

①
B

O
D

-
S
S
負

荷
に

よ
る

容
量

V
D

N
1

（
m

3
）

①
B

O
D

-
S
S
負

荷
に

よ
る

容
量

V
D

N
1

（
m

3
）

よ
り

よ
り

V
＝

（
C

B
O

D
,i
n
・
Q

in
）
/
（
L

B
O

D
/
X
・
X

）
V

＝
（
C

B
O

D
,i
n
・
Q

in
）
/
（
L

B
O

D
/
X
・
X

）

L
B

O
D

/
X

：
B

O
D

-
S
S
負

荷
0.

09
8

k
g-

B
O

D
/
k
g-

S
S
/
日

（
0
.0

5
～

0
.1

）
L

B
O

D
/
X

：
B

O
D

-
S
S
負

荷
0.

09
4

k
g-

B
O

D
/
k
g-

S
S
/
日

（
実

績
ベ

ー
ス

）
C

B
O

D
,i
n

：
反

応
槽

流
入

B
O

D
濃

度
15

5
m

g/
L

C
B

O
D

,i
n

：
反

応
槽

流
入

B
O

D
濃

度
14

9
m

g/
L

Q
in

：
冬

季
日

最
大

汚
水

量
Q

in
：
冬

季
日

最
大

汚
水

量

 V
：
無

酸
素

タ
ン

ク
容

量
と

好
気

タ
ン

ク
容

量
の

合
計

（
m

3
）

 V
：
無

酸
素

槽
Ⅰ

容
量

と
好

気
タ

ン
ク

容
量

の
合

計
（
m

3
）

 X
N

：
最

終
段

の
M

L
S
S
濃

度
2,

50
0

m
g/

L
 X

N
：
最

終
段

の
M

L
S
S
濃

度
3,

00
0

m
g/

L
 X

1
：
第

1
段

の
M

L
S
S
濃

度
4,

28
6

m
g/

L
 X

1
：
第

1
段

の
M

L
S
S
濃

度
4,

76
5

m
g/

L
 X

2
：
第

2
段

の
M

L
S
S
濃

度
3,

15
8

m
g/

L
 X

2
：
第

2
段

の
M

L
S
S
濃

度
3,

68
2

m
g/

L

各
段

流
入

水
量

各
段

流
入

水
量

Q
in
＝

m
3
/
日

Q
in
＝

m
3
/
日

Q
in
＝

m
3
/
日

Q
in
＝

m
3
/
日

B
O

D
-
S
S
負

荷
に

よ
る

総
所

要
容

量
B

O
D

-
S
S
負

荷
に

よ
る

総
所

要
容

量
B

O
D

-
S
S
負

荷
に

よ
る

総
所

要
容

量
B

O
D

-
S
S
負

荷
に

よ
る

総
所

要
容

量

V
＝

1
,3

5
8
＋

7
9
2
＋

1
,0

7
5

V
＝

7
2
8
＋

4
2
4
＋

5
7
6

V
＝

1
,3

0
9
＋

8
2
4
＋

1
,0

6
6

V
＝

7
0
6
＋

4
4
5
＋

5
7
6

＝
3
,2

2
5

m
3

＝
1
,7

2
8

m
3

＝
3
,1

9
9

m
3

＝
1
,7

2
7

m
3

V
D

N
＝

V
－

V
A

V
D

N
＝

V
－

V
A

V
D

N
＝

V
－

V
A

V
D

N
＝

V
－

V
A

＝
3
,2

2
5

m
3
 －

1,
85

0
m

3
＝

1
,7

2
8

m
3
 －

98
8

m
3

＝
3
,1

9
9

m
3
 －

1,
85

0
m

3
＝

1
,7

2
7

m
3
 －

98
8

m
3

＝
1
,3

7
5

m
3

＝
7
4
0

m
3

＝
1
,3

4
9

m
3

＝
7
3
9

m
3

反
応

タ
ン

ク
全

体
容

量
反

応
タ

ン
ク

全
体

容
量

m
m

m
m

m
m

m
m

m
m

m
m

池
（
既

設
）

池
（
1
池

増
設

）
池

（
既

設
）

池
（
1
池

増
設

）

断
面

積
＝

4
.5

×
5
.0

断
面

積
＝

5
.0

×
5
.0

断
面

積
＝

4
.5

×
5
.0

断
面

積
＝

5
.0

×
5
.0

－
（
0
.8

^2
　

＋
　

0
.5

^2
）

－
（
0
.8

^2
　

＋
　

0
.5

^2
）

－
（
0
.8

^2
　

＋
　

0
.5

^2
）

－
（
0
.8

^2
　

＋
　

0
.5

^2
）

＝
2
1
.6

m
2

＝
2
4
.1

m
2

＝
2
1
.6

m
2

＝
2
4
.1

m
2

実
容

量
＝

2
1
.6

×
4
2
.8

×
4

実
容

量
＝

2
4
.1

×
4
1
×

2
実

容
量

＝
2
1
.6

×
4
2
.8

×
4

実
容

量
＝

2
4
.1

×
4
1
×

2

3
,6

9
8

㎥
 ＞

3
,2

2
5

m
3

1
,9

7
6

㎥
 ＞

1
,7

2
8

m
3

3
,6

9
8

㎥
 ＞

3
,1

9
9

m
3

1
,9

7
6

㎥
 ＞

1
,7

2
7

m
3

O
K

!
O

K
!

O
K

!
O

K
!

V
1
＝

1
5
5
×

1
1
5
0

0
.0

9
8
×

4
2
8
6

1
5
5
×

2
1
4
7

0
.0

9
8
×

2
5
0
0

1,
15

0

V
N
＝

1
5
5
×

1
1
5
0

0
.0

9
8
×

2
5
0
0

池
幅

4
2
.8

池
長

5
.0

池
幅

＝
7
2
8

m
3

＝
4
2
4

m
3

V
2
＝

1
5
5
×

1
1
5
0

＝
5
7
6

m
3

0
.0

9
8
×

3
1
5
8

1
,3

0
9

m
3

8
2
4

池
数

有
効

水
深

m
3

1
,0

6
6

m
3

2,
14

7

V
N
＝

V
1
＝

1
5
5
×

2
1
4
7

0
.0

9
8
×

4
2
8
6

池
数

4
2
.8

5
.0 4

＝
1
,3

5
8

m
3

44
.5

有
効

水
深

池
数

5
.0 2

池
数

池
幅

池
長

5
.0

4
1
.0

2

有
効

水
深

5
.0

4
1
.0

5
.0

2,
47

7
1,

33
7

V
2
＝

1
5
5
×

2
1
4
7

0
.0

9
8
×

3
1
5
8

1
,0

7
5

池
長

池
長

＝
7
9
2

m
3

m
3

＝

池
幅

4
.5

有
効

水
深

V
2
＝

1
4
9
×

1
3
3
7

＝
0
.0

9
4
×

3
6
8
2

7
0
6

m
3

4
4
5

m
3

5
7
6

m
3

V
N
＝

1
4
9
×

1
3
3
7

＝
0
.0

9
4
×

3
0
0
0

V
1
＝

1
4
9
×

1
3
3
7

＝
0
.0

9
4
×

4
7
6
5

V
N
＝

1
4
9
×

2
4
7
7

＝
0
.0

9
4
×

3
0
0
0

V
1
＝

1
4
9
×

2
4
7
7

＝
0
.0

9
4
×

4
7
6
5

V
2
＝

1
4
9
×

2
4
7
7

＝
0
.0

9
4
×

3
6
8
2

4-30



1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

②
脱

窒
速

度
定

数
に

よ
る

容
量

V
D

N
2

（
m

3
）

②
脱

窒
速

度
定

数
に

よ
る

容
量

V
D

N
2

（
m

3
）

K
D

N
＝

6
.2

・
L

B
O

D
/
X
＋

0
.5

K
D

N
＝

6
.2

・
L

B
O

D
/
X
＋

0
.5

L
B

O
D

/
X

：
B

O
D

-
S
S
負

荷
（
k
g-

B
O

D
/
k
g-

S
S
/
日

）
L

B
O

D
/
X

：
B

O
D

-
S
S
負

荷
（
k
g-

B
O

D
/
k
g-

S
S
/
日

）
K

D
N

,i
n

：
B

O
D

-
S
S
負

荷
か

ら
求

ま
る

脱
窒

速
度

定
数

（
m

g-
N

/
g-

M
L
S
S
/
時

）
K

D
N

,i
n

：
B

O
D

-
S
S
負

荷
か

ら
求

ま
る

脱
窒

速
度

定
数

（
m

g-
N

/
g-

M
L
S
S
/
時

）

L
N

O
x,

D
N

：
返

送
N

O
ｘ
-
N

負
荷

量
（
k
g-

N
/
日

）
L

N
O

x,
D

N
：
返

送
N

O
ｘ
-
N

負
荷

量
（
k
g-

N
/
日

）
L

N
O

x,
D

N
＝

C
N

O
x･

ef
f×

(Q
r＋

Q
C
)/

1
0
0
0

L
N

O
x,

D
N
＝

C
N

O
x･

ef
f×

(Q
r＋

Q
C
)/

1
0
0
0

C
N

O
x,

ef
f

：
好

気
槽

流
出

水
N

O
x-

N
濃

度
C

N
O

x,
ef

f
：
好

気
槽

流
出

水
N

O
x-

N
濃

度
Q

r
：
返

送
汚

泥
量

Q
r

：
返

送
汚

泥
量

Q
C

：
循

環
水

量
Q

C
：
循

環
水

量

余
剰

汚
泥

と
し

て
除

去
さ

れ
る

窒
素

比
を

β
と

す
る

と
余

剰
汚

泥
と

し
て

除
去

さ
れ

る
窒

素
比

を
β

と
す

る
と

β
＝

N
X
・
（
a・

C
S
-
B

O
D

,i
n
＋

b
・
C

S
S
,i
n
－

c・
Σ

(ｔ
A
・
X

）
)/

C
T

N
,i
n

β
＝

N
X
・
（
a・

C
S
-
B

O
D

,i
n
＋

b
・
C

S
S
,i
n
－

c・
Σ

(ｔ
A
・
X

）
)/

C
T

N
,i
n

N
X

：
窒

素
含

有
率

0.
08

ｇ
-
N

/
g-

M
L
S
S

N
X

：
窒

素
含

有
率

0.
08

ｇ
-
N

/
g-

M
L
S
S

C
T

N
,i
n

：
流

入
全

窒
素

濃
度

62
.9

m
g/

L
C

T
N

,i
n

：
流

入
全

窒
素

濃
度

60
.4

m
g/

L

β
＝

0
.0

8
×

(0
.5

×
1
2
4
＋

0
.9

5
×

1
1
2
.8

－
0
.0

3
×

(0
.0

6
×

4
2
8
6
＋

0
.0

9
×

3
1
5
8
＋

0
.1

2
×

2
5
0
0
)/

6
2
.9

β
＝

0
.0

8
×

(0
.5

×
1
1
9
.2

＋
0
.9

5
×

1
0
6
.4

－
0
.0

3
×

(0
.0

5
×

4
7
6
5
＋

0
.0

6
×

3
6
8
2
＋

0
.1

×
3
0
0
0
)/

6
0
.4

＝
＝

こ
こ

で
、

C
T

N
,i
n
に

対
す

る
硝

化
対

象
窒

素
比

を
α

と
す

る
と

こ
こ

で
、

C
T

N
,i
n
に

対
す

る
硝

化
対

象
窒

素
比

を
α

と
す

る
と

C
K

j-
N

,e
ff

：
終

沈
流

出
K

ｊ-
N

濃
度

7.
86

m
g/

L
※

終
沈

流
出

T
-
N

×
（
1
－

0
.4

）
と

す
る

C
K

j-
N

,e
ff

：
終

沈
流

出
K

ｊ-
N

濃
度

6.
72

m
g/

L
※

終
沈

流
出

T
-
N

×
（
1
－

0
.4

）
と

す
る

α
＝

１
－

0
.1

8
3
－

7
.9

/
6
2
.9

＝
α

＝
１

－
0
.1

8
3
－

6
.7

/
6
0
.4

＝

ま
た

、
C

N
O

x,
ef

f
：
好

気
槽

流
出

水
N

O
x-

N
濃

度
（
m

ig
/
L
）

ま
た

、
C

N
O

x,
ef

f
：
好

気
槽

流
出

水
N

O
x-

N
濃

度
（
m

ig
/
L
）

R
：
総

合
循

環
比

＝
R

r＋
R

N
＝

0.
60

R
：
総

合
循

環
比

＝
R

r＋
R

N
＝

0.
8

C
N

O
x,

ef
f＝

0
.6

9
2

×
6
2
.9

×
1
/
（
1
＋

0
.6

0
）
＝

2
7
.2

0
m

g/
L

C
N

O
x,

ef
f＝

0
.7

0
6

×
6
0
.4

×
1
/
（
1
＋

0
.8

）
＝

2
3
.6

9
m

g/
L

返
送

汚
泥

量
　

Q
r 
（
m

3
/
日

）
返

送
汚

泥
量

　
Q

r 
（
m

3
/
日

）
返

送
汚

泥
量

　
Q

r 
（
m

3
/
日

）
返

送
汚

泥
量

　
Q

r 
（
m

3
/
日

）
Q

r＝
Q

iｎ
×

R
r

Q
r＝

Q
iｎ
×

R
r

Q
r＝

Q
iｎ
×

R
r

Q
r＝

Q
iｎ
×

R
r

＝
6
,4

4
0

×
0
.6

0
＝

3
,4

5
0

×
0
.6

0
＝

7
,4

3
0

×
0
.8

0
＝

4
,0

1
0

×
0
.8

0

＝
3
,8

6
4

m
3
/
日

＝
2
,0

7
0

m
3
/
日

＝
5
,9

4
4

m
3
/
日

＝
3
,2

0
8

m
3
/
日

循
環

水
量

　
Q

C
 （

m
3
/
日

）
循

環
水

量
　

Q
C
 （

m
3
/
日

）
循

環
水

量
　

Q
C
 （

m
3
/
日

）
循

環
水

量
　

Q
C
 （

m
3
/
日

）
Q

C
＝

Q
iｎ
×

R
N

Q
C
＝

Q
iｎ
×

R
N

Q
C
＝

Q
iｎ
×

R
N

Q
C
＝

Q
iｎ
×

R
N

＝
6
,4

4
0

×
0
.0

＝
3
,4

5
0

×
0
.0

＝
7
,4

3
0

×
0
.0

＝
4
,0

1
0

×
0
.0

＝
0

m
3
/
日

＝
0

m
3
/
日

＝
0

m
3
/
日

＝
0

m
3
/
日

L
N

O
x･

D
N
＝

2
7
.2

0
×

3
,8

6
4

×
1
0

-
3

L
N

O
x･

D
N
＝

2
7
.2

0
×

2
,0

7
0

×
1
0

-
3

L
N

O
x･

D
N
＝

2
3
.6

9
×

5
,9

4
4

×
1
0

-
3

L
N

O
x･

D
N
＝

2
3
.6

9
×

3
,2

0
8

×
1
0

-
3

＝
1
0
5
.1

k
g/

日
＝

5
6
.3

0
k
g/

日
＝

1
4
0
.8

k
g/

日
＝

7
6
.0

0
k
g/

日

C
N

O
x,

ef
f＝0

.1
8
3

0
.6

9
2

0
.7

0
6

0
.1

8
3

C
N

O
x,

ef
f＝
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1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

上
記

の
①

及
び

②
か

ら
求

ま
る

容
量

の
う

ち
、

大
き

い
も

の
を

必
要

容
量

と
す

る
。

上
記

の
①

及
び

②
か

ら
求

ま
る

容
量

の
う

ち
、

大
き

い
も

の
を

必
要

容
量

と
す

る
。

差
差

m
3

m
3

-
2
0
6

-
4
5
7

-
1
0
7

-
2
3
6

よ
っ

て
V

D
N
＝

m
3

よ
っ

て
V

D
N
＝

m
3

よ
っ

て
V

D
N
＝

m
3

よ
っ

て
V

D
N
＝

m
3

滞
留

時
間

＝
時

間
滞

留
時

間
＝

時
間

滞
留

時
間

＝
時

間
滞

留
時

間
＝

時
間

各
槽

池
長

は
一

部
既

設
隔

壁
を

改
修

し
て

槽
分

割
を

各
槽

池
長

は
一

部
既

設
隔

壁
を

改
修

し
て

槽
分

割
を

各
槽

池
長

は
既

設
隔

壁
を

流
用

す
る

。
各

槽
池

長
は

既
設

隔
壁

を
流

用
す

る
。

行
う

。
行

う
。

1
-
1
～

2
-
2
池

4
池

3
-
1
～

3
-
2
池

2
池

1
-
1
～

2
-
2
池

4
池

3
-
1
～

3
-
2
池

2
池

無
酸

素
槽

Ⅰ
＝

m
V

1
無

酸
素

槽
Ⅰ

＝
m

V
1

無
酸

素
槽

Ⅰ
＝

m
V

1
無

酸
素

槽
Ⅰ

＝
m

V
1

好
気

槽
Ⅰ

＝
m

1
0
.5

0
好

気
槽

Ⅰ
＝

m
1
0
.0

0
好

気
槽

Ⅰ
＝

m
1
0
.5

0
好

気
槽

Ⅰ
＝

m
1
0
.0

0

無
酸

素
槽

Ⅱ
＝

m
V

2
無

酸
素

槽
Ⅱ

＝
m

V
2

無
酸

素
槽

Ⅱ
＝

m
V

2
無

酸
素

槽
Ⅱ

＝
m

V
2

好
気

槽
Ⅱ

＝
m

1
4
.3

0
好

気
槽

Ⅱ
＝

m
1
3
.7

0
好

気
槽

Ⅱ
＝

m
1
4
.3

0
好

気
槽

Ⅱ
＝

m
1
3
.7

0

無
酸

素
槽

Ⅰ
＝

m
V

3
無

酸
素

槽
Ⅲ

＝
m

V
3

無
酸

素
槽

Ⅰ
＝

m
V

3
無

酸
素

槽
Ⅲ

＝
m

V
3

好
気

槽
Ⅰ

＝
m

1
8
.0

0
好

気
槽

Ⅲ
＝

m
1
7
.3

0
好

気
槽

Ⅰ
＝

m
1
8
.0

0
好

気
槽

Ⅲ
＝

m
1
7
.3

0

m
m

m
m

V
1
：
V

2
：
V

3
＝

1
：

1
.3

6
：

1
.7

1
4
.0

8
V

1
：
V

2
：
V

3
＝

1
：

1
.3

7
：

1
.7

3
4
.1

0
V

1
：
V

2
：
V

3
＝

１
：

1
.3

6
：

1
.7

1
V

1
：
V

2
：
V

3
＝

１
：

1
.3

7
：

1
.7

3

各
槽

容
量

各
槽

容
量

各
槽

容
量

各
槽

容
量

無
酸

素
槽

Ⅰ
＝

2
1
.6

×
5
.2

5
×

4
無

酸
素

槽
Ⅰ

＝
2
4
.1

×
5
×

2
無

酸
素

槽
Ⅰ

＝
2
1
.6

×
5
.2

5
×

4
無

酸
素

槽
Ⅰ

＝
2
4
.1

×
5
×

2

＝
4
5
4

m
3

＝
2
4
1

m
3

＝
4
5
4

m
3

＝
2
4
1

m
3

好
気

槽
Ⅰ

＝
2
1
.6

×
5
.2

5
×

4
好

気
槽

Ⅰ
＝

2
4
.1

×
5
×

2
好

気
槽

Ⅰ
＝

2
1
.6

×
5
.2

5
×

4
好

気
槽

Ⅰ
＝

2
4
.1

×
5
×

2

＝
4
5
4

㎥
 ＞

4
1
8

m
3

＝
2
4
1

㎥
 ＞

2
2
4

m
3

＝
4
5
4

㎥
 ＞

3
5
1

m
3

＝
2
4
1

㎥
 ＞

1
8
9

m
3

無
酸

素
槽

Ⅱ
＝

2
1
.6

×
7
.1

5
×

4
無

酸
素

槽
Ⅱ

＝
2
4
.1

×
6
.8

5
×

2
無

酸
素

槽
Ⅱ

＝
2
1
.6

×
7
.1

5
×

4
無

酸
素

槽
Ⅱ

＝
2
4
.1

×
6
.8

5
×

2

＝
6
1
8

m
3

＝
3
3
0

m
3

＝
6
1
8

m
3

＝
3
3
0

m
3

好
気

槽
Ⅱ

＝
2
1
.6

×
7
.1

5
×

4
好

気
槽

Ⅱ
＝

2
4
.1

×
6
.8

5
×

2
好

気
槽

Ⅱ
＝

2
1
.6

×
7
.1

5
×

4
好

気
槽

Ⅱ
＝

2
4
.1

×
6
.8

5
×

2

＝
6
1
8

㎥
 ＞

5
6
7

m
3

＝
3
3
0

㎥
 ＞

3
0
4

m
3

＝
6
1
8

㎥
 ＞

4
5
4

m
3

＝
3
3
0

㎥
 ＞

2
4
4

m
3

無
酸

素
槽

Ⅲ
＝

2
1
.6

×
9
×

4
無

酸
素

槽
Ⅲ

＝
2
4
.1

×
8
.6

5
×

2
無

酸
素

槽
Ⅲ

＝
2
1
.6

×
9
×

4
無

酸
素

槽
Ⅲ

＝
2
4
.1

×
8
.6

5
×

2

＝
7
7
8

m
3

＝
4
1
7

m
3

＝
7
7
8

m
3

＝
4
1
7

m
3

好
気

槽
Ⅲ

＝
2
1
.6

×
9
×

4
好

気
槽

Ⅲ
＝

2
4
.1

×
8
.6

5
×

2
好

気
槽

Ⅲ
＝

2
1
.6

×
9
×

4
好

気
槽

Ⅲ
＝

2
4
.1

×
8
.6

5
×

2

＝
7
7
8

㎥
 ＞

7
1
6

m
3

＝
4
1
7

㎥
 ＞

3
8
4

m
3

＝
7
7
8

㎥
 ＞

5
5
7

m
3

＝
4
1
7

㎥
 ＞

3
0
0

m
3

3
,7

0
0

m
3

1
,9

7
6

m
3

3
,7

0
0

m
3

1
,9

7
6

m
3

無
酸

素
槽

＝
1
,8

5
0

㎥
 ＞

1
,5

8
1

m
3

無
酸

素
槽

＝
9
8
8

㎥
 ＞

8
4
7

m
3

無
酸

素
槽

＝
1
,8

5
0

㎥
 ＞

1
,8

0
6

m
3

無
酸

素
槽

＝
9
8
8

㎥
 ＞

9
7
5

m
3

好
気

槽
＝

1
,8

5
0

㎥
 ＞

1
,7

0
1

m
3

好
気

槽
＝

9
8
8

㎥
 ＞

9
1
2

m
3

好
気

槽
＝

1
,8

5
0

㎥
 ＞

1
,3

6
2

m
3

好
気

槽
＝

9
8
8

㎥
 ＞

7
3
3

m
3

V
①

V
D

N
1

②
V

D
N

2
項

目
m

g-
N

/
g-

M
L
S
S
/
時

kg
-
B
O

D
/
kg

-
M

L
S
S
/
日

m
g-

N
/
g-

M
L
S
S
/
時

K
D

N
,i
n

5
.8

9
5
.8

9

7
4
0

8
4
7

1
,7

2
8

L
B

O
D

/
X

1
,5

8
1

8
4
7

9
.0

0

9
.0

0

合
計

＝
合

計
＝

項
目

1
～

2
池

3
池

7
3
9

m
3

9
.0

0
8
.6

5

9
.0

0
8
.6

5

5
.2

5
0

1
,8

0
6

5
.8

3

0
.0

9
4

0
.0

9
4

m
3

1
.0

8

5
.0

0

5
.2

5
0

5
.0

0

合
計

＝
4
1
.0

0

8
.6

5

8
.6

5

合
計

＝
合

計
＝

9
7
5

5
.8

4

1
.0

8
1
,7

2
7

3
,1

9
9

7
.1

5
0

6
.8

5

7
.1

5
0

6
.8

5

合
計

＝
4
2
.8

0

1
,3

4
9

1
,8

0
6

m
3

6
.8

5

合
計

＝
4
1
.0

0
合

計
＝

7
.1

5
0

4
2
.8

0

6
.8

5

5
.0

0

5
.0

0

7
.1

5
0

3
池

1
.1

1

5
.2

5
0

5
.2

5
0

1
～

2
池

0
.0

9
8

1
.1

1

0
.0

9
8

1
,5

8
1

1
,3

7
5

3
,2

2
5

m
3

m
3

m
3

①
V

D
N

1
②

V
D

N
2

L
B

O
D

/
X

K
D

N
,i
n

V
kg

-
B
O

D
/
kg

-
M

L
S
S
/
日

9
7
5
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1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

冬
季

日
最

大
汚

水
量

に
対

す
る

滞
留

時
間

冬
季

日
最

大
汚

水
量

に
対

す
る

滞
留

時
間

①
冬

季
に

お
け

る
生

物
反

応
槽

滞
留

時
間

①
冬

季
に

お
け

る
生

物
反

応
槽

滞
留

時
間

①
冬

季
に

お
け

る
生

物
反

応
槽

滞
留

時
間

①
冬

季
に

お
け

る
生

物
反

応
槽

滞
留

時
間

3
,7

0
0

×
2
4

1
,9

7
6

×
2
4

3
,7

0
0

×
2
4

1
,9

7
6

×
2
4

②
冬

季
に

お
け

る
好

気
タ

ン
ク

滞
留

時
間

②
冬

季
に

お
け

る
好

気
タ

ン
ク

滞
留

時
間

②
冬

季
に

お
け

る
好

気
タ

ン
ク

滞
留

時
間

②
冬

季
に

お
け

る
好

気
タ

ン
ク

滞
留

時
間

好
気

タ
ン

ク
Ⅰ

容
量

4
5
4

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅰ

容
量

2
4
1

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅰ

容
量

4
5
4

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅰ

容
量

2
4
1

m
3

4
5
4

×
2
4

2
4
1

×
2
4

4
5
4

×
2
4

2
4
1

×
2
4

好
気

タ
ン

ク
Ⅱ

容
量

6
1
8

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅱ

容
量

3
3
0

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅱ

容
量

6
1
8

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅱ

容
量

3
3
0

m
3

6
1
8

×
2
4

3
3
0

×
2
4

6
1
8

×
2
4

3
3
0

×
2
4

好
気

タ
ン

ク
Ⅲ

容
量

7
7
8

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅲ

容
量

4
1
7

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅲ

容
量

7
7
8

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅲ

容
量

4
1
7

m
3

7
7
8

×
2
4

4
1
7

×
2
4

7
7
8

×
2
4

4
1
7

×
2
4

計
画

日
最

大
汚

水
量

に
対

す
る

滞
留

時
間

計
画

日
最

大
汚

水
量

に
対

す
る

滞
留

時
間

計
画

日
最

大
汚

水
量

に
対

す
る

滞
留

時
間

計
画

日
最

大
汚

水
量

に
対

す
る

滞
留

時
間

①
生

物
反

応
槽

滞
留

時
間

①
生

物
反

応
槽

滞
留

時
間

①
生

物
反

応
槽

滞
留

時
間

①
生

物
反

応
槽

滞
留

時
間

3
,7

0
0

×
2
4

1
,9

7
6

×
2
4

3
,7

0
0

×
2
4

1
,9

7
6

×
2
4

②
好

気
タ

ン
ク

滞
留

時
間

②
好

気
タ

ン
ク

滞
留

時
間

②
好

気
タ

ン
ク

滞
留

時
間

②
好

気
タ

ン
ク

滞
留

時
間

好
気

タ
ン

ク
Ⅰ

容
量

4
5
4

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅰ

容
量

2
4
1

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅰ

容
量

4
5
4

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅰ

容
量

2
4
1

m
3

4
5
4

×
2
4

2
4
1

×
2
4

4
5
4

×
2
4

2
4
1

×
2
4

好
気

タ
ン

ク
Ⅱ

容
量

6
1
8

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅱ

容
量

3
3
0

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅱ

容
量

6
1
8

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅱ

容
量

3
3
0

m
3

6
1
8

×
2
4

3
3
0

×
2
4

6
1
8

×
2
4

3
3
0

×
2
4

好
気

タ
ン

ク
Ⅲ

容
量

7
7
8

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅲ

容
量

4
1
7

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅲ

容
量

7
7
8

m
3

好
気

タ
ン

ク
Ⅲ

容
量

4
1
7

m
3

7
7
8

×
2
4

4
1
7

×
2
4

7
7
8

×
2
4

4
1
7

×
2
4

送
気

量
必

要
酸

素
量

A
O

R
（
k
g-

O
2
/
日

）
必

要
酸

素
量

A
O

R
（
k
g-

O
2
/
日

）

A
O

R
＝

D
B
＋

D
N
＋

D
E
＋

D
O

A
O

R
＝

D
B
＋

D
N
＋

D
E
＋

D
O

こ
こ

に
、

　
D

B
：
有

機
物

酸
化

に
よ

る
酸

素
消

費
量

こ
こ

に
、

　
D

B
：
有

機
物

酸
化

に
よ

る
酸

素
消

費
量

D
N

：
硝

化
に

よ
る

酸
素

消
費

量
D

N
：
硝

化
に

よ
る

酸
素

消
費

量
D

E
：
内

生
呼

吸
に

よ
る

酸
素

消
費

量
D

E
：
内

生
呼

吸
に

よ
る

酸
素

消
費

量
D

O
：
溶

存
酸

素
濃

度
維

持
に

必
要

な
酸

素
消

費
量

D
O

：
溶

存
酸

素
濃

度
維

持
に

必
要

な
酸

素
消

費
量

t A
3
 ＝

1
.4

5
時

間

t A
1
 ＝

3,
45

0

t 1
 ＝

6,
44

0

t A
2
 ＝

t A
3
 ＝

6,
44

0
t 1

 ＝
t 1

 ＝
3,

45
0

時
間

＝
1
3
.7

9
時

間

＝
1
.6

9
時

間

t 1
 ＝

＝

t A
1
 ＝

＝

＝

t 1
 ＝

＝

t A
1
 ＝

＝
8,

54
0

時
間

時
間

＝
1
1
.8

時
間

t A
2
 ＝

1
3
.7

5

t A
3
 ＝

2
.3

0
時

間

＝

1
3
.7

時
間

＝
2
.5

1

時
間

＝
1
.6

8

t 1
 ＝

4,
01

0

4,
01

0

4,
63

0

t A
2
 ＝

＝

時
間

t A
3
 ＝

＝

3,
45

0

時
間

＝
2
.3

0
時

間

＝
1
.9

9

3,
45

0

3,
98

0

＝
2
.9

0

＝

3,
45

0

7,
43

0

t A
1
 ＝

t A
1
 ＝

7,
43

0

t 1
 ＝

t A
3
 ＝

1
.5

0
時

間

2
.5

1
時

間

1
2
.0

時
間

1
.2

8
時

間
t A

1
 ＝

7,
43

0

3,
98

0
＝

2
.0

0
時

間

t A
3
 ＝

＝
2
.5

2
時

間
7,

40
0

＝
1
3
.8

t A
2
 ＝

3,
98

0

t A
1
 ＝

t A
2
 ＝

7,
40

0

t A
1
 ＝

7,
40

0
＝

1
.4

7
時

間

2
.9

0
時

間
6,

44
0

6,
44

0

6,
44

0

時
間

4,
63

0
t A

2
 ＝

＝
1
.7

4
時

間
8,

54
0

1
.4

0
時

間

＝
1
2

時
間

1
.7

1

＝

2
.5

0
時

間

t A
2
 ＝

＝
2
.0

0
時

間
7,

43
0

＝

t A
2
 ＝

＝
1
.9

8
時

間
4,

01
0

＝
4,

01
0

t 1
 ＝

＝
1
1
.8

時
間

7,
43

0
4,

01
0

t A
3
 ＝

＝
2
.1

9
時

間
t A

3
 ＝

＝
2
.1

6
時

間
8,

54
0

4,
63

0

＝
1
.2

5
時

間
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1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

・
有

機
物

酸
化

に
よ

る
酸

素
消

費
量

D
B

（
k
g-

O
2
/
日

）
・
有

機
物

酸
化

に
よ

る
酸

素
消

費
量

D
B

（
k
g-

O
2
/
日

）

A
：
除

去
B

O
D

当
り

に
必

要
な

酸
素

量
0
.6

k
g-

O
2
/
k
g-

B
O

D
（
0
.5

～
0
.7

）
A

：
除

去
B

O
D

当
り

に
必

要
な

酸
素

量
0
.6

k
g-

O
2
/
k
g-

B
O

D
（
0
.5

～
0
.7

）

K
：
脱

窒
に

よ
り

消
費

さ
れ

る
B

O
D

量
2
.8

6
k
g-

B
O

D
/
k
g-

N
（
2
.0

～
3
.0

）
K

：
脱

窒
に

よ
り

消
費

さ
れ

る
B

O
D

量
2
.8

6
k
g-

B
O

D
/
k
g-

N
（
2
.0

～
3
.0

）
C

B
O

D
,i
n

：
流

入
水

B
O

D
濃

度
15

5
m

g/
L

C
B

O
D

,i
n

：
流

入
水

B
O

D
濃

度
14

9
m

g/
L

C
B

O
D

,e
ff

：
処

理
水

B
O

D
濃

度
7.

8
m

g/
L

C
B

O
D

,e
ff

：
処

理
水

B
O

D
濃

度
8.

9
m

g/
L

Q
in

：
反

応
タ

ン
ク

流
入

水
量

Q
in

：
反

応
タ

ン
ク

流
入

水
量

7,
40

0
＋

3,
98

0
＝

1
1
,3

8
0

m
3
/
日

8,
54

0
＋

4,
63

0
＝

1
3
,1

7
0

m
3
/
日

L
N

O
x･

D
N

：
無

酸
素

タ
ン

ク
の

N
O

x-
N

負
荷

量
L

N
O

x･
D

N
：
無

酸
素

タ
ン

ク
の

N
O

x-
N

負
荷

量

10
5.

1
＋

56
.3

0
＝

1
6
1
.4

0
k
g-

N
/
日

14
0.

8
＋

76
.0

0
＝

2
1
6
.8

1
k
g-

N
/
日

L
N

O
x･

A
：
無

酸
素

タ
ン

ク
流

出
量

0
k
g-

N
/
日

L
N

O
x･

A
：
無

酸
素

タ
ン

ク
流

出
量

0
k
g-

N
/
日

D
B
＝

｛
（
1
5
5
－

7
.8

）
×

1
1
,3

8
0
×

1
0
＾
-
3
－

（
1
6
1
.4

－
0
）
×

2
.8

6
｝
×

0
.6

D
B
＝

｛
（
1
4
9
－

8
.9

）
×

1
3
,1

7
0
×

1
0
＾
-
3
－

（
2
1
6
.8

1
－

0
）
×

2
.8

6
｝
×

0
.6

＝
7
2
8

k
g-

O
2
/
日

＝
7
3
5

k
g-

O
2
/
日

・
硝

化
に

よ
る

酸
素

消
費

量
D

N
（
k
g-

O
2
/
日

）
・
硝

化
に

よ
る

酸
素

消
費

量
D

N
（
k
g-

O
2
/
日

）

D
N
＝

C
×

硝
化

し
た

K
j－

N
量

（
k
g-

N
/
日

）
D

N
＝

C
×

硝
化

し
た

K
j－

N
量

（
k
g-

N
/
日

）

C
：
硝

化
反

応
に

伴
い

消
費

さ
れ

る
酸

素
量

4
.5

7
k
g-

B
O

D
/
k
g-

N
C

：
硝

化
反

応
に

伴
い

消
費

さ
れ

る
酸

素
量

4
.5

7
k
g-

B
O

D
/
k
g-

N

硝
化

し
た

K
j-

N
量

＝
流

入
水

K
j-

N
量

－
流

出
水

K
j-

N
量

－
余

剰
汚

泥
に

転
換

さ
れ

た
K

j-
N

量
硝

化
し

た
K

j-
N

量
＝

流
入

水
K

j-
N

量
－

流
出

水
K

j-
N

量
－

余
剰

汚
泥

に
転

換
さ

れ
た

K
j-

N
量

流
入

水
K

j-
N

量
　

＝
Q

in
×

C
K

N
,i
n
/
1
0
0
0

流
入

水
K

j-
N

量
　

＝
Q

in
×

C
K

N
,i
n
/
1
0
0
0

流
出

水
K

j-
N

量
　

＝
Q

in
×

C
K

N
,o

u
t/

1
0
0
0

流
出

水
K

j-
N

量
　

＝
Q

in
×

C
K

N
,o

u
t/

1
0
0
0

　
　

余
剰

汚
泥

に
転

換
さ

れ
た

K
j-

N
量

＝
余

剰
汚

泥
量

×
N

X
　

　
余

剰
汚

泥
に

転
換

さ
れ

た
K

j-
N

量
＝

余
剰

汚
泥

量
×

N
X

　
余

剰
汚

泥
量

＝
　

余
剰

汚
泥

量
＝

Q
in

：
流

入
水

量
11

,3
80

m
3
/
日

Q
in

：
流

入
水

量
13

,1
70

m
3
/
日

C
S
-
B

O
D

・
in

：
流

入
溶

解
性

B
O

D
（
S
-
B

O
D

）
濃

度
12

4
m

g/
L

C
S
-
B

O
D

・
in

：
流

入
溶

解
性

B
O

D
（
S
-
B

O
D

）
濃

度
11

9.
2

m
g/

L
C

S
S
・
in

：
流

入
S
S
濃

度
11

2.
8

m
g/

L
C

S
S
・
in

：
流

入
S
S
濃

度
10

6.
4

m
g/

L

 a
：
溶

解
性

B
O

D
の

汚
泥

転
換

率
0.

5
k
g-

M
L
S
S
/
k
g-

B
O

D
 a

：
溶

解
性

B
O

D
の

汚
泥

転
換

率
0.

5
k
g-

M
L
S
S
/
k
g-

B
O

D

 b
：
S
S
に

対
す

る
汚

泥
転

換
率

0.
95

k
g-

M
L
S
S
/
k
g-

S
S

 b
：
S
S
に

対
す

る
汚

泥
転

換
率

0.
95

k
g-

M
L
S
S
/
k
g-

S
S

 c
：
活

性
汚

泥
微

生
物

の
内

生
呼

吸
に

よ
る

減
量

を
表

す
係

数
0.

03
1
/
日

 c
：
活

性
汚

泥
微

生
物

の
内

生
呼

吸
に

よ
る

減
量

を
表

す
係

数
0.

03
1
/
日

t A
1

：
好

気
タ

ン
ク

Ⅰ
滞

留
時

間
＝

/1
13

80
＝

0
.0

6
1

日
t A

1
：
好

気
タ

ン
ク

Ⅰ
滞

留
時

間
＝

/1
31

70
＝

0
.0

5
3

日
t A

2
：
好

気
タ

ン
ク

Ⅱ
滞

留
時

間
＝

/1
13

80
＝

0
.0

8
3

日
t A

2
：
好

気
タ

ン
ク

Ⅱ
滞

留
時

間
＝

/1
31

70
＝

0
.0

7
2

日
t A

3
：
好

気
タ

ン
ク

Ⅲ
滞

留
時

間
＝

/1
13

80
＝

0
.1

0
5

日
t A

3
：
好

気
タ

ン
ク

Ⅲ
滞

留
時

間
＝

/1
31

70
＝

0
.0

9
1

日
X

1
：
第

1
段

の
M

L
S
S
濃

度
4,

28
6

m
g/

L
X

1
：
第

1
段

の
M

L
S
S
濃

度
4,

76
5

m
g/

L
X

2
：
第

2
段

の
M

L
S
S
濃

度
3,

15
8

m
g/

L
X

2
：
第

2
段

の
M

L
S
S
濃

度
3,

68
2

m
g/

L
X

N
：
最

終
段

の
M

L
S
S
濃

度
2,

50
0

m
g/

L
X

N
：
最

終
段

の
M

L
S
S
濃

度
2,

50
0

m
g/

L
C

K
N

,i
n

：
流

入
K

j－
N

濃
度

62
.9

m
g/

L
C

K
N

,i
n

：
流

入
K

j－
N

濃
度

60
.4

m
g/

L
C

K
N

,o
u
t

：
流

出
K

j－
N

濃
度

1
.0

m
g/

L
C

K
N

,o
u
t

：
流

出
K

j－
N

濃
度

1
.0

m
g/

L
N

X
：
活

性
汚

泥
窒

素
含

有
率

0.
08

ｇ
-
N

/
g-

M
L
S
S

N
X

：
活

性
汚

泥
窒

素
含

有
率

0.
08

ｇ
-
N

/
g-

M
L
S
S

94
8

69
5

69
5

1,
19

5
94

8
1,

19
5
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2
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列
3
系

列

一
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増
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既
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一
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増
設

既
設

系
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項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

余
剰

汚
泥

量
＝

1
1
,3

8
0
×

（
0
.5

×
1
2
4
＋

0
.9

5
×

1
1
2
.8

余
剰

汚
泥

量
＝

1
3
,1

7
0
×

（
0
.5

×
1
1
9
.2

＋
0
.9

5
×

1
0
6
.4

－
0
.0

3
×

(0
.0

6
1
×

4
2
8
6
＋

0
.0

8
3
×

3
1
5
8
＋

0
.1

0
5
×

2
5
0
0
）
)/

1
0
0
0

－
0
.0

3
×

(0
.0

5
3
×

4
7
6
5
＋

0
.0

7
2
×

3
6
8
2
＋

0
.0

9
1
×

2
5
0
0
）
)/

1
0
0
0

＝
1
,6

5
7

k
g/

日
※

凝
集

剤
を

除
く

＝
1
,8

2
2

k
g/

日
※

凝
集

剤
を

除
く

余
剰

汚
泥

に
転

換
さ

れ
た

K
j-

N
量

＝
1
,6

5
7

×
0
.0

8
＝

1
3
2
.6

k
g/

日
余

剰
汚

泥
に

転
換

さ
れ

た
K

j-
N

量
＝

1
8
2
2

×
0
.0

8
＝

1
4
5
.8

k
g/

日

流
入

水
K

j-
N

量
＝

6
2
.9

×
1
1
,3

8
0

×
1
0
＾
-
3

＝
7
1
5
.8

k
g/

日
流

入
水

K
j-

N
量

＝
6
0
.4

×
1
3
,1

7
0

×
1
0
＾
-
3

＝
7
9
5
.5

k
g/

日

流
出

水
K

j-
N

量
＝

1
.0

×
1
1
,3

8
0

×
1
0
＾
-
3

＝
1
1
.4

k
g/

日
流

出
水

K
j-

N
量

＝
1
.0

×
1
3
,1

7
0

×
1
0
＾
-
3

＝
1
3
.2

k
g/

日

硝
化

し
た

K
j-

N
量

＝
7
1
5
.8

－
　

（
1
1
.4

＋
1
3
2
.6

）
　

＝
5
7
1
.8

k
g/

日
硝

化
し

た
K

j-
N

量
＝

7
9
5
.5

－
　

（
1
3
.2

＋
1
4
5
.8

）
　

＝
6
3
6
.5

k
g/

日

D
N
＝

4
.5

7
×

5
7
1
.8

＝
2
,6

1
3

k
g-

O
2
/
日

D
N
＝

4
.5

7
×

6
3
6
.5

＝
2
,9

0
9

k
g-

O
2
/
日

・
内

生
呼

吸
に

よ
る

酸
素

消
費

量
D

E
（
k
g-

O
2
/
日

）
・
内

生
呼

吸
に

よ
る

酸
素

消
費

量
D

E
（
k
g-

O
2
/
日

）

D
E
＝

B
×

M
L
V

S
S
×

V
A
/
1
0
0
0

D
E
＝

B
×

M
L
V

S
S
×

V
A
/
1
0
0
0

B
：
M

L
V

S
S
当

り
の

内
生

呼
吸

に
よ

る
酸

素
消

費
量

0
.1

k
g-

O
2
/
k
g-

M
L
V

S
S
/
日

B
：
M

L
V

S
S
当

り
の

内
生

呼
吸

に
よ

る
酸

素
消

費
量

0
.1

k
g-

O
2
/
k
g-

M
L
V

S
S
/
日

V
A

：
好

気
部

分
の

反
応

タ
ン

ク
容

量
V

A
：
好

気
部

分
の

反
応

タ
ン

ク
容

量
V

A
1
＝

4
5
4

＋
2
4
1

＝
6
9
5

m
3

V
A

1
＝

4
5
4

＋
2
4
1

＝
6
9
5

m
3

V
A

2
＝

6
1
8

＋
3
3
0

＝
9
4
8

m
3

V
A

2
＝

6
1
8

＋
3
3
0

＝
9
4
8

m
3

V
A

3
＝

7
7
8

＋
4
1
7

＝
1
,1

9
5

m
3

V
A

3
＝

7
7
8

＋
4
1
7

＝
1
,1

9
5

m
3

M
L
V

S
S

：
活

性
汚

泥
有

機
性

微
生

物
濃

度
＝

X
×

（
M

L
V

S
S
/
 M

L
S
S
）

M
L
V

S
S

：
活

性
汚

泥
有

機
性

微
生

物
濃

度
＝

X
×

（
M

L
V

S
S
/
 M

L
S
S
）

1
段

目
＝

4
,2

8
6

×
0
.8

＝
3
,4

2
9

m
g-

M
L
V

S
S
/
L

1
段

目
＝

4
,7

6
5

×
0
.8

＝
3
,8

1
2

m
g-

M
L
V

S
S
/
L

2
段

目
＝

3
,1

5
8

×
0
.8

＝
2
,5

2
6

m
g-

M
L
V

S
S
/
L

2
段

目
＝

3
,6

8
2

×
0
.8

＝
2
,9

4
6

m
g-

M
L
V

S
S
/
L

3
段

目
＝

2
,5

0
0

×
0
.8

＝
2
,0

0
0

m
g-

M
L
V

S
S
/
L

3
段

目
＝

2
,5

0
0

×
0
.8

＝
2
,0

0
0

m
g-

M
L
V

S
S
/
L

D
E
＝

0
.1

×
(3

4
2
8
.8

×
6
9
5
＋

2
5
2
6
.4

×
9
4
8
＋

2
0
0
0
×

1
1
9
5
)/

1
0
0
0
＝

D
E
＝

0
.1

×
(3

8
1
2
×

6
9
5
＋

2
9
4
5
.6

×
9
4
8
＋

2
0
0
0
×

1
1
9
5
)/

1
0
0
0
＝

7
1
7

k
g-

O
2
/
日

7
8
3

k
g-

O
2
/
日

・
溶

存
酸

素
濃

度
維

持
に

必
要

な
酸

素
消

費
量

D
O

（
k
g-

O
2
/
日

）
・
溶

存
酸

素
濃

度
維

持
に

必
要

な
酸

素
消

費
量

D
O

（
k
g-

O
2
/
日

）

D
O
＝

C
O

A
×

(Q
in
＋

Q
r＋

Q
C
)/

1
0
0
0

D
O
＝

C
O

A
×

(Q
in
＋

Q
r＋

Q
C
)/

1
0
0
0

　
　

　
　

C
O

A
：
好

気
槽

末
端

溶
存

酸
素

濃
度

1
.5

m
g/

L
　

　
　

　
C

O
A

：
好

気
槽

末
端

溶
存

酸
素

濃
度

1
.5

m
g/

L
Q

in
：
流

入
水

量
11

,3
80

m
3
/
日

Q
in

：
流

入
水

量
13

,1
70

m
3
/
日

Q
r

：
返

送
汚

泥
量

＝
Q

in
×

R
r

R
r：

返
送

汚
泥

比
0.

60
Q

r
：
返

送
汚

泥
量

＝
Q

in
×

R
r

R
r：

返
送

汚
泥

比
0.

80
Q

r＝
1
1
,3

8
0

×
0
.6

0
＝

6
,8

2
8

m
3
/
日

Q
r＝

1
3
,1

7
0

×
0
.8

0
＝

1
0
,5

3
6

m
3
/
日

Q
C

：
循

環
水

量
＝

Q
in
×

R
C

R
N
：
最

終
段

の
内

部
循

環
比

0.
00

Q
C

：
循

環
水

量
＝

Q
in
×

R
C

R
N
：
最

終
段

の
内

部
循

環
比

0.
00

1
1
,3

8
0

×
0
.0

0
＝

0
m

3
/
日

1
3
,1

7
0

×
0
.0

0
＝

0
m

3
/
日

　
　

　
　

　
　

D
O
＝

1
.5

×
(1

1
3
8
0
＋

6
8
2
8
＋

0
)/

1
0
0
0
＝

2
7

k
g-

O
2
/
日

D
O
＝

1
.5

×
(1

3
1
7
0
＋

1
0
5
3
6
＋

0
)/

1
0
0
0
＝

3
6

k
g-

O
2
/
日

し
た

が
っ

て
、

冬
期

に
お

け
る

必
要

酸
素

量
A

O
R

は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

冬
期

に
お

け
る

必
要

酸
素

量
A

O
R

は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

A
O

R
＝

D
B
＋

D
N
＋

D
E
＋

D
O

A
O

R
＝

D
B
＋

D
N
＋

D
E
＋

D
O

＝
7
2
8

＋
2
,6

1
3

＋
7
1
7

＋
2
7

＝
7
3
5

＋
2
,9

0
9

＋
7
8
3

＋
3
6

＝
4
,0

8
5

k
g-

O
2
/
日

＝
4
,4

6
3

k
g-

O
2
/
日

≒
4
,1

0
0

k
g-

O
2
/
日

≒
4
,5

0
0

k
g-

O
2
/
日
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1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

清
水

状
態

で
の

酸
素

供
給

量
S
O

R
（
k
g-

O
2
/
日

）
清

水
状

態
で

の
酸

素
供

給
量

S
O

R
（
k
g-

O
2
/
日

）

S
O

R
：
2
0
℃

に
お

け
る

清
水

状
態

で
の

酸
素

供
給

量
S
O

R
：
2
0
℃

に
お

け
る

清
水

状
態

で
の

酸
素

供
給

量

A
O

R
：
T

℃
に

お
け

る
必

要
酸

素
量

A
O

R
：
T

℃
に

お
け

る
必

要
酸

素
量

2
0

：
散

気
装

置
性

能
の

前
提

と
な

る
清

水
温

度
（
℃

）
2
0

：
散

気
装

置
性

能
の

前
提

と
な

る
清

水
温

度
（
℃

）

T
：
反

応
タ

ン
ク

内
水

温
2
0

℃
T

：
反

応
タ

ン
ク

内
水

温
2
0

℃
C

S
W

：
清

水
中

2
0
℃

で
の

飽
和

酸
素

濃
度

8
.8

4
m

g/
L

C
S
W

：
清

水
中

2
0
℃

で
の

飽
和

酸
素

濃
度

8
.8

4
m

g/
L

C
S

：
清

水
中

T
℃

で
の

飽
和

酸
素

濃
度

8
.8

4
m

g/
L

C
S

：
清

水
中

T
℃

で
の

飽
和

酸
素

濃
度

8
.8

4
m

g/
L

　
　

　
　

 
C

A
：
活

性
汚

泥
混

合
液

の
平

均
D

O
濃

度
1
.5

m
g/

L
　

　
　

　
 

C
A

：
活

性
汚

泥
混

合
液

の
平

均
D

O
濃

度
1
.5

m
g/

L

α
：
K

L
aの

補
正

係
数

0
.9

3
（
低

負
荷

）
α

：
K

L
aの

補
正

係
数

0
.9

3
（
低

負
荷

）

　
　

　
  

 
0
.8

3
（
高

負
荷

）
　

　
　

  
 

0
.8

3
（
高

負
荷

）

β
：
酸

素
飽

和
濃

度
の

補
正

係
数

0
.9

7
（
低

負
荷

）
β

：
酸

素
飽

和
濃

度
の

補
正

係
数

0
.9

7
（
低

負
荷

）

  
  

  
  

 
0
.9

5
（
高

負
荷

）
  

  
  

  
 

0
.9

5
（
高

負
荷

）

γ
：
散

気
水

深
に

よ
る

C
S
の

補
正

係
数

γ
：
散

気
水

深
に

よ
る

C
S
の

補
正

係
数

γ
＝

(1
/
2
)×

((
1
0
.3

3
2
＋

h
)/

1
0
.3

3
2
＋

1
)

γ
＝

(1
/
2
)×

((
1
0
.3

3
2
＋

h
)/

1
0
.3

3
2
＋

1
)

こ
こ

で
、

h
：
散

気
水

深
4
.5

m
こ

こ
で

、
h
：
散

気
水

深
4
.5

m

γ
＝

1
.2

2
γ

＝
1
.2

2

P
：
水

再
生

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

大
気

圧
1
0
1
.3

k
P
a 

ab
s

P
：
水

再
生

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

大
気

圧
1
0
1
.3

k
P
a 

ab
s

1
0
1
.3

1
0
1
.3

　
　

　
　

1
0
1
.3

　
　

　
　

1
0
1
.3

＝
6
,0

9
2

k
g-

O
2
/
日

＝
6
,6

8
6

k
g-

O
2
/
日

曝
気

空
気

量
G

S
（
m

3
-
ai

r/
日

）
：
送

風
量

=
散

気
装

置
送

風
量

曝
気

空
気

量
G

S
（
m

3
-
ai

r/
日

）
：
送

風
量

=
散

気
装

置
送

風
量

 
 

E
A

a
：
2
0
℃

、
清

水
条

件
に

お
け

る
散

気
装

置
の

酸
素

移
動

効
率

1
-
2
系

2
7

％
E

A
a

：
2
0
℃

、
清

水
条

件
に

お
け

る
散

気
装

置
の

酸
素

移
動

効
率

1
-
2
系

2
7

％

3
-
4
系

2
7

％
3
-
4
系

2
7

％

ρ
：
空

気
密

度
1
.2

9
2

k
g-

ai
r/

N
m

3
ρ

：
空

気
密

度
1
.2

9
2

k
g-

ai
r/

N
m

3

  
  

  
  

 
O

W
：
空

気
中

酸
素

含
有

重
量

0
.2

3
1
5

k
g-

O
2
/
k
g-

ai
r

  
  

  
  

 
O

W
：
空

気
中

酸
素

含
有

重
量

0
.2

3
1
5

k
g-

O
2
/
k
g-

ai
r

α
：
余

裕
率

1
.0

α
：
余

裕
率

1
.0

1
-
2
系

1
-
2
系

7
,4

0
0

6
,0

9
2

×
1
0
0

2
7
3
＋

2
0

8
,5

4
0

6
,6

8
6

×
1
0
0

2
7
3
＋

2
0

1
1
,3

8
0

2
7
.0

×
1
.2

9
2
3

×
0
.2

3
1
5

1
3
,1

7
0

2
7
.0

×
1
.2

9
2
3

×
0
.2

3
1
5

＝
m

3
/
日

＝
m

3
/
日

3
系

3
系

3
,9

8
0

6
,0

9
2

×
1
0
0

2
7
3
＋

2
0

4
,6

3
0

6
,6

8
6

×
1
0
0

2
7
3
＋

2
0

1
1
,3

8
0

2
7
.0

×
1
.2

9
2
3

×
0
.2

3
1
5

1
3
,1

7
0

2
7
.0

×
1
.2

9
2
3

×
0
.2

3
1
5

＝
m

3
/
日

＝
m

3
/
日

5
2
,6

3
2

×
1

×

2
8
,3

0
7

S
O

R
＝

1
.0

2
4
^（

2
0
-
2
0
）
×

0
.8

3
×

（
0
.9

5
×

8
.8

4
×

1
.2

2
-
1
.5

）

4
1
0
0
×

8
.8

4
×

1
.2

2

×
1

×

4
5
0
0
×

8
.8

4
×

1
.2

2

1
.0

2
4
^（

2
0
-
2
0
）
×

0
.8

3
×

（
0
.9

5
×

8
.8

4
×

1
.2

2
-
1
.5

）
S
O

R
＝

3
1
,2

3
11

×

2
7
3

5
7
,6

0
5

×
×

×
2
7
3

×
2
7
3

×
1

×
×

×

×
2
7
3

4-36



1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

空
気

量
＝

＋
空

気
量

＝
＋

＝
m

3
/
日

＝
m

3
/
日

＝
m

3
/
分

＝
m

3
/
分

必
要

送
風

量
＝

5
6

m
3
/
分

必
要

送
風

量
＝

6
2

m
3
/
分

送
風

機
仕

様
送

風
機

仕
様

m
m

m
m

m
m

m
m

m
3
/
分

m
3
/
分

m
3
/
分

m
3
/
分

k
P
a

k
P
a

k
P
a

k
P
a

k
W

k
W

k
W

k
W

台
（
う

ち
予

備
1
台

）
台

台
台

Ｐ
Ａ

Ｃ
注

入
設

備
　

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

の
添

加
濃

度
　

C
al
（
m

g/
L
）

今
回

設
置

無
し

（
将

来
設

備
）

C
al
＝

C
Ｓ

Ｐ
,i
n
×

m
×

A
l/

P

C
S
P
,i
n

：
流

入
水

の
溶

解
性

全
り

ん
濃

度

S
-
P
/
P
＝

0
.6

※
実

績
流

入
水

P
O

4
/
T

-
P
比

（
H

2
9
～

R
5
）
：
0
.6

4
C

T
-
Ｐ

,i
n
＝

1
1
.3

0
m

g/
L

C
S
P
,i
n
＝

1
1
.3

×
0
.6

＝
6
.7

8
m

g/
L

m
：
添

加
モ

ル
比

1

A
l

：
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
の

原
子

量
2
7

P
：
り

ん
の

原
子

量
3
1

C
al
＝

6
.7

8
×

1
×

2
7
/
3
1
＝

5
.9

1
m

g/
L

凝
集

剤
添

加
モ

ル
比

に
つ

い
て

処
理

水
（
最

終
沈

殿
池

流
出

水
）
の

目
標

水
質

C
T

P
,e

ff
：
全

り
ん

目
標

水
質

1
.1

3
m

g/
L

処
理

水
の

P
O

4
/
T

-
P
比

0
.7

7
9

C
S
P
,e

ff
：
溶

解
性

り
ん

目
標

水
質

0
.8

8
m

g/
L

※
H

2
9
～

R
5
年

度
実

績
平

均
：
0
.7

5

右
図

よ
り

　
1
と

す
る

。

P
A

C
注

入
率

R
A

l/
L
＝

C
al
×

(O
×

3
＋

A
L
×

2
)/

(A
L
×

2
)×

1
/
(C

A
l,
L
/
1
0
0
)×

1
/
ρ

A
l,
L

O
：
酸

素
の

原
子

量
1
6

C
A

l,
L

：
液

体
P
A

C
の

A
l2

O
3
含

有
率

1
0

％
ρ

A
l,
L

：
P
A

C
比

重
1
.3

R
A

l/
L
＝

5
.9

1
×

(1
6
×

3
＋

2
7
×

2
)/

(2
7
×

2
)×

1
/
(1

0
/
1
0
0
)×

1
/
1
.3

＝
8
6

m
L
/
m

3

⇒
9
0

m
L
/
m

3

4
5
.0

5
.5 7
5

1
⇒

0

備
考

回
転

数
制

御
放

風
弁

制
御

3
1
.0

風
圧

5
.5

出
力

3
7
.5

口
径

1
5
0

5
2
,6

3
2

8
0
,9

3
9

5
6

項
目

N
o
.1

～
3

単
段

タ
ー

ボ
ブ

ロ
ワ

型
式

回
転

数
制

御

5
7
,6

0
5

8
8
,8

3
6

6
2

風
量

風
圧

3
1
.0

1

N
o
.3

（
既

設
）

型
式

口
径

歯
車

増
速

式
単

段
ﾌ
ﾞﾛ

ﾜ

5
9
.0

5
.5

6
.2

1
0
0

風
量

1
5
0

2
5
0

出
力

3
7
.5

台
数

2

項
目

N
o
.1

～
2
（
改

築
）

単
段

タ
ー

ボ
ブ

ロ
ワ

3
台

数

備
考

放
風

弁
制

御

3
1
,2

3
1

2
8
,3

0
7

N
o
.2

（
既

設
）

歯
車

増
速

式
単

段
ﾌ
ﾞﾛ

ﾜ

2
0
0
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1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

計
画

汚
水

量
7,

40
0

m
3
/
日

計
画

汚
水

量
3,

98
0

m
3
/
日

P
A

C
必

要
量

＝
7
,4

0
0

m
3
/
日

P
A

C
必

要
量

＝
3
,9

8
0

m
3
/
日

×
8
6

×
1
0
^-

3
×

8
6

×
1
0
^-

3

＝
6
3
6

L
/
日

＝
3
4
2

L
/
日

＝
0
.4

4
2

L
/
分

＝
0
.2

3
8

L
/
分

注
入

ポ
ン

プ
定

量
ダ

イ
ヤ

フ
ラ

ム
ポ

ン
プ

定
量

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

ポ
ン

プ
今

回
設

置
無

し
（
将

来
設

備
）

1
2
0

～
2
4
0

m
L
/
分

8
0

～
1
6
0

m
L
/
分

0
.2

k
W

0
.2

k
W

4
台

3
台

処
理

水
溶

解
性

り
ん

濃
度

の
確

認

C
T

P
,e

ff
＝

C
S
P
,e

ff
＋

C
P
P
,e

ff
＝

0
.8

8
＋

0
.3

2
＝

1
.2

0
m

g/
L

C
T

P
,e

ff
：
処

理
水

溶
解

性
り

ん
濃

度
0
.8

8
m

g/
L
（
目

標
処

理
水

質
）

C
P
P
,e

ff
：
処

理
水

の
S
S
由

来
の

り
ん

濃
度

0
.3

2
m

g/
L

C
P
P
,e

ff
＝

C
S
S
,e

ff
×

P
X

C
S
S
,e

ff
：
処

理
水

S
S
濃

度
5
.6

m
g/

L
P

X
：
り

ん
含

有
率

P
X
＝

（
C

T
P
,i
n
－

C
S
P
,e

ff
）
×

Q
in
/
1
0
0
0
/
Ｌ

Ｓ
Ｓ

，
Ｗ

C
T

P
,i
n

：
流

入
水

全
り

ん
濃

度
11

.3
0

m
g/

L
Q

in
：
流

入
水

量
11

,3
80

m
3
/
日

Ｌ
Ｓ

Ｓ
，

Ｗ
：
発

生
汚

泥
量

2,
08

3
k
g/

d

P
X
＝

0
.0

5
7

gP
/
gM

L
S
S

C
P
P
,e

ff
＝

0
.3

2
m

g/
L

上
部

開
口

循
環

水
量

＝
7,

40
0

m
3
/
日

×
0
.5

循
環

水
量

＝
3,

98
0

m
3
/
日

×
0
.5

今
回

設
置

無
し

（
将

来
設

備
）

＝
3
,7

0
0

m
3
/
日

＝
1
,9

9
0

m
3
/
日

＝
2
.6

m
3
/
分

＝
1
.4

m
3
/
分

＝
0
.0

4
2
8

m
3
/
秒

＝
0
.0

2
3

m
3
/
秒

必
要

開
口

面
積

0
.0

4
2
8
÷

0
.3

㎥
/
秒

必
要

開
口

面
積

0
.0

2
3
÷

0
.3

㎥
/
秒

＝
0
.1

4
3

m
2

＝
0
.0

7
7

m
2

0
.6

m
W

×
0
.3

m
H

0
.6

m
W

×
0
.2

m
H

開
口

形
状

台
数

台
数

型
式

注
入

量

出
力

開
口

形
状

注
入

量

型
式

出
力
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1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

(4
)最

終
沈

殿
池

計
画

汚
水

量
＝

m
3
/
日

計
画

汚
水

量
＝

m
3
/
日

計
画

汚
水

量
＝

m
3
/
日

計
画

汚
水

量
＝

m
3
/
日

水
面

積
負

荷
＝

2
0

m
3
/
m

2
/
日

水
面

積
負

荷
＝

2
0

m
3
/
m

2
/
日

水
面

積
負

荷
＝

2
0

m
3
/
m

2
/
日

水
面

積
負

荷
＝

2
0

m
3
/
m

2
/
日

7
,4

0
0

3
,9

8
0

8
,5

4
0

4
,6

3
0

2
0

2
0

2
0

2
0

滞
留

時
間

＝
3
.0

時
間

滞
留

時
間

＝
3
.0

時
間

滞
留

時
間

＝
3
.0

時
間

滞
留

時
間

＝
3
.0

時
間

7
,4

0
0

3
3
,9

8
0

3
8
,5

4
0

3
4
,6

3
0

3

3
7
0

2
4

1
9
9

2
4

4
2
7

2
4

2
3
1
.5

2
4

＝
2
.5

m
＝

2
.5

m
＝

2
.5

m
＝

2
.5

m

形
状

寸
法

矩
形

一
方

向
常

流
式

矩
形

一
方

向
常

流
式

矩
形

一
方

向
常

流
式

矩
形

一
方

向
常

流
式

4
.6

m
5
.0

m
4
.6

m
5
.0

m

2
8
.0

m
2
8
.0

m
2
8
.0

m
2
8
.0

m

3
.0

m
3
.5

m
3
.0

m
3
.5

m

4
池

（
既

設
）

2
池

（
1
池

増
設

）
4

池
（
既

設
）

2
池

（
1
池

増
設

）

水
面

積
＝

5
1
5
.2

㎡
 ＞

3
7
0
.0

㎡
O

K
!

水
面

積
＝

2
8
0
.0

㎡
 ＞

1
9
9
.0

㎡
O

K
!

水
面

積
＝

5
1
5
.2

㎡
 ＞

4
2
7
.0

㎡
O

K
!

水
面

積
＝

2
8
0
.0

㎡
 ＞

2
3
1
.5

㎡
O

K
!

容
積

＝
1
,5

4
6

m
3

容
積

＝
9
8
0

m
3

容
積

＝
1
,5

4
6

m
3

容
積

＝
9
8
0

m
3

水
面

積
負

荷
＝

7
,4

0
0

水
面

積
負

荷
＝

3
,9

8
0

水
面

積
負

荷
＝

8
,5

4
0

水
面

積
負

荷
＝

4
,6

3
0

5
1
5
.2

2
8
0
.0

5
1
5
.2

2
8
0

＝
1
4
.4

m
3
/
m

2
/
日

＝
1
4
.2

m
3
/
m

2
/
日

＝
1
6
.6

m
3
/
m

2
/
日

＝
1
6
.5

m
3
/
m

2
/
日

滞
留

時
間

＝
1
,5

4
6

×
2
4

滞
留

時
間

＝
9
8
0

×
2
4

滞
留

時
間

＝
1
,5

4
6

×
2
4

滞
留

時
間

＝
9
8
0

×
2
4

7
,4

0
0

3
,9

8
0

8
,5

4
0

4
,6

3
0

＝
5
.0

1
時

間
＝

5
.9

1
時

間
＝

4
.3

4
時

間
＝

5
.0

8
時

間

越
流

負
荷

＝
1
2
0

m
3
/
m

/
日

越
流

負
荷

＝
1
2
0

m
3
/
m

/
日

越
流

負
荷

＝
1
2
0

m
3
/
m

/
日

越
流

負
荷

＝
1
2
0

m
3
/
m

/
日

1
池

当
り

堰
長

＝
7
,4

0
0

1
1
池

当
り

堰
長

＝
3
,9

8
0

1
1
池

当
り

堰
長

＝
8
,5

4
0

1
1
池

当
り

堰
長

＝
4
,6

3
0

1

1
2
0

4
1
2
0

2
1
2
0

4
1
2
0

2

＝
1
5
.4

2
m

/
池

以
上

＝
1
6
.5

8
m

/
池

以
上

＝
1
7
.7

9
m

/
池

以
上

＝
1
9
.2

9
m

/
池

以
上

実
1
池

当
り

堰
長

＝
2
8

m
/
池

O
K

!
実

1
池

当
り

堰
長

＝
2
8

m
/
池

O
K

!
実

1
池

当
り

堰
長

＝
2
8

m
/
池

O
K

!
実

1
池

当
り

堰
長

＝
2
8

m
/
池

O
K

!

余
剰

汚
泥

ポ
ン

プ
終

沈
流

出
固

形
物

量
L

S
S
,e

ff
（
k
g/

日
）

終
沈

流
出

固
形

物
量

L
S
S
,e

ff
（
k
g/

日
）

L
S
S
,e

ff
＝

Q
in
×

C
S
S
,e

ff
 /

1
0
0
0

L
S
S
,e

ff
＝

Q
in
×

C
S
S
,e

ff
 /

1
0
0
0

Q
in

：
流

入
水

量
＝

11
,3

80
m

3
/
日

Q
in

：
流

入
水

量
＝

13
,1

70
m

3
/
日

C
S
S
,e

ff
：
終

沈
流

出
S
S
濃

度
＝

5.
6

m
g/

L
C

S
S
,e

ff
：
終

沈
流

出
S
S
濃

度
＝

5.
3

m
g/

L
L

S
S
,e

ff
＝

1
1
,3

8
0

×
5
.6

0
×

1
0
＾
-
3

＝
6
4

k
g/

日
L

S
S
,e

ff
＝

1
3
,1

7
0

×
5
.3

0
×

1
0
＾
-
3

＝
7
0

k
g/

日

余
剰

汚
泥

量
L

S
S
,W

（
k
g/

日
）

余
剰

汚
泥

量
L

S
S
,W

（
k
g/

日
）

C
S
-
B

O
D

,i
n

：
流

入
溶

解
性

B
O

D
（
S
-
B

O
D

）
濃

度
12

4
m

g/
L

C
S
-
B

O
D

,i
n

：
流

入
溶

解
性

B
O

D
（
S
-
B

O
D

）
濃

度
11

9.
2

m
g/

L
C

S
S
,i
n

：
流

入
S
S
濃

度
11

2.
8

m
g/

L
C

S
S
,i
n

：
流

入
S
S
濃

度
10

6.
4

m
g/

L

L
S
S
,W

＝

7,
40

0

L
S
S
,W

＝

池
数

池
幅

池
長

有
効

水
深

池
数

×

所
要

水
面

積
＝

＝
3
7
0
.0

所
要

水
面

積
＝

＝

8,
54

0

池
幅

池
長

有
効

水
深

形
式

m
2

所
要

水
深

＝
×

×

3,
98

0

有
効

水
深

池
数

池
幅

池
長

×
×

形
式

池
幅

池
数

4,
63

0

m
2

所
要

水
深

＝

1
9
9
.0

所
要

水
深

＝
×

所
要

水
深

＝
×

所
要

水
面

積
＝

＝
4
2
7
.0

m
2

×

＝

有
効

水
深

形
式

2
3
1
.5

m
2

所
要

水
面

積
＝

形
式

池
長
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1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

 a
：
溶

解
性

B
O

D
の

汚
泥

転
換

率
0.

5
k
g-

M
L
S
S
/
k
g-

B
O

D
 a

：
溶

解
性

B
O

D
の

汚
泥

転
換

率
0.

5
k
g-

M
L
S
S
/
k
g-

B
O

D

 b
：
S
S
に

対
す

る
汚

泥
転

換
率

0.
95

k
g-

M
L
S
S
/
k
g-

S
S

 b
：
S
S
に

対
す

る
汚

泥
転

換
率

0.
95

k
g-

M
L
S
S
/
k
g-

S
S

 c
：
活

性
汚

泥
微

生
物

の
内

生
呼

吸
に

よ
る

減
量

を
表

す
係

数
0.

03
1
/
日

 c
：
活

性
汚

泥
微

生
物

の
内

生
呼

吸
に

よ
る

減
量

を
表

す
係

数
0.

03
1
/
日

t A
1

：
好

気
タ

ン
ク

Ⅰ
滞

留
時

間
0.

06
1

日
t A

1
：
好

気
タ

ン
ク

Ⅰ
滞

留
時

間
0.

05
3

日
t A

2
：
好

気
タ

ン
ク

Ⅱ
滞

留
時

間
0.

08
3

日
t A

2
：
好

気
タ

ン
ク

Ⅱ
滞

留
時

間
0.

07
2

日
X

1
：
第

1
段

の
M

L
S
S
濃

度
4,

28
6

m
g/

L
X

1
：
第

1
段

の
M

L
S
S
濃

度
4,

76
5

m
g/

L
X

2
：
第

2
段

の
M

L
S
S
濃

度
3,

15
8

m
g/

L
X

2
：
第

2
段

の
M

L
S
S
濃

度
3,

68
2

m
g/

L

γ
：
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
に

対
す

る
固

形
物

の
発

生
倍

率
5.

0
倍

γ
：
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
に

対
す

る
固

形
物

の
発

生
倍

率
5.

0
倍

C
al

：
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
の

添
加

率
5.

91
m

g/
L

：
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
の

添
加

率
0

m
g/

L

余
剰

汚
泥

量
余

剰
汚

泥
量

L
S
S
,W

＝
1
1
,3

8
0
×

1
0
＾
-
3

L
S
S
,W

＝
1
3
,1

7
0
×

1
0
＾
-
3

×
（
0
.5

×
1
2
4
＋

0
.9

5
×

1
1
2
.8

－
0
.0

3
×

(0
.0

6
1
×

4
,2

8
6
＋

0
.0

8
3
×

3
,1

5
8
)＋

5
×

5
.9

1
）

×
（
0
.5

×
1
1
9
.2

＋
0
.9

5
×

1
0
6
.4

－
0
.0

3
×

(0
.0

5
3
×

4
,7

6
5
＋

0
.0

7
2
×

3
,6

8
2
)＋

5
×

0
）

＝
2
,0

8
3

k
g/

日
＝

1
,9

1
2

k
g/

日

余
剰

汚
泥

固
形

物
量

余
剰

汚
泥

固
形

物
量

D
W
＝

L
S
S
,W

－
L

S
S
,e

ff
D

W
＝

L
S
S
,W

－
L

S
S
,e

ff

＝
2
,0

8
3

－
6
4

＝
k
g/

日
＝

1
,9

1
2

－
7
0

＝
k
g/

日

汚
泥

濃
度

＝
0.

40
％

汚
泥

濃
度

＝
0.

40
％

2
,0

1
9

×
1
0

-
3

1
,8

4
2

×
1
0

-
3

流
入

水
量

で
按

分
し

流
入

水
量

で
按

分
し

Q
W
＝

m
3
/
分

Q
W
＝

m
3
/
分

Q
W
＝

m
3
/
分

Q
W
＝

m
3
/
分

横
軸

無
閉

塞
型

汚
泥

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

横
軸

無
閉

塞
型

汚
泥

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

横
軸

無
閉

塞
型

汚
泥

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

横
軸

無
閉

塞
型

汚
泥

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ

m
m

m
m

m
m

m
m

m
3
/
分

（
既

設
）

m
3
/
分

m
3
/
分

m
3
/
分

m
m

m
m

k
W

k
W

k
W

k
W

台
（
内

1
台

予
備

）
台

（
内

1
台

予
備

）
台

（
既

設
）

台
（
既

設
）

返
送

汚
泥

ポ
ン

プ
返

送
量

最
大

＝
×

1.
00

返
送

量
最

大
＝

×
1.

00
返

送
量

最
大

＝
×

1.
00

返
送

量
最

大
＝

×
1.

00
＝

7
,4

0
0

m
3
/
日

＝
3
,9

8
0

m
3
/
日

＝
8
,5

4
0

m
3
/
日

＝
4
,6

3
0

m
3
/
日

＝
5
.1

m
3
/
分

＝
2
.8

m
3
/
分

＝
5
.9

m
3
/
分

＝
3
.2

m
3
/
分

吸
込

ｽ
ｸ
ﾘｭ

ｰ
付

汚
泥

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ(
直

結
形

)
吸

込
ｽ
ｸ
ﾘｭ

ｰ
付

汚
泥

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ(
直

結
形

)
吸

込
ｽ
ｸ
ﾘｭ

ｰ
付

汚
泥

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ(
直

結
形

)
吸

込
ｽ
ｸ
ﾘｭ

ｰ
付

汚
泥

ﾎ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾟ(
直

結
形

)

m
m

m
m

m
m

m
m

m
3
/
分

m
3
/
分

2
.0

1
.8

m
3
/
分

2
.0

1
.4

m
3
/
分

m
m

8
4

m
8

4
m

k
W

k
W

5
.5

3
.7

k
W

5
.5

3
.7

k
W

台
台

2
2

台
2

1
台

（
1
台

増
設

）

（
う

ち
予

備
2

台
）

（
う

ち
予

備
1

台
）

（
う

ち
予

備
1

台
）

0
.2

3
0
.1

3

m
3
/
日

＝
＝

4
6
1

2
,0

1
9

0
.0

0
4

型
式

口
径

8
0

揚
水

量
0
.1

3

揚
程

7
6

m
3
/
分

0
.3

6
＝

m
3
/
日

5
0
5

＝
0
.0

0
4

口
径

1
5
0
/
1
2
5

揚
水

量

型
式

0
.2

1

型
式

口
径

8
0

出
力

2
.2

出
力

2
.2

台
数

2
台

数

揚
程

出
力

33
.7

出
力

2
.2

台
数

2

型
式

口
径

1
5
0
/
1
2
5

揚
程

出
力

揚
水

量

3
.7

揚
程Q

W
＝

揚
水

量
0
.2

2

型
式

口
径

8
0

2
.2m

3
/
分

0
.3

3 0
.1

2

型
式

口
径

0
.2

4
揚

水
量

1
,8

4
2

Q
W
＝

台
数

28
0

揚
水

量
0
.1

8

揚
程

6
揚

程
7

出
力

出
力

揚
程

型
式

口
径

台
数

4

台
数

6

7,
40

0
3,

98
0

8,
54

0

型
式

口
径

1
5
0
/
1
0
0

揚
水

量

台
数

41
.4

1
.3

揚
程

台
数

4,
63

0

1
5
0
/
1
0
0

揚
水

量

出
力

2
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1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

(5
)急

速
ろ

過
池

計
画

水
量

＝
m

3
/
日

今
回

設
置

無
し

（
将

来
設

備
）

ろ
過

速
度

＝
m

/
日

（
1
池

休
止

時
を

考
慮

す
る

）

1
1
,3

8
0

2
0
0

形
状

寸
法

m m 池

実
ろ

過
面

積
＝

2
0
.2

5
m

2
×

4
池

＝
m

2

ろ
過

面
積

＝
4
.5

×
4
.5

×
＝

8
1

m
2

1
1
,3

8
0

8
1

1
池

休
止

時
の

水
面

積
＝

6
0
.7

5
m

2

1
1
,3

8
0

6
0
.7

5

(6
)塩

素
混

和
池

計
画

水
量

＝
11

,3
80

m
3
/
日

計
画

水
量

＝
13

,1
70

m
3
/
日

接
触

時
間

＝
1
5

分
接

触
時

間
＝

1
5

分

1
5

1
5

1
,4

4
0

1
,4

4
0

放
流

渠
で

接
触

時
間

を
確

保
す

る
も

の
と

す
る

。
放

流
渠

で
接

触
時

間
を

確
保

す
る

も
の

と
す

る
。

形
状

寸
法

m
m

形
状

寸
法

m
m

m
m

池
（
既

設
）

池
（
既

設
）

実
容

量
＝

π
/
4

×
1
.5

^2
×

＝
5
3
0

m
3

実
容

量
＝

π
/
4

×
1
.5

^2
×

＝
5
3
0

m
3

塩
素

滅
菌

機
平

均
注

入
率

＝
3

m
g/

L
平

均
注

入
率

＝
3

m
g/

L

最
大

注
入

率
＝

5
m

g/
L

最
大

注
入

率
＝

5
m

g/
L

注
入

量
＝

1
1
,3

8
0

×
5

×
1
0
^-

3
＝

5
6
.9

k
g/

日
注

入
量

＝
1
3
,1

7
0

×
5

×
1
0
^-

3
＝

6
5
.8

5
k
g/

日

次
亜

塩
素

酸
ソ

ー
ダ

注
入

率
次

亜
塩

素
酸

ソ
ー

ダ
注

入
率

有
効

塩
素

＝
1
2

％
（
比

重
1
.1

）
有

効
塩

素
＝

1
2

％
（
比

重
1
.1

）

注
入

量
＝

5
7

×
1
0
0
/

1
2

×
1
/

1
.1

注
入

量
＝

6
6

×
1
0
0
/

1
2

×
1
/

1
.1

＝
4
3
1

L
/
日

＝
4
9
9

L
/
日

＝
0
.2

9
9

L
/
分

＝
0
.3

4
7

L
/
分

1

3
0
0
.0

3
0
0
.0

分
×

池
数

＝1
3
7

＝

1
,4

4
0

5
7
.9

m
3

所
要

容
量

＝
1
3
,1

7
0

×

管
路

長

1
3
,1

7
0

実
接

触
時

間
＝

5
3
0

管
径

所
要

容
量

＝
1
1
,3

8
0

管
径

管
路

長

池
数

×

実
接

触
時

間
＝

5
3
0

×
1
,4

4
0

1
1
,3

8
0

3
0
0
.0

＝

3
0
0
.0＝

所
要

面
積

＝

形
式

池
幅

4
.5

ろ
過

速
度

＝
＝

1
8
7

m
/
日

池
長

4
.5

池
数

4

8
1
.0 4

6
7
.1

分

1
1
9

m
3

1

11
,3

80
2
0
0 ＝

5
6
.9

m
2

重
力

式

○
1
5
0
0

○
1
5
0
0

ろ
過

速
度

＝
＝

1
4
0

m
/
日
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1
～

2
系

列
3
系

列

一
部

増
設

既
設

系
統

一
部

増
設

既
設

系
統

項
目

全
体

計
画

1
～

2
系

列
3
系

列

事
業

計
画

定
量

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

ポ
ン

プ
定

量
ダ

イ
ヤ

フ
ラ

ム
ポ

ン
プ

L
/
分

L
/
分

k
W

k
W

台
（
内

1
台

予
備

）
台

（
内

1
台

予
備

、
既

設
）

台
数

0
.3

5
7

0
.4 2

揚
水

量

出
力

型
式

台
数

2

型
式

揚
水

量
0
.3

出
力

0
.4

4-42



項
目

(
7
)
重

力
濃

縮
槽

投
入

固
形

物
量

＝
1
.9

2
5

t/
日

（
Ⅱ

.各
処

理
施

設
の

負
荷

及
び

汚
泥

量
よ

り
）

投
入

固
形

物
量

＝
2
.1

0
2

t/
日

（
Ⅱ

.各
処

理
施

設
の

負
荷

及
び

汚
泥

量
よ

り
）

投
入

汚
泥

量
＝

3
8
5

m
3
/
日

投
入

汚
泥

量
＝

4
2
0

m
3
/
日

固
形

物
負

荷
率

＝
6
0

kg
/
m

2
/
日

固
形

物
負

荷
率

＝
6
0

kg
/
m

2
/
日

1
.9

2
5

×
1
0

3
2
.1

0
2

×
1
0

3

6
0

6
0

形
状

寸
法

型
式

円
形

放
射

流
式

円
形

放
射

流
式

内
径

5
.0

m
5
.0

m
水

深
3
.0

m
3
.0

m
槽

数
2

槽
2

　
槽

（
1
槽

増
設

）

水
面

積
＝

π
/
4

×
5
.0

^2
×

2
＝

3
9
.2

7
m

2
水

面
積

＝
π

/
4

×
5
.0

^2
×

2
＝

3
9
.2

7
m

2

1
.9

2
5

×
1
0

3
2
.1

0
2

×
1
0

3

3
9
.2

7
3
9
.2

7
3
9
.2

7
×

3
.0

3
9
.2

7
×

3
.0

3
8
5

4
2
0

濃
縮

汚
泥

引
抜
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌﾟ

引
抜

汚
泥

量
＝

6
1
.6

0
m

3
/
日

÷
3
.5

ｈ
ｒ/

日
＝

0
.2

9
m

3
/
分

引
抜

汚
泥

量
＝

6
7
.2

6
m

3
/
日

÷
3
.9

ｈ
ｒ/

日
＝

0
.2

9
m

3
/
分

型
式

無
閉

塞
型

汚
泥

ポ
ン

プ
無

閉
塞

型
汚

泥
ポ

ン
プ

口
径

1
2
5

m
m

φ
1
2
5

m
m

φ
揚

水
0
.2

9
m

3
/
m

in
0
.2

9
m

3
/
m

in
（
既

設
0
.3

1
m

3
/
m

in
）

揚
程

8
m

8
m

出
力

3
.7

kW
3
.7

kW
台

数
2

台
（
内

1
台

予
備

）
2

台
（
内

1
台

予
備

、
改

築
）

(
8
)
機

械
濃

縮
設
備

投
入

固
形

物
量

＝
1
.5

5
6

t/
日

（
Ⅱ

.各
処

理
施

設
の

負
荷

及
び

汚
泥

量
よ

り
）

投
入

固
形

物
量

＝
1
.3

3
1

t/
日

（
Ⅱ

.各
処

理
施

設
の

負
荷

及
び

汚
泥

量
よ

り
）

投
入

汚
泥

量
＝

3
8
9.

0
m

3
/
日

投
入

汚
泥

量
＝

3
3
2.

8
m

3
/
日

運
転

時
間

＝
2
4

h
r

運
転

時
間

＝
2
4

h
r

3
8
9

3
3
2.

8
2
4

2
4

濃
縮

機
仕

様
濃

縮
機

仕
様

1
0
.0

m
3
/
h
r

1
0
.0

m
3
/
h
r

1
0
.0

m
3
/
h
r

1
0
.0

m
3
/
h
r

1
台

1
台

1
台

（
増

設
）

1
台

（
既

設
）

濃
縮

汚
泥

移
送
ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌﾟ

引
抜

汚
泥

量
＝

3
6
.9

6
m

3
/
日

÷
1
2
.0

ｈ
ｒ/

日
＝

3
.1

m
3
/
時

引
抜

汚
泥

量
＝

3
1
.6

1
m

3
/
日

÷
1
1
.0

ｈ
ｒ/

日
＝

2
.9

m
3
/
時

型
式

無
閉

塞
型

汚
泥

ポ
ン

プ
一

軸
ね

じ
式

ポ
ン

プ
口

径
6
5

m
m

φ
6
5

m
m

φ
揚

水
3
.1

m
3
/
h
r

3
.1

m
3
/
h
r（

既
設

5
.0

m
3
/
h
r）

揚
程

2
0

m
2
0

m
出

力
1
.5

kW
1
.5

kW
台

数
2

台
（
内

1
台

予
備

）
2

台
（
内

1
台

予
備

、
改

築
）

投
入

汚
泥

量
6
1
.6

0
m

3
/
日

＋
3
6
.9

6
m

3
/
日

＝
9
8
.5

6
m

3
/
日

投
入

汚
泥

量
6
7
.2

6
m

3
/
日

＋
3
1
.6

1
m

3
/
日

＝
9
8
.8

7
m

3
/
日

h
r

m
3
/
分

×
h
r

＝

出
力

揚
程

揚
水

量

2
4

0
.2

3
2

口
径

型
式

所
要

能
力

＝
＝

1
3
.9

m
3
/
h
r

＝
所

要
能

力
＝

＝
1
6
.2

m
3
/
h
r

＝
0
.2

7
0

m
3
/
分

台
数

台
数

出
力

揚
程

口
径

＝
6
.7

N
o
.1

機
械

濃
縮

機
N

o
.2

機
械

濃
縮

機

全
体

計
画

事
業

計
画

kg
/
m

2
・
d 7
.3

所
要

水
面

積
＝

＝
m

2

固
形

物
負

荷
率

＝
＝

4
9
.0

3
2

滞
留

時
間

＝
×

＝
＝

5
3
.5

kg
/
m

2
・
d

所
要

水
面

積
＝

m
2

固
形

物
負

荷
率

＝
3
5

2
4

内
径

型
式

槽
数

水
深

滞
留

時
間

＝

揚
水

量

型
式

項
目

型
式

能
力

台
数

N
o
.1

N
o
.2

機
械

濃
縮

機
機

械
濃

縮
機

項
目

型
式

能
力

台
数
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項
目

全
体

計
画

事
業

計
画

(
9
)
汚

泥
貯

留
槽

混
合

汚
泥

貯
留

槽
（
旧

重
力

濃
縮

槽
）

混
合

汚
泥

貯
留

槽
（
旧

重
力

濃
縮

槽
）

9
.0

m
9
.0

m
3
.0

m
3
.0

m
1

槽
（
既

設
）

1
槽

（
既

設
）

槽
容

量
＝

π
/
4

×
9
.0

^2
×

3
.0

×
1

＝
1
9
1

m
3

槽
容

量
＝

π
/
4

×
9
.0

^2
×

3
.0

×
1

＝
1
9
1

m
3

汚
泥

処
理

棟
汚

泥
貯

留
槽

汚
泥

処
理

棟
汚

泥
貯

留
槽

4
.3

m
×

3
.5

m
4
.3

m
×

3
.5

m
5
.2

m
5
.2

m
2

槽
（
既

設
）

2
槽

（
既

設
）

槽
容

量
＝

4
.3

×
3
.5

×
5
.2

×
2

＝
1
5
7

m
3

槽
容

量
＝

4
.3

×
3
.5

×
5
.2

×
2

＝
1
5
7

m
3

合
計

1
9
1

＋
1
5
7

＝
3
4
8

m
3

合
計

1
9
1

＋
1
5
7

＝
3
4
8

m
3

実
滞

留
時

間
3
4
8

m
3

÷
9
8
.5

6
m

3
/
日

×
2
4

＝
8
5

時
間

実
滞

留
時

間
3
4
8

m
3

÷
9
8
.8

7
m

3
/
日

×
2
4

＝
8
4

時
間

＝
3
.5

日
＝

3
.5

日

(
1
0
)脱

水
設

備
投

入
固

形
物

量
＝

3
.0

1
8

t/
日

（
Ⅱ

.各
処

理
施

設
の

負
荷

及
び

汚
泥

量
よ

り
）

投
入

固
形

物
量

＝
2
.9

4
6

t/
日

（
Ⅱ

.各
処

理
施

設
の

負
荷

及
び

汚
泥

量
よ

り
）

投
入

汚
泥

量
＝

9
8
.5

6
m

3
/
日

投
入

汚
泥

量
＝

9
8
.8

7
m

3
/
日

運
転

時
間

＝
5

日
/
週

運
転

時
間

＝
5

日
/
週

6
時

間
/
日

6
時

間
/
日

3
,0

1
8

×
7
日

2
,9

4
6

×
7
日

脱
水

機
能

力
＝

5
4
0

＋
3
6
0

＝
9
0
0

kg
/
h
r

脱
水

機
能

力
＝

5
4
0

＋
3
6
0

＝
9
0
0

kg
/
h
r

脱
水

機
仕

様
脱

水
機

仕
様

1
8
0

kg
/
m

2
/
h
r

1
8
0

kg
/
m

2
/
h
r

1
8
0

kg
/
m

2
/
h
r

1
8
0

kg
/
m

2
/
h
r

3
m

2
2

m
2

3
m

2
2

m
2

5
4
0

kg
/
h
r

3
6
0

kg
/
h
r

5
4
0

kg
/
h
r

3
6
0

kg
/
h
r

1
台

1
台

1
台

（
既

設
）

1
台

（
既

設
）

脱
水

ケ
ー

キ
含

水
率

＝
7
9
.0

％
脱

水
ケ

ー
キ

含
水

率
＝

7
9
.0

％
回

収
率

＝
9
5
.0

％
回

収
率

＝
9
5
.0

％
脱

水
ケ

ー
キ

固
形

物
量

＝
2
.8

6
7

t/
日

（
Ⅱ

.各
処

理
施

設
の

負
荷

及
び

汚
泥

量
よ

り
）

脱
水

ケ
ー

キ
固

形
物

量
＝

2
.7

9
9

t/
日

（
Ⅱ

.各
処

理
施

設
の

負
荷

及
び

汚
泥

量
よ

り
）

脱
水

ケ
ー

キ
発

生
量

＝
1
3
.6

5
m

3
/
日

（
Ⅱ

.各
処

理
施

設
の

負
荷

及
び

汚
泥

量
よ

り
）

脱
水

ケ
ー

キ
発

生
量

＝
1
3
.3

3
m

3
/
日

（
Ⅱ

.各
処

理
施

設
の

負
荷

及
び

汚
泥

量
よ

り
）

＝
6

台
数

6
8
7

N
o
.1

N
o
.2

5
÷

kg
/
h
r

回
転

加
圧

脱
水

機

能
力

＝

内
径

水
深

槽
数

槽
寸

法
水

深
槽

数

6
＝

7
0
4

所
要

能
力

所
要

能
力

＝

項
目

N
o
.1

N
o
.2

型
式

回
転

加
圧

脱
水

機
回

転
加

圧
脱

水
機

ろ
過

速
度

ろ
過

面
積

能
力

台
数

kg
/
h
r

÷
5

ろ
過

面
積

ろ
過

速
度

型
式

項
目

内
径

水
深

槽
数

槽
寸

法
水

深
槽

数

回
転

加
圧

脱
水

機
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項
目

全
体

計
画

事
業

計
画

(
1
1
)汚

泥
減

容
化

設
備

発
生

量
の

全
量

を
投

入
す

る
も

の
と

す
る

。

設
備

仕
様

型
式

流
動

焼
却

炉
台

数
1

基

1
基

当
た

り
公

称
能

力

投
入

固
形

物
量

＝
2
.8

6
7

t/
日

投
入

汚
泥

量
＝

1
3
.6

5
m

3
/
日

脱
水

ケ
ー

キ
含

水
率

＝
7
9

％
運

転
時

間
＝

2
4

h
r

稼
働

＝
8
0

％
1

1
1
0
0-

7
9

0
.8

0
1

構
造

寸
法

1
8

t/
日

1
基

＝
1
7
.1

t/
日

公
称

能
力

＝
×

2
.8

6
7

t/
日

×
1
0
0

×
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固
形

物
収

支
計

算
（

全
体

計
画

日
最

大
）

流
入

水
最

初
沈

殿
池

流
入
水

二
次

処
理

水
水

量
1
1
,
3
8
0
m
3
/
日

沈
砂

池
水

量
1
1
,
3
8
0
m
3
/
日

最
初

沈
殿

池
除

去
率

反
応

槽
水

量
1
1
,
3
8
0
m
3
/
日

S
S

2
2
8
m
g
/
L

S
S

2
8
2
m
g
/
L

S
S

6
0
％

S
S

5
.
6
m
g
/
L

B
O
D

2
9
2
m
g
/
L

B
O
D

3
1
0
m
g
/
L

B
O
D

5
0
％

B
O
D

7
.
8
m
g
/
L

S
S

2
,
5
9
5
k
g
/
日

S
S

3
,
2
0
9
k
g
/
日

S
S

6
3
.
7
k
g
/
日

B
O
D

3
,
3
2
3
k
g
/
日

B
O
D

3
,
5
2
8
k
g
/
日

余
剰

汚
泥

B
O
D

8
8
.
8
k
g
/
日

1
,
2
2
0
k
g
/
日

生
汚

泥
3
0
5
.
0
m
3
/
日

A
l
由

来
の

S
S
負

荷
量

1
,
9
2
5
k
g
/
日

濃
度

0
.
4
％

流
入

P
濃

度
1
1
.
3
0
m
g
/
L

※
初

沈
出

3
8
5
.
0
m
3
/
日

流
入

S
-
P
濃

度
6
.
7
8
m
g
/
L

※
初

沈
出

濃
度

0
.
5
％

余
剰

汚
泥

溶
解

性
P
量

7
7
.
1
6
k
g
/
日

1
,
5
5
6
k
g
/
日

A
l
添

加
量

6
7
k
g
-
A
l
/
日

3
8
9
.
0
m
3
/
日

発
生

量
3
3
6
k
g
/
日

濃
度

0
.
4
％

S
-
P
/
P
*

0
.
6

*
実

績
P
O
4
/
T
-
P
比

（
H
2
9
～

R
5
）

：
0
.
6
4
に

よ
る

。
機

械
濃

縮
汚
泥

機
械

濃
縮

機
1
,
4
7
8
k
g
/
日

5
.
9
1
m
g
/
L

回
収

率
9
5
％

3
7
.
0
m
3
/
日

6
7
.
3
k
g
/
日

濃
度

4
％

7
8
.
0
k
g
/
日

脱
水

機
投

入
汚
泥

3
1
m
o
l
/
g

2
6
8
.
0
m
3
/
日

3
,
0
1
8
k
g
/
日

2
7
m
o
l
/
g

B
O
D
量

8
0
.
0
k
g
/
日

9
8
.
6
m
3
/
日

1
3
0
0
m
g
-
B
O
D
/
L

濃
度

3
.
1
％

5
倍

重
力

濃
縮

汚
泥

脱
水

汚
泥

重
力

濃
縮

槽
1
,
5
4
0
k
g
/
日

汚
泥

脱
水

機
2
,
8
6
7
k
g
/
日

回
収

率
8
0
％

6
1
.
6
m
3
/
日

回
収

率
9
5
％

1
3
.
7
w
t
/
日

B
O
D
/
S
S
0
.
3

濃
度

2
.
5
％

含
水

率
7
9
.
0
％

返
流

水
水

量
6
7
6
.
3
m
3
/
日

3
8
5
k
g
/
日

1
5
1
k
g
/
日

S
S

6
1
4
k
g
/
日

3
2
3
.
4
m
3
/
日

8
4
.
9
m
3
/
日

場
外

搬
出

B
O
D

2
0
2
k
g
/
日

B
O
D
量

9
7
k
g
/
日

B
O
D
量

2
5
k
g
/
日

3
0
0
m
g
-
B
O
D
/
L

3
0
0
m
g
-
B
O
D
/
L

S
S
量

S
S
量

A
l
に

対
す

る
固

形
物

発
生

倍
率

添
加

モ
ル

比

最
終

沈
殿

池

S
S
量

S
S
量

S
S
量

S
S
量

S
S
量

A
l
原

子
量

P
原

子
量

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム
の

添
加

濃
度

S
S
量

S
S
量

S
S
量
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固
形

物
収

支
計

算
（

事
業

計
画

日
最

大
）

流
入

水
最

初
沈

殿
池

流
入
水

二
次

処
理

水
水

量
1
3
,
1
7
0
m
3
/
日

沈
砂

池
水

量
1
3
,
1
7
0
m
3
/
日

最
初

沈
殿

池
除

去
率

反
応

槽
水

量
1
3
,
1
7
0
m
3
/
日

S
S

2
1
8
m
g
/
L

S
S

2
6
6
m
g
/
L

S
S

6
0
％

S
S

5
.
3
m
g
/
L

B
O
D

2
8
0
m
g
/
L

B
O
D

2
9
7
m
g
/
L

B
O
D

5
0
％

B
O
D

8
.
9
m
g
/
L

S
S

2
,
8
7
1
k
g
/
日

S
S

3
,
5
0
3
k
g
/
日

S
S

6
9
.
8
k
g
/
日

B
O
D

3
,
6
8
8
k
g
/
日

B
O
D

3
,
9
1
1
k
g
/
日

B
O
D

1
1
7
.
2
k
g
/
日

生
汚

泥
余

剰
汚

泥
2
,
1
0
2
k
g
/
日

1
,
3
3
1
k
g
/
日

4
2
0
.
4
m
3
/
日

3
3
2
.
8
m
3
/
日

濃
度

0
.
5
％

濃
度

0
.
4
％

機
械

濃
縮

汚
泥

機
械

濃
縮

機
1
,
2
6
4
k
g
/
日

回
収

率
9
5
％

3
1
.
6
m
3
/
日

濃
度

4
％

6
7
.
0
k
g
/
日

脱
水

機
投

入
汚
泥

3
0
1
.
2
m
3
/
日

2
,
9
4
6
k
g
/
日

B
O
D
量

9
0
k
g
/
日

9
8
.
9
m
3
/
日

3
0
0
m
g
-
B
O
D
/
L

濃
度

3
.
0
％

重
力

濃
縮

汚
泥

脱
水

汚
泥

重
力

濃
縮

槽
1
,
6
8
2
k
g
/
日

汚
泥

脱
水

機
2
,
7
9
9
k
g
/
日

回
収

率
8
0
％

6
7
.
3
m
3
/
日

回
収

率
9
5
％

1
3
.
3
w
t
/
日

B
O
D
/
S
S
0
.
4

濃
度

2
.
5
％

含
水

率
7
9
.
0
％

返
流

水
水

量
7
3
9
.
9
m
3
/
日

4
2
0
k
g
/
日

1
4
7
k
g
/
日

S
S

6
3
4
k
g
/
日

3
5
3
.
1
m
3
/
日

8
5
.
6
m
3
/
日

場
外

搬
出

B
O
D

2
2
2
k
g
/
日

B
O
D
量

1
0
6
k
g
/
日

B
O
D
量

2
6
k
g
/
日

3
0
0
m
g
-
B
O
D
/
L

3
0
0
m
g
-
B
O
D
/
L

S
S
量

S
S
量

S
S
量

S
S
量

最
終

沈
殿

池

S
S
量

S
S
量

S
S
量

S
S
量

S
S
量
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最
低

水
温

及
び

冬
季

日
最

大
/
日

最
大

の
算

定

H
2
9
年

度
H

3
0
年

度
R

1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度
採

用
値

1
2
月

最
大

6
,9

5
3

7
,5

3
4

7
,4

3
0

7
,2

0
0

8
,1

5
6

7
,7

3
4

7
,1

1
0

1
月

最
大

7
,0

4
6

6
,9

8
9

7
,8

2
4

7
,4

4
8

7
,2

0
5

7
,5

5
3

7
,1

7
8

2
月

最
大

7
,0

8
1

7
,4

0
2

7
,5

1
6

7
,2

8
3

7
,0

6
6

7
,0

7
7

7
,9

2
9

7
,0

8
1

7
,5

3
4

7
,8

2
4

7
,4

4
8

8
,1

5
6

7
,7

3
4

7
,9

2
9

8
,8

6
0

8
,3

9
4

8
,9

7
8

8
,5

5
6

8
,1

5
6

1
0
,0

5
2

9
,0

7
0

7
ヵ

年
平

均
7
9
.9

%
8
9
.8

%
8
7
.1

%
8
7
.1

%
1
0
0
.0

%
7
6
.9

%
8
7
.4

%
8
6
.9

%
1
2
月

平
均

1
9
.6

2
0
.9

2
0
.6

2
0
.6

2
0
.3

2
0
.4

2
0
.0

1
月

平
均

1
7
.9

1
8
.6

1
8
.8

1
8
.7

1
8
.3

1
8
.4

1
7
.5

2
月

平
均

1
7
.6

1
8
.4

1
8
.8

1
8
.1

1
7
.2

1
8
.4

1
7
.3

1
8
.3

1
9
.3

1
9
.4

1
9
.1

1
8
.6

1
9
.1

1
8
.3

1
9
.6

2
0
.9

2
0
.6

2
0
.6

2
0
.3

2
0
.4

2
0
.0

7
ヵ

年
平

均
1
7
.6

1
8
.4

1
8
.8

1
8
.1

1
7
.2

1
8
.4

1
7
.3

1
8
.0

注
）
晴

天
日

は
、

降
水

の
あ

っ
た

日
の

翌
日

を
除

く
。

平
年

水
温

の
算

定
月

間
平

均
水

温
(単

位
：
℃

)

月
H

2
9
年

度
H

3
0
年

度
R

1
年

度
R

2
年

度
R

3
年

度
R

4
年

度
R

5
年

度
備

考

4
月

2
0
.7

2
1
.7

2
0
.6

2
0
.1

2
1
.5

2
1
.0

2
1
.5

5
月

2
3
.8

2
3
.8

2
3
.8

2
4
.0

2
3
.6

2
3
.2

2
2
.9

6
月

2
5
.5

2
5
.6

2
5
.1

2
5
.5

2
5
.2

2
5
.1

2
5
.9

7
月

2
8
.0

2
8
.3

2
6
.0

2
5
.4

2
6
.7

2
7
.9

2
7
.8

8
月

2
8
.0

2
9
.2

2
8
.8

2
8
.4

2
8
.2

2
9
.0

2
9
.7

夏
季

9
月

2
7
.4

2
7
.2

2
7
.8

2
8
.1

2
7
.1

2
7
.8

2
9
.4

1
0
月

2
4
.3

2
5
.6

2
5
.6

2
5
.0

2
5
.7

2
5
.2

2
5
.5

1
1
月

2
1
.8

2
3
.6

2
2
.6

2
2
.9

2
3
.2

2
3
.2

2
3
.0

1
2
月

1
9
.6

2
0
.9

2
0
.6

2
0
.6

2
0
.3

2
0
.4

2
0
.0

1
月

1
7
.9

1
8
.6

1
8
.8

1
8
.7

1
8
.3

1
8
.4

1
7
.5

冬
季

2
月

1
7
.6
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第5章 下水の放流先の状況 

 

「下水道法に基づく事業計画の運用について(令和3.11.1国水事第28号)」では、以下に示す「イ、

ロ、ハ、ニ」について定めるものとしている。このうち、「イ、ロ、ニ」については、流域下水道整備

総合計画が定められている場合には不要であるとしている。 

令和 5 年 9 月に「中川流総計画」が策定されており、本計画では「ハ 下水の放流先近傍における

水利用の現況及びその見通し」のみ記載する。 

 

令第 4条第4号の下水の放流先の状況について 

イ 下水の放流先の平水位及び低水位、低水量の現状及び将来の見通し並びに名称 

ロ 下水の放流先の現状水質及び測定時の水質環境基準が定められている場合には当該水質環境 

基準の類型 

ハ 下水の放流先近傍における水利用の現況及びその見通し 

ニ 下水処理による水質向上の見通し 

 

 

＜下水の放流先近傍における水利用の現況及びその見通し＞ 

下水の放流先である一級河川中川の許可水利権を下表に示す。上水 3 件 6.860m3/s のうち 2 件

6.790m3/sは、中川から江戸川への緊急水利権である。 

 

表5-1 中川の許可水利権 

用途 件数 水利権量(m3/秒) 

上水 3 6.860 

工業用水 2 2.410 

農業用水 3 0.597 

埼葛清掃組合 1 0.064 

合計 9 9.931 
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第6章 毎会計年度の工事費(維持管理に要する費用を含む)の予定額及びその予定財源(様式3) 

 

下水道事業に関する財政計画(経費の部、財源の部)を次ページ以降に示す。 
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下
水

道
使

用
料

接
続

率
：
9
0
.8
%
(令

和
4
年
度
末

：
初
年

度
)
 →

 9
2
.9
%
(令

和
1
1年

度
末
：

最
終
年

度
)

※
関

連
事
項

講
じ

る
対
策

：
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
や
市

広
報
を

活
用
し

、
接
続

率
の
向

上
を
推

進
す
る

。

有
収

率
：
8
0
.9
%
(令

和
4
年
度
末

：
初
年

度
)
 →

 8
5
.9
%
(令

和
1
1年

度
末
：

最
終
年

度
)

講
じ

る
対
策

：
点
検

調
査
に

基
づ
き

、
不
明

水
対
策

を
実
施

し
、
高

有
収
率

を
維
持

す
る
。

そ
の

他
の
講

じ
る
事

項

年
　

度

（
ロ

）
　
財

　
　
源

　
　
の

　
　
部

建
設
改
良

費
維
持
管

理
費
及

び
起
債

元
利
償

還
費

合
計

過
年
度

(
R4
ま
で

)

令
和
5
年

令
和
6
年

計

令
和
7
年

令
和
8
年

令
和
9
年

令
和
1
0年

令
和
1
1年

小
計

(
R5
～
R
1
1)

 
記
載
要
領
 
 

 
1.
 「

建
設
改
良
費
」
の
「
そ
の
他
」
の
欄
に
は
、
工
事
費
負
担
金
、
都
道
府
県
補
助
金
等
を
記
載
す
る
。
な
お
、
流
域
下
水
道
は
建
設
費
負
担
金
を
含
ん
で
記
載
す
る
。
 

 
2.
 「

維
持
管
理
費
及
び
起
債
元
利
償
還
費
」
の
「
そ
の
他
」
の
欄
に
は
、
都
道
府
県
補
助
金
、
積
立
金
取
り
崩
し
額
等
を
記
載
す
る
。
な
お
、
流
域
下
水
道
は
管
理
運
営
費
負
担
金
を
含
ん
で
記
載
す
る
。
 
 

 
3.
 下

水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
有
収
水
量
の
動
向
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
等
に
よ
る
人
口
・
世
帯
数
の
見
通
し
、
企
業
立
地
の
見
通
し
等
を
踏
ま
え
た
上
で
算
定
す
る
こ
と
。
 

 

 
4.
 「

下
水
道
使
用
料
※
関
連
事
項
」
の
講
じ
る
対
策
の
記
載
に
あ
た
っ
て
は
、「

下
水
道
経
営
改
善
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成

26
年

6
月
、
国
土
交
通
省
・（

公
社
）
日
本
下
水
道
協
会
）」

等
も
必
要
に
応
じ
参
照
す
る
こ
と
。
 

 
5.
 「

下
水
道
使
用
料
※
関
連
事
項
」
の
「
そ
の
他
の
講
じ
る
対
策
」
の
欄
に
は
、
例
え
ば
、
下
水
道
使
用
料
の
見
直
し
検
討
や
徴
収
対
策
の
取
組
に
つ
い
て
記
載
す
る
。
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第7章 その他の書類 

 

7-1. 施設の設置に関する方針(様式1) 

 

表 7-1 施設の設置に関する方針 

主要な施策 

整備水準 
事業の重点化 

効率化の方針 

中期目標を達

成するための

主要な事業 

備考 
指標等 

現在 

(令和4年度) 

中期目標 

(令和11年度) 

長期目標 

(令和31年度) 

汚水処理 
下水道処理 

人口普及率 

37% 

行政人口 

53,917人 

整備人口 

19,772人 

41% 

行政人口 

49,100人 

整備人口 

20,200人 

41% 

行政人口 

39,000人 

整備人口 

15,900人 

未整備区域の

早期解消を図

る。 

 

 

 

岩瀬土地区画

整理事業地内

の管路整備事

業 

 

 

 

浸水対策 

都市浸水 

対策達成率 

(57mm/h) 

45％ 

(367ha) 

79％ 

(644.5ha) 

100％ 

(813.4ha) 

浸水実績を踏

まえ、浸水リ

スクが高い箇

所から優先的

に整備を行

う。 

岩瀬土地区画

整理事業地内

の水路整備事

業 

 

 

 

高度処理 

(羽生市水質浄化 

センター) 

目標とする 

計画放流水質 

BOD15.0mg/L 

T-N20.0mg/L 

 

BOD15.0mg/L 

T-N20.0mg/L 

 

BOD 2.8mg/L 

T-N15.8mg/L 

T-P 3.0mg/L 

中川流総計画

に基づく長期

目標に対し、

段階的に高度

処理を導入す

る。 

施設の改築に

合わせた段階

的高度処理事

業 

 

 

 

高度処理 

実施率 

40％ 

(2系/5系) 

67％ 

(4系/6系) 

100％ 

(6系/6系) 

※事業計画に基づき今後実施する予定の事業に関連するものを記載 
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7-2. 施設の機能の維持に関する方針(様式2) 

a)主要な施設に係る主な措置 

ⅰ)劣化・損傷を把握するための点検・調査の計画 

主要な施設 点検・調査の頻度 

管渠施設 

＜腐食環境下＞ 

5年に1度の頻度で点検を行い、点検で異状が確認された場合に調査を実

施する。 

＜一般環境下＞ 

20年に1度の頻度で点検を行い、40年に1度または点検で異状が確認さ

れた場合に調査を実施する。 

汚水ポンプ施設 

(ポンプ本体) 
概ね10年に1度の頻度で調査を実施し、改築の必要性を検討する。 

水処理施設 

(送風機本体) 
概ね10年に1度の頻度で調査を実施し、改築の必要性を検討する。 

汚泥処理施設 

(汚泥脱水機) 
概ね10年に1度の頻度で調査を実施し、改築の必要性を検討する。 

 

ⅱ)診断結果を踏まえた修繕・改築の判断基準 

主要な施設 修繕・改築の判断基準 

管渠施設 

管きょ  緊急度Ⅰ※1のものを改築対象とする。 

マンホール本体 健全度Ⅳ※2以上のものを改築対象とする。 

マンホールふた 健全度1※3のものを改築対象とする。 

※1 下水道維持管理指針-実務編-2014年版 p.117  

※2 下水道管路施設の点検・調査マニュアル(案)平成25年6月 p.77 

※3 下水道維持管理指針-実務編-2014年版 p.253 

汚水ポンプ施設 

(ポンプ本体) 
健全度2以下のものを改築対象とする。 

水処理施設 

(送風機本体) 
健全度2以下のものを改築対象とする。 

汚泥処理施設 

(汚泥脱水機) 
健全度2以下のものを改築対象とする。 

 

ⅲ)改築事業の概要(令和7年度～令和11年度) 

主要な施設 改築事業の概要 

管渠施設 上記期間内に改築の予定なし。 

汚水ポンプ施設 

(ポンプ本体) 
上記期間内に改築の予定なし。 

水処理施設 

(送風機本体) 
上記期間内に改築の予定なし。 

汚泥処理施設 

(汚泥脱水機) 

汚泥濃縮設備について改築予定。 

(重力濃縮：固形物負荷60kg/m3/日、機械濃縮：処理能力10m3/hr/台) 

 

b)施設の長期的な改築の需要見通し 

改築の需要見通し 

(年当たりの概ねの事業規模の試算) 
試算の対象時期 試算の前提条件 

年当り概ね5.4億円 概ね100年後 

＜土木・建築＞ 

目標耐用年数(標準耐用年数×1.5倍)で改築 

＜機械・電気＞ 

目標耐用年数(標準耐用年数×1.5～2.2 倍)で

改築 
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